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    序章


    



    　もがく、もがく、もがく――！


    　手を、足を、懸けん命めいに動かし、もがき――抗あらがう。深い水底へと誘う黒い波に抗い続ける。


    　空気を求め、空を仰ぐ目には暗く渦うず巻まく空が映る。


    　冷たい海水は服を重くし、体から温度を奪う。顔にかかる波は息を吸うことを妨げ、つんとした塩しお辛からさを鼻の奥に残していく。


    「たっ、助けっ！」


    　酸素が足りず、朦もう朧ろうとしながらも助けを求めて声を上げる。その声は潮にやられて自分のものとは思えないぐらいガラガラだった。


    　とても届かない。誰にも聞こえない。


    　わかっていた。でも誰かに救いを求めるしかなかった。自分がいくらあがいても、命が終わる瞬間をほんの少しだけ先延ばしにするだけ。だから僕には自分を救ってくれる奇跡を求めることしかできない。


    　ガンッ！


    　突然必死で動かしていた腕に何かがぶつかった。掴つかむことのできない空気と海水だけの世界で、とても懐かしく感じた硬い感触。物の存在。


    　それが何か確かめている余よ裕ゆうなんてないまま、僕は無我夢中ですがりつく。


    「っはぁっ！　はぁっ！」


    　両腕でしがみつき上半身を引き上げて、荒い呼吸を繰り返す。どうやらそれは細長いプラスチック製の板のようだった。たぶん船の残ざん骸がい。僕がついさっきまで磐ばん石じやくだと信じていた大きな客船の一部。


    　いまだどうしようもない状況だったが、少し落ち着きを取り戻しまわりを見回す。黒い海のあちこちに同じような白い船の残骸が浮いているのが見えるだけで、人の姿はなかった。


    　姿が、ない？


    　その現実が忘れていた事を――忘れてはいけなかったことを僕に思い出させた。父さん、母さんは？　それに――


    「由ゆ衣いっ！」


    　かすれた声で名前を叫ぶ。ついさっきまで共にいた妹の名を。


    　海に投げ出されたとき、確かにこの右手を繋つないでいたはずなのに。


    　離して……しまった？　この暗い海の中に由衣を置き去りにした？　自分が黒い水底から這はい上がるために――。


    　体が震える。右手に視線を落とした。寒さに悴かじかんで震えるその手は、妹ではなく板切れを力の限り握り締めていた。


    「ああああああぁぁぁぁぁぁっ！」


    　堪こらえきれなくなって叫ぶ。海水から絶望までもが体の内に染み込んでくるようだった。


    　ガクンッ！


    　しかし僕に自分を苛さいなむ時間は与えられない。


    　唐突に自分が掴つかんでいる板が揺れて、慌あわてて板にすがりつく。そんな自分を醜みにくく浅ましく思うが、この生命線を捨てることはどうしてもできなかった。


    　ガッ


    　もう一度小さく板が揺れる。


    　はっとする。自分のすぐ隣に指がかかっていた。


    「由ゆ衣い!?」


    　まさかと思いながらも、声を上げる。しかし、大きく板を傾かしがせながら現れたのは髪の長い男。妹ではない。


    「がはっ、がはっ！」


    　男は水を飲んだのか、仕切りにむせる。板は片側に体重がかかりすぎて、今にも沈んでしまいそうな状態だ。


    「あ、あの」


    　このままではまずいと僕が声をかけようとした瞬間、その男は僕のほうを向いた。青く、壮絶な光を放つ瞳が僕を射る。言葉を続けられなくなった僕に男は叫んだ。


    「邪じや魔まだ、ガキィっ！」


    　ゴッ！


    　何が起こったのか分からなかった。口の中に血の味が広がり、左頬に鈍い痛みを覚え、再び海水に呼吸を奪われて、僕は男に殴なぐられたことを悟った。


    　手をがむしゃらに動かして、離れてしまった板を掴もうとするが、指の先にもかすらない。


    　ごぶっ


    　大きく海水を飲んでしまった。急速に感覚が遠くなっていく。駄だ目めだと思っても体が動かない。


    　沈んでいく僕の目には揺れる水面が映る。あんなに黒く見えた波も下から見るとわずかに明るく見える。きっと僕が沈んでいく場所はもっと、もっと暗い場所なんだろう。


    　このままもうあきらめて楽になろうかと思った。でもやっぱりあきらめきれなくて、最後の力で右腕を上に伸ばす。それで何が変わるわけではないってことは分かっていた。由衣の手を離したこの右手では、もう一度奇跡など掴めるはずもない。


    　僕の口から漏れる空気の泡が上に昇っていく。


    　その泡を目で追っていくと、錯さつ覚かくか、泡が消えていく水面が輝いているように見えた。僕は沈んでいて、水面は遠ざかっているはずなのに、その輝きはだんだんと僕に近づいてくるようにさえ思える。


    　そして輝きは僕の目の前までやってきた。


    　右手に優しく触れる感触。人の肌の暖かさ。僕は無意識のうちに、まるで誰かの手のひらのようなそれを握り締めていた。


    　きっと由ゆ衣いが迎えにきたんだ。朦もう朧ろうとしながら思う。けれどその手は妹のものにしては少し大きく感じた。


    　輝きが微笑ほほえむ。金色の、人の形をした光が。


    　由衣じゃない？　誰？　女の……人？


    　右手が引っ張られて、海の底が遠ざかる。


    　途切れ行く意識。その中で右手の温かさを失わないように腕に力を込めて、僕の意識は闇に落ちた。
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    第一章　失う少年、飛ぶ少女


    



    
      １

    


    



    



    　ぐらぐら　ぐらぐら


    　ゆさゆさ　ゆさゆさ


    　その揺れはあの時の波に似ていた。


    　体が揺れている。何かに揺られている。


    　これはきっとあの波だ。僕を底に引きずり込もうとする黒い波だ。


    　離してはいけない。右手を離してはいけない。


    　ぐっと右手に力を込めるが、そこに何の感触もないことに気づいて、はっとする。それと同時に自分を呼ぶ声が聞こえてきた。


    「ねぇ――起きてよ、遠とお見みくん」


    　右手に掴つかんでいたはずのものがまだ傍にあるかもしれないと思い、がばっと顔を上げる。


    「きゃっ」


    　僕のいきなりの動作に驚いたのか、目の前に立っていた誰かが小さな悲鳴を上げた。


    「……あれ、冬ふゆ上がみ――さん？」
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    　それが見覚えのあるクラスメイトだと気づき、僕は間の抜けた声を出す。周囲を見回すと、そこは見慣れた傘さん陽よう学園高等部二年二組の教室で、荒れくるう波などどこにもない。


    　夢、か。どうやら机に突っ伏して寝ていたらしい。そういえば先ほどの授業の途中から記憶がない。


    「もぅ、急に顔を上げるから驚いたじゃない。おはよう、遠とお見みくん。もう昼休みよ」


    　少し不機嫌な調子で――けど上品に微笑ほほえんで話しかけてきたのは、冬ふゆ上がみ雪ゆき絵えという名前の女子。長く癖のない黒髪に整った顔立ち、可愛かわいいと言うよりも綺き麗れいという言葉が似合う少女だ。けれど今年同じクラスになって二週間、まだ話したことはなかったはず。


    「ご、ごめん。あ、何か用？」


    　僕は正直戸惑いながら、冬上を見上げる。話しかけられた理由が分からない。


    　冬上は容姿もさる事ながら、成績も優秀で人じん望ぼうに厚く、既にこのクラスの中心人物になっている。地味で目立たない自分とは別の世界の住人だ。暗い場所から明るい場所はよく見えるが、その反対は難しいように、自分の名前など冬上は覚えてもいないと思っていた。


    「あのね、今日の放課後――時間ある？」


    「は？　いや、まあ……別に暇ひまだけど」


    　さらに混乱が深まる。これはいったいどういう状況だろう。脳内で様々な可能性を検討しつつも、作り笑いを浮かべながら正直に答える。


    「え、ほんとに？」


    　冬上が胸の前で手を合わせて感激したように顔を輝かせた。何となくその仕草が芝居くさくて嫌な予感を覚える。


    「みんなー、遠見くん今日は暇だってー！」


    　僕に背を向け、教室の皆に大きな声でそう告げる冬上。するとあちこちから「やったー」とか「楽しみー」とかいう歓声が上がる。僕は事態についていけずにポカンと冬上を見上げるしかない。


    「……どういうこと？」


    　僕が恐る恐る尋ねると、冬上は振り向いてこう言った。


    「あのね、見せて欲しいの。遠見くんの――魔法を」


    　笑顔で告げられた言葉に、僕は呆ぼう然ぜんとした顔で応じるしかなかった。


    



    「おい！　山やま崎ざき、宮みや島じま！」


    　僕は冬上が自分の席に戻っていった後、即座に教室の端で様子を窺うかがっていた二人の男子生徒の元に詰め寄った。


    「まあまあ。落ち着けよ、遠見」


    　いきり立つ僕を、眼鏡めがねをかけた利発そうな外見の男子生徒・山崎勉つとむが諌いさめる。実は中身はガラが悪くて、そんなに賢いわけでもないのだが。


    「そうだぜ、あの冬ふゆ上がみさんから声をかけられたんだ。もう少し幸せに浸ってろよ」


    　その言葉に、顔はいいが多少太り気味の体型な宮みや島じま通とおるも便乗する。


    「落ち着いてられるか！　お前らだろ？　僕のくだらない手品のこと、脚きやく色しよくしてクラスに広めたのは。しかも強制的に皆の前でやらされることになってるし！」


    　僕がそう言うと山やま崎ざきは少しだけバツの悪そうな顔を見せた。


    「いやまあ、それは何というか……話すと長いんだが要約するとな、冬上さんがその手の話が好きだって噂うわさに聞いてよ。それでさっきお前のことを引き合いに出して話しかけたんだよな。そうしたらどういう訳かこんな事態に……」


    　僕はそれで大方の事情を把は握あくした。山崎と宮島は一年の頃から同じクラスの友人……というか悪友だ。こいつらはようやくあの冬上雪ゆき絵えと同じクラスになれて狂喜していたのだが、話しかける口実がなく未だにお近づきにはなれていなかった。


    「要するにダシに使ったってことか……僕がこういうの苦手だって知ってるだろ？」


    「悪い、けどそういう流れになっちまったんだ――協力してくれよ」


    　申し訳なさそうに頼み込んでくる山崎。下した手てに出ているが恐らく確信犯だ。


    「頼むよ。遠とお見みは最初だけでいいんだって。後は俺が引き継ぐから」


    　宮島もそう言って手を合わせる。この宮島は妙な特技というか大道芸もどきを多く持っていることで有名な奴で、僕とは正反対に注目を浴びることに喜びを覚えるタイプだ。けれど二年生になってからそんな機会もなく、きっとうずうずしているのだろう。


    「でもなあ……」


    　僕がなおも渋ると、山崎が顔を寄せて囁ささやいてきた。


    「そう言うなって、遠見にも損になる話じゃないんだよ。冬上さんだけじゃなく、その取り巻きとも仲良くなるチャンスなんだぜ？　お前もさ、そろそろ彼女欲しいだろ？　ルックスはそんなに悪くないんだ。目立つ機会があれば向こうから声をかけられるようになるさ。とにかくきっかけがいるんだよ。きっかけが」


    「取り巻き、ね」


    　瞳を爛らん々らんと輝かせて力説する山崎に曖あい昧まいな笑顔を返す。


    　冬上はクラスの女子の中核で、取り巻きというならこのクラスの女子のほとんどが当てはまるだろう。もちろん決して全員ではないが――。


    「だからさ、いいだろ？」


    　僕は溜ため息いきをついた。


    「――仕方ないな……わかったよ」


    「よっしゃ、それでこそ遠見だ」


    　こんなことは初めてではない。そして結局のところ、僕は一度もこいつらの無茶を断ったことはなかった。きっと二人とも僕が断るなど夢にも思っていないだろう。


    　だとしたらこんな予定調和の会話はなんの意味もないのだが、それでも表面上は対等な立場を繕つくろっていられる。いい奴として溶け込み、弾かれることもない。何よりも敵を作らないでいられる。


    　くだらないと思いつつも手放せない安全な立ち位置。


    　でも僕はどうしようもないほど敵というモノの恐ろしさと、足場というモノの脆もろさを知っているのだ。


    



    　放課後、掃そう除じも終わり下校の音楽が流れる教室。いったいどのように宣伝したのか、それともこれが冬ふゆ上がみの影響力なのか、僕は予想以上のギャラリーに取り囲まれていた。


    「ねえねえ、遠とお見みくん何見せてくれるの？」


    　まだ名前も覚えていない女子が問いかけてくる。


    「なあ遠見、お前何かすげぇことできるんだって？」


    　今年初めて同じクラスになった、あまり親しくない男子も尋ねてくる。


    （おい山やま崎ざき。いったいどんな風に話したんだよ？）


    　僕は小声で、脇に立つ山崎に問いかけた。


    （まあその……多少大げさに言っただけなんだけどな。けどさ、この方がおもしれぇだろ）


    　山崎のその言葉に僕は肩を落とす。この過か剰じような期待にどう応えろというんだろう。


    「あのさ、山崎が何て言ったか知らないけど、今からやるのはくだらない手品だよ。くだらなすぎて二度と人前ではやるもんかって思ってたぐらいなんだから。期待しすぎると損するからな」


    　僕の自信のない言葉に何人かがあからさまに失望した顔を見せる。けれど真正面に陣じん取どる冬上雪ゆき絵えだけは表情を変えず、こう告げた。


    「いいからさ、早く見せて欲しいなぁ」


    　冬上は例の上品な微笑ほほえみを浮かべて小さく呟いた。それだけなのに、周りの人間も「そうだ、いいから見せてみろよ」と催促し始める。やはり冬上はここでも中心にいる。


    　確かに山崎や宮みや島じまが言うように冬上は綺き麗れいで、他とは違う存在感を持っている。けれど僕は見とれるよりも先に何な故ぜか身構えてしまう。


    　その理由を少し考えてみて、気づく。目が笑っていない。表情でそう見せていても、その目は別のことを考えている。


    　一瞬、あの時の青い瞳が頭をよぎる。強きよう者しや、奪い取る者の目。


    　慌あわててそのイメージを打ち消す。思い出したくはなかった。


    「――わかったよ。じゃあ始める」


    　冬上から目を逸そらして告げた。どうやら僕は山崎たちのように冬上とそれほど仲良くしたいとは思えないみたいだ。きっと先ほどの連想は、弱い自分が強い者に抱く嫉しつ妬とでしかないのだろうけど、苦手意識はこれからも拭ぬぐえないに違いない。


    　さっさと終わらせて帰ろう。


    　僕は財布から十円玉を取り出すと右の手の平に乗せる。


    「この十円玉を消す――今から見せるのはそれだけだよ」


    　宣言してゆっくりと十円玉を握りこむ。みんなが右手に注目しているのを感じる。手のひらが汗ばんでくる。そして握り締めた手に力を込めた。


    



    　――十円玉を掴んだ。


    



    　硬い金属は強く握ると当然手の皮に食い込んで痛いはずだが、そんなものはない。あるはずがない。痛いのは手ではなく、胸だ。気分が悪くなり、吐き気が込み上げてくる。


    　何故ならまた失ったことを知ったから。


    　その存在が世界に否定されたことを悟ったから。


    　……。


    　心を落ち着かせてからそうっと握っていた手を開く。


    　そこには宣言した通りもう十円玉は存在していない。


    　ふぅっと息を吐く。疲れたせいではない――落らく胆たん、したのだ。


    「どう、これだけ。大したもんじゃなかっただろ？」


    　愛想笑いを浮かべて終わったことを示す。こんなのたぶん手品ならいくらでも方法がある拙つたない芸。馬鹿にされるのがオチだ。けれど周囲の反応は思っていたものと違った。


    　うぉぉ……とどよめきが上がり、その後女子の甲かん高だかい歓声か悲鳴か判別のつかない声が響いた。


    「すごい、ねぇ今のどうやったの？」


    「俺見てたけど、全然わかんなかった……」


    「きっとあれだよ――指の間に挟んで……」


    　口々に言葉を交わすギャラリーに圧倒されつつ、僕は「じゃあこれで……」と抜け出ようとするが、「もう一回見せて」という彼らに捕まってしまう。まさかここまでウケるとは思ってもいなかった。


    　なんでだ？　前に山やま崎ざきと宮みや島じまに見せたときは鼻で笑われたというのに。流行には疎うといので分からないが、もしかしたら今、手品が流行はやっているのだろうか？


    「ねぇ、もう一回、今度は少し大きめの五百円玉でやって見せてよ」


    　冬ふゆ上がみが微笑ほほえみながら顔を寄せてそう言った。


    「ご、五百円？」


    「お願い、遠とお見みくん」


    　依頼の形をとってはいたが、この教室においてヒエラルキーの頂点である彼女の言葉は命令に等しい。僕はあきらめの溜ため息いきをついて、財布から五百円玉を取り出す。


    「じゃあこれで最後だからな」


    　そう告げて、僕はさっきよりもゆっくりとした仕草で五百円玉を右の手の平に乗せる。そして一本ずつ指を握りこんでいき五百円玉が見えなくなった。


    　この程度大きくなったところで問題なんてない。指に覆おおわれれば姿を失う――その程度の脆ぜい弱じやくな現実に変わりはないのだから。難なんがあるとしたら……それは明日のことだろう。


    　同じ手順で力を込めて、込めて、込めて……手を広げる。


    　そこにはもう何もない。本当に何もない。右手には何も――残らない。それが僕の、空っぽの手品。


    　再び起こるどよめき。


    「すげぇ、ホントに魔法みてぇ……」


    　誰かがつぶやく。すると何な故ぜか妙に周囲がざわついた。なんだか居心地の悪い空気が広がっている。そんな中で正面に立つ冬ふゆ上がみが口を開いた。


    「――遠とお見みくん、これどうやってるの？　種明かししてよ」


    「種明かしって……そんな大したものじゃないよ」


    　冬上はそんな僕を観察するようにしばらくの間眺める。


    「もしかしてさ――《ルゥト》じゃないの？」


    　顔をぐっと近づけて何やら怪しい単語を囁ささやく冬上。


    「……何、それ？」


    「知らないの？　最近ネットで話題になってる――魔法。ううん、魔法を使えるようにする方法よ」


    　僕はいきなりの話の展開についていけず頭をかく。どうして真ま面じ目めな顔をしてこんなことを訊けるのか分からない。女の子はオカルト好きが多いとは聞くが、本当だったようだ。


    「あのさ。最初にも言ったけど、これはただの手品だよ。だいたい魔法なんて本気で言ってるのか？」


    　冬上が期待しているのは手品ではなく、魔法や超能力といった類たぐいのようだと気づき、関心を削そぐためにはっきり手品だと言い切る。


    　しかし冬上は底の見えない笑みを浮かべた。


    「どうかしら。でもあったら素敵だと思わない？　あーあ、ザンネン。山やま崎ざきくんが遠見くんの手品は魔法みたいだって言うから楽しみにしてたのにな」


    　一応は目もく論ろ見み通りに興味をなくした様子で僕から離れる冬上。だがそれはどこか空々しかった。


    　ふと気がつくと周囲のクラスメイトも同じように落らく胆たんを見せている。皆もそちらの方面で関心を寄せていたのだろう。流行はやっていたのは手品ではなく、ルゥトとかいう魔法のことだったらしい。


    　あ――また間違えた、か……。


    　僕はようやくこの場の空気を理解した。今の見世物が手品だろうがそうじゃなかろうが、これは魔法だと冗談交じりで嘯うそぶくべきだのだろう。


    　皆、この年になってまで本気で魔法なんて信じちゃいない。ただそれっぽいものを見て、騒いで、不思議がったりしたかっただけなんだろう。手品なんて言い切ってしまえば場が白けるだけだ。


    　いつも気づくのが遅い。上う手まく立ち回ることができない。こんな風に悪い意味で目立てばロクなことにならないのはわかってるのに。


    　だが訪れた気まずい沈黙を吹き払うかのように、ずっと黙っていた宮みや島じまが声を上げた。


    「はいはいはい、次は俺が、遠とお見みなんかよりすげぇのを見せまーす」


    　全員の注目が宮島へと向く。宮島のことを知っている幾人かは呆あきれた顔をしているが、何も知らない他のクラスメイトは期待に目を輝かせている。


    　助かった……そうだな、僕なんかよりあいつのほうがずっと適任だ。


    　きっとお得意の腹話術や声真ま似ねでも披ひ露ろうするつもりなのだろう。冬ふゆ上がみの視線もそちらを向いていることを確認して、僕はそっと輪の中から抜け出す。


    　まあ一応前座として役目は果たした。もうお役やく目め御ご免めんに違いない。


    　鞄かばんを取りに自分の机に向かう。そこで僕は教室の隅、窓際一番後ろの席にぽつんと輪にも加わらず座っている少女に気づく。


    　だが僕は彼女に声をかけることはない。


    　宮島を囲む輪と、一人の少女に背を向けて僕は教室を出る。


    　廊ろう下かに出て数歩進んだ時、教室の中から笑い声が響いてきて僕は足を速めた。
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    　私立傘さん陽よう学園は中等部と高等部を擁ようする、男子女子共に全寮制の学校。その高等部に入学してもう二年目になる。僕は慣れた歩みで広い敷地を抜けて校門を出ると、学校の前を流れる川に沿って歩いていく。


    　川沿いに連なる桜の木は先週までは見事に咲き誇っていたが、今は青々とした葉桜になっていた。川の流れを見下ろしながら歩くこと十分。見えてきた古びた四階建ての建物が第一男子寮だ。寮は全部で四棟あり、残りの二から四はもう少し歩いた先にある。ちなみに女子寮は学校を挟んで完全に反対側。そちらは新築のマンションみたいな立派な寮で、男子は誰もが不平を唱えていたりする。


    　玄関口で掃そう除じしていた管理人さんに軽く挨あい拶さつして、四階の４０１号室まで長い階段を登り辿たどり着く。そして僕は部屋に入るなりベッドに倒れこんだ。


    「ふーっ……」


    　今日は疲れた。やけに眠く、何もやる気が起こらない。原因はわかっている。くだらない見世物をして心の奥に沈めていたことを思い出してしまったからだ。


    「くそ」


    　僕は仰あお向むけになり右手を天井の蛍光灯にかざす。


    　心が重い。吐き気が収まらない。こうなることは分かっていたのに、どうして以前山やま崎ざきたちにあれを見せてしまったのか。


    　まあ答えは分かっている。あのころはあいつらに溶け込もうと必死だったのだ。そのために僕は空っぽの手品師を演じてしまった。自業自得、言い訳なんかできない。


    「魔法、ね……」


    　冬ふゆ上がみや、クラスメイトの言葉を思い出して嗤わらう。


    　あったら素敵だと思わない？　―――だって？　まさか、こんなもの何の役にも立ちやしない。本当にあの五百円玉を消せたからといって、生まれる結果は明日の昼飯が抜きになるって程度のこと。なんの得にもならないどころか大損だ。


    　そう――あれは手品じゃない。制服のどこを探しても五百円玉は決して見つからない。正しよう真しん正しよう銘めいの不条理な現象。けれどこれは僕にとって《魔法》なんかじゃなく、ただの《呪い》だった。


    　掴つかむことができない、握り締めることができない――呪い。


    　三年前の夏、巻き込まれた海かい難なん事故で妹の手を掴めず助けられなかった僕は、以来そういう人間になってしまった。


    　何かを握り締めようとすると否定される。掴んだはずのものがなかったことになる。すなわち――消える。馬鹿馬鹿しい話だ。もしかしたら僕の頭の方がどうにかなってしまったのかと思った時もあった。けれど何度試しても、他人の目の前でも、同じ事は繰り返された。


    　もっともこの現象が起こるのは右手だけ、しかも消えるのは手の中に納まって見えなくなるものだけだ。握り締めても、それが外から、自分も含めて見えている状態だと消えたりはしない。


    　つまり生産的な用よう途とを考えたときには、手品ぐらいしか思いつけない程度の力。


    　僕がこうなってから不注意でどれだけ小銭や小物を消してしまったか分からない。今は左手を利き手にするよう矯きよう正せいして右手をできるだけ使わないようにしている。それで勝手に物を消してしまうことは少なくなったが、余計な気を使うことには変わらない。


    　三年前の事故では妹だけでなく両親も亡くし、一年ほど元の家の近所に住む親しん戚せきの家に厄やつ介かいになっていたが、この呪いが常に由ゆ衣いのことを僕に突きつけてくるのに耐えられず、遠くの全寮制の高校に入れてもらった。もっとも右手のことがなくてもあの場所の居心地はあまりよくなかったので、同じことを頼んでいたかもしれないが。


    　苦笑しながら右手を見上げる。


    　本当のところ正体など分かっちゃいない。けど《呪い》としか僕には思えない。他に答えがあるなら誰か教えて欲しい。


    「そういえば冬ふゆ上がみ、なんか言ってたよな」


    　冬上雪ゆき絵えが言っていた眉まゆ唾つば物ものの話を思い出す。確か……ルゥトだったか。


    　僕はだるい体を無理やり起こして、デスクの上に置いてあるノートパソコンを起動させた。あんな話を信じたわけではないが、一応確かめておきたかった。


    　とりあえずルゥトで検索をかけてみる。すると予想外に相当数がヒットした。どうやら噂うわさになっているというのは本当らしい。だが――。


    「何だ……これ」


    　ルゥトとは冬上が言った通り《魔法使い》になるための儀式のことのようだ。しかしその内容というものが何やら怪しげな薬を調合して飲み干す、と書かれている。具体的な生々しい内容に興味を引かれ、もう少し詳しく調べてみる。すると匿とく名めいの掲示板にその詳しい調合法が記されているのをいくつか見つけた。真しん偽ぎなど判ずることも無意味だが、どうも書き込んだ本人はそれを飲んで魔法使いになれたとか。


    　その材料をさらっと読んでみて、僕はそれ以上調べる気力を失った。馬鹿馬鹿しくなったのだ。


    「そりゃあ――こんなもの飲めば魔法使いになった気分は味わえるだろうさ」


    　僕は呆あきれながらつぶやく。材料の中には名前だけは聞いた覚えのある、際きわどいクスリの名称があった。他に知らない草の名前もあるが、恐らくこれもそっち系統だろう。


    　どっちにしろこんなもので出来上がるモノなど飲みたいとも思えない。ろくでもない幻覚に浸るだけだろう。《糸》が見えれば成功とか書かれているが、そんなものが見えたらマジでヤバイだけ。その掲示板にも同じ指摘が多々あった。何個か俺も使えるようになったという文章もあるが、どうせただの騙かたりだ。リアリティがあったほうが盛り上がるのは事実だがこれは行き過ぎ。


    　こんなものが流行はやっているなんてどうかしてる。そんなに魔法が欲しいのだろうか？


    　右手を――見つめる。


    　僕は魔法を完全に否定しているわけではない。現実に正体不明の力がここにあるのだから。けれどこのルゥトを信じるのとはまた別の話だ。


    「魔法使い、ね」


    　その言葉に一瞬、荒れくるう海で自分を助けてくれた金色の輝きを思い出す。この罪深い右手を掴み、黒い海から引き上げてくれた不思議な女の人を。


    　もちろん誰も信じなかった。幻まぼろしを見たんだろうと言われた。けれど僕は今、生きている。それがあの輝きが存在した証明に思えた。あれこそがまさに魔法使いだったのかもしれない。そんな想像をする自分におかしくなる。


    　パタン。


    　ノートパソコンを閉じて再びベッドに倒れこんだ。


    　意識が霞かすんでくる。もうこれ以上眠気には逆らえそうにない。僕は何かを忘れているような気がしながらも眠りの海に沈んでいった。
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    　笑い声が聞こえる。遠い、遠い、笑い声だ。


    　僕は教室の隅、自分の席に座りながらその声を聞いている。クラスメイトの楽しそうな会話を。


    　同じ教室の中だ。距離的には、その声はとても近い。けれど視線を窓の外にやり、ざわめきに背を向けている僕にとっては、ただ――遠い。


    　いったい何をやっているんだろう？　何な故ぜ僕は一人なんだろう？　


    　これじゃまるで……いつも教室の隅にいる彼女みたいじゃないか。


    　僕はそれが嫌で、顔を教室の中に向けた。


    「――え？」


    　その教室は知っていた。けれど今、僕が通っている場所ではない。なんで――。


    　気が付くと教室中の喧けん騒そうが止んでいる。みんな、みんな、急に黙って振り向いた僕を見ている。その中には山やま崎ざきや宮みや島じまの顔はない。当然だ。だってここは、中学の頃の教室なのだから。


    　夢――。


    　その結論に至り、安心しかけた瞬間、近くにいたかつてのクラスメイトの一人が声を発した。


    「見捨てた」


    　どくん


    　心臓が跳ねる。息が詰まる。体が震える。


    　小さな声だった。けれどそれは――責める声だった。冷たく突き刺す、よく知った者の声。


    　妹の……声。


    「離した」


    　また別のクラスメイトが妹の声で呟く。


    「選んだ」


    「沈めた」


    「殺した」


    「裏切った」


    　妹――由ゆ衣いの声が教室に満ちていく。


    　やめろ、やめろ、やめろ、気持ち悪い！


    　耐え切れずに耳を塞ふさぎ、眼を閉じる。


    　変だ、おかしい。僕はここからもう逃げ出したはずなのに。どうして、どうしてここに、あの世界の中にいる？　あ、そうだ夢だから。夢だからだ。忘れていた。すっかり忘れていた。夢なら覚めればいい、目覚めれば終わる。終わるはずだ。


    「じゃあ、目を開けて？」


    　塞ふさいだはずの耳から声が伝わる。耳を押さえていた右手に冷たい感触。


    「っ！」


    　思わず右手を振り払い、まぶたを開いてしまう。


    「あ……」


    　僕の机のすぐ傍に、幼い少女が立っていた。桜色のワンピースを着た、あのときと同じ格好の……妹。いつの間にか他のクラスメイトはいなくなっており、乱れた机と椅い子すが沈黙を発していた。


    「――由衣」


    「何？」
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    　ポニーテールを揺らして由ゆ衣いは微笑ほほえむ。そしてすっと手を伸ばしてきた。僕の右手の方へと。


    　反射的に手を引っ込めようとすると、由衣は小さく呟いた。


    「助けて、くれないの？」


    　その言葉で動けなくなる。そして右手に由衣の指が触れる。


    　冷たい。まるで海の底のように。


    　由衣はしっかりと僕の手を握る。冷気がじんわりと手のひらから染み込んできた。


    「もう離さないでね、お兄ちゃん」


    　由衣はそう言って嬉うれしそうに笑った。


    　ああそうか、寝る前に忘れていたことを今やっと思い出した。これはあの夢だ。右手を使った日に必ず見る、過去を思い出させる夢。願っても覚めない――悪夢。


    　冷たさはもう肩まで這はい上がり、骨を軋きしませる。少しずつ、少しずつ、体の端から感覚がなくなっていく。


    　教室が由衣の足元から黒く染まっていき、そこに机も椅い子すも、僕らも沈みはじめる。


    　ああ、黒い海だ。そして僕はきっとここに沈みきるまで、冷たさに苛さいなまれるのだろう。


    　――痛い。


    　けれど感覚を失くした体のどこが痛むのか、僕には分からなかった。
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    　由衣にどうしたら許されるのだろう。どうやって謝ればいいのだろう。


    　死ねば天国で会えるのか。それとも地獄に堕おちるべきなのか。


    　ずっとそればかり考えてきた。それは今も――


    　ぐぅ～。


    「……」


    　僕はいつもの川沿いを歩きながら、食物を欲する腹を慰なぐさめるように撫なでた。


    　昨夜あんな夢を見てしまったというのに食い気だけはあるらしい。神経が意外と図太いのか……それとも、慣れてきているのか。


    　そこまで考えて頭を振る。あんなもの慣れるわけはない。まだ右手が冷たく思えてしまう程だというのに。


    　まあ仕方ないのかもしれない。昨日あのまま深く眠り込んでしまったせいで寮での夕飯を食いそびれたばかりか、寝過ごして今朝けさの朝食まで逃のがしてしまったのだ。精神状態を無視して胃が栄養を催促するのは無理もない。


    「ちょっとだけ寝るつもりだったんだけどな……」


    　溜ため息いきをつく。目覚ましぐらいセットしておくべきだった。僕は力の出ない体でヨロヨロと足を前に進ませる。昨日から着替えておらず制服姿のままだが、学校に向かっているわけではない。今日は祝日で学校は休み。日が高く昇るころにようやく目を覚ました僕は空腹を紛まぎらわすために外に出たのだ。


    　ぐぅぅぅぅ。


    　エネルギー源を求めて悲痛な声を上げる胃。できることならその嘆きを鎮しずめてやりたかったが、さらに絶望的なことに今日は昼食抜きということが確定していた。それゆえに空腹感は倍増する。休日といえど寮の食堂はいつも通り朝と夜しか食事を提供してくれない。昼は己おのれの力でなんとかするのが掟おきてだった。


    　こんなことになったのは初めてだった。確かに今月は無む駄だ遣づかいをしすぎたが、それでも食費を計算して残しておくぐらいの計画性はある。昨日の見世物で消費した五百円はそのためのものだったのだ。なけなしの仕送りが生活物資と共に寮に届くのは明日。最後の日のためにとっておいた五百円だったのに……。ちなみに今の所持金は一円玉数枚だけだった。


    「ったく、こいつに金食わせても何にもならないってのに」


    　右手を見やりながら自分を戒いましめるようにつぶやいて、僕は川に架かかる橋を渡る。学校と逆の方向になる向こう岸にはＪＲの駅があり、それなりに活気のある商店街が広がっているのだ。


    　どこかでマンガでも買って時間を潰つぶそう。そういや今日はいつも読んでいる週刊誌の発売日だったはずだ。それを思い出すと少し足取りが軽くなり、僕は先週の展開を思い出しながら、足を速めた。


    



    　さすがに休日だけあって駅前には人がごった返していた。この町には傘さん陽よう学園だけでなく、他にも私立の小、中、高校や大学がいくつかあるためか比較的若者の姿が多い。聞いた話によれば、この町は都と市し圏けんから比較的近いという立地条件を生かして、学がつ究きゆう都市として町おこしを進めてきたそうだ。


    　だが元はド田舎いなかだったためか、まだまだ開発は進んでおらず、買い物や遊ぶためにはここに来るしかないというのが実情だ。去年大型のショッピングモールができたのでそれほど不自由は感じていないが、それ以前は欲しいものがないときはわざわざ電車で六駅ほど先の大きな町に出るしかなかった。だがそれは同時に駅前への人の一いつ極きよく集中を加速させたのだが。


    　僕は人ごみに揉もまれながらそのショッピングモールに向かっていく。五階にある大型書店に行くためだ。狭い町だし、もしかしたら山やま崎ざきと宮みや島じまに会うかもしれない。


    　出かける前に昨日の首尾を聞こうと思ったのだが、とっくに外に出てしまったらしく部屋からは返事がなかったのだ。大抵休みの日は、書店、ＣＤショップ、ゲーセンを回りながら、ナンパする度胸もなく遠くから女の子の批評をしているやつらなので、不本意ながら行動範囲が僕とかぶっていたりする。そんなわけで偶然出会うことも多々あった。


    「ふぅ……」


    　人ごみが息苦しくなり、無意識に溜ため息いきを吐ついてしまう。


    　あの事故でたった一人、家族に取り残された僕は、多くの人の中にいると世界に否定されているような気分になる。周りの人間が僕の存在を認めてくれないような、そんな恐れ。


    　僕がいるべき場所は本当はここじゃなく、家族のいる場所なのかもしれないという妄もう想そうがたまに湧き上がってきてしまうのだ。


    　遅ち々ちとしか流れない人の海の一部になってそんなことを考えていると、急に前を歩いていた人が立ち止まった。危うく顔をその人の背中にぶつけそうになってしまう。


    「な、なんだ？」


    　考えに沈んでぼーっとしていた頭が驚きで覚かく醒せいし、何かあったのかと前の様子を人の隙すき間まから窺うかがう。


    　するとどうやらずっと先まで人の流れは止まっているようだった。


    　何か、あったのか？


    　異様な雰ふん囲い気きが辺りに充満していた。ひどい違和感。その理由に気づいて僕は息を呑のんだ。


    　ざわめきが消えていた。さっきまであんなにも煩うるさく溢あふれかえっていた人々の喧けん騒そうが凪ないだ海のように静まり返っている。そしてさらに異様なことに、誰もが上を見上げていたのだ。


    「？」


    　その目線の先を追ってみる。そこには周りの建物より頭一つ分抜け出した六階建ての、僕が目指していたショッピングモールがある。まだ皆が何を見ているのかはっきりとわからず視線をさまよわせる。だが屋上にそれが至ったとき、僕は呼吸を忘れた。


    　人が、その端にいた。


    　屋上の柵さくの外側に、長い金髪を靡なびかせた小こ柄がらな姿がある。視力には自信があるのでわかる。


    こちらに背を向けてはいるがどうやら女の子のようだった。


    　自殺？


    　一瞬そんな考えが頭をよぎるが、それにしては様子がおかしかった。というのも屋上の柵の内側に異様な集団がいたのだ。遠くてはっきりとはわからないが、一様にのっぺりした仮面をつけた人々。まるで少女は彼らに追い詰められているように見える。


    　ビリッ


    　突然右腕が電気を流されたように引きつる。なんだ、と右手に注意を向けようとしたが、その瞬間に起こった信じられない出来事に目が釘くぎ付づけになった。


    　少女が飛び降りた。


    　自分から躊ちゆう躇ちよなく、あまりに簡単に。


    「あっ！」


    　思わず駆け出そうとするが、僕の周りで立ち止まってしまった人々はピクリとも動かない。もとより、今更誰がどうこうできることではないのだが、僕は苛いら立だって声を上げた。


    「お、おい、お前ら何やってんだよっ！」


    　少女が落ちるのを見ても声一つ上げない人々は、僕の声にも反応しない。少女は重力に引かれるまま、落ちて、落ちて、落ちて、下にいる人ごみの中に墜つい落らくすると思った瞬間、浮き上がった。


    「え？」


    　我が目を疑う。だが事実、少女は地面に激突することのないまま、滑かつ空くうするかのようにこちらに向かってくる。周りの凍りついた人々は少女の動きに合わせて首を動かしていた。やはり彼女を見ているらしい。


    　かなりのスピードで近づいてくる少女から、僕は目が離せないでいた。そしてあっという間に僕の頭上を通り過ぎる。その時こちらをちらりと見た少女の碧みどりの瞳と目が合ったような気がした。


    　呆ぼう然ぜんと遠ざかる姿を見ていると、猛烈な風が少女の後を追うように吹きつけて、僕はバランスを崩くずして倒れこむ。同じように倒れている男性が顔を両手で押さえて呻うめいているのを見て、僕は恐る恐る声を掛けた。


    「あ、あの……大丈夫ですか？」


    「う……うぅ！」


    　だが返事はない。あまり関わりたくはなかったが、そういう場合でもなさそうで、彼の肩に手を伸ばす。だが触れようとした瞬間、男はガバッと顔を覆おおっていた両手を勢いよく外した。


    「うわっ！」


    　驚いてのけぞる。両手の下にあったのは白く無機質な仮面。目のところに開いた小さな二つの穴が僕を見上げていた。


    　いったい何が起こっているのか理解できず、足元から這はい上がってくる恐怖から逃げようと後ずさる。けれどすぐにドンッと背中に障害がぶつかる。ゆっくりと振り向くと、さっきの男と同じ仮面をつけた背の高い女性が僕を見下ろしていた。


    「わぁああああ！」


    　叫び声を上げてそこから逃げ出そうとするが、見れば僕を取り囲む全ての人が、同じ白い仮面をつけて、暗い二つの穴から僕を見ていた。僕は逃げ場所を失い、おろおろと周囲を見回すしかない。だが彼らはそんな僕に何をするでもなく、タイミングを合わせたかのような動きで同時に一方向に向き直った。


    　そちらはさっき少女が飛んで行った方向。何が起こるのかと身構えると、彼らはその方向に向かって一いつ斉せいに歩き出す。


    「なっ、ちょっと！」


    　押し流されるように仕方なく足を動かす。抗議の声など聞こえない様子の彼らは僕を取り囲んだまま進み続ける。


    　何がどうなっているのかわからなかった。どうしようもなく恐ろしかった。


    　この異常な場所から抜け出そうと、僕は強引に歩く人々の中を掻かき分ける。誰も彼も僕のことなど眼中にないようで白い面を遠くに向けている。流れに逆らうのは不可能に近かったので横に向かって進み、この一群の中から脱出しようと試みる。


    「痛っ！」


    　誰かの肘が僕の脇腹を強く打つ。彼らは僕にぶつかることなどお構いなしなので、容よう赦しやなく体を打ち付けてくる。そんな地獄のような人の濁だく流りゆうをどれぐらい進んだだろうか、僕はようやく人々の切れ目からよろめきながらも抜け出した。


    「はぁっ、はぁっ……」


    　どこかの飲食店の駐車場のようだった。僕はそこで仰向けに倒れて、満足にできなかった呼吸を繰り返す。体のあちこちが打ち身で痛んだ。


    　痛いってことは……これ、夢じゃないんだよな？


    　顔を少し横に向ければ、そこにはまだ仮面の人々の行進が続いている。


    　とりあえず自分に対する直接の害意はないようなので、不気味に思いながらも焦りと恐怖は次第に静まっていく。


    　どうしてこんなことになっているのだろう？


    　あの屋上から飛び降りて、自分の頭上を滑かつ空くうしていった金髪の少女と関係しているのは確かだ。でもそれ以上のことはいくら考えてもわかるわけがない。


    　とにかく、この場所からは逃げ出したかった。こんなわけのわからないことに巻き込まれるのはゴメンだ。


    　僕は痛む体をなんとかもう一度起き上がらせると、今いる場所を見回す。目の前は大通りで仮面の人々が溢あふれていて通れない。だがその反対側。駐車場の壁を乗り越えれば、裏路地を通って一つ向こうの通りに出られそうだった。


    　たぶん仮面の奴らが向かうのと反対に向かえば、この事態からは抜け出せる。


    　僕はそう信じて駆け出す。


    　本当に朝食ぐらいは食べておくんだった。力が入らない体を無理やり動かしながら僕は後悔する。


    　まるで僕自身が世界から否定されたみたいな不条理。掴つかみかけていた平和な日常が壊れていくようだ。


    　だとしたらそれはこの右手で掴もうとしたせい――


    「違うっ！　そんな馬鹿ことあるもんか！」


    　首を振って不吉な想像を振り払う。そして僕はそれほど高くないコンクリートの塀へいを乗り越え、暗く湿ったどこかのビルの裏路地に飛び降りた。


    



    　細い曲がりくねった路地を仮面たちが向かう方向とはできるだけ反対になるように進んでから、一つ向こうの大きな通りに顔を出してみる。するとそこは先ほどの場所とは対照的に誰一人としておらず、空虚な風が吹いていた。


    　あの仮面をつけた人々は少女が飛んでいった方向を目指して進んでいるようだったので、この場所にいた人達は既に皆行ってしまった後なのかもしれない。だとすれば好都合。この通りを真っ直ぐ行けば向こう岸へと渡る橋があり、近くには学校もある。祝日といえど誰かはいるはずだ。信じてもらえるかは分からないが、頼れそうなのはもう学校ぐらいしかない。


    　僕は覚悟を決めて路地から飛び出すと、ただまっしぐらに目的地目指して走り出す。とにかく邪じや魔まが入らないことを祈りながら全力で。


    　だがその祈りは数メートルも行かないうちに断ち切られる。


    　僕が出てきた路地の一つ向こう、そこから僕と同じように飛び出してきた人影があったのだ。


    「うわっ！」


    　走り出したばかりでとても止まれるタイミングではなく、それでも無理やり止まろうとしたために足がもつれて前のめりに倒れる。


    「きゃあっ！」


    　まるで飛び掛かるような形でぶつかってしまった人物の顔が、あの空を飛んで行った少女のものだと気づいて驚きが広がる。もつれるようにして倒れた僕の視界を広がった金色の髪が覆おおいつくした。


    「いっつぅ……」


    　呻うめきながら顔を上げる。


    「あ」


    　するとあの少女の顔が驚くほど間近にあった。大きな碧みどり色の瞳がこちらを睨にらみつけている。てっきり外国人だと思っていたがこうして近くで見ると、その顔立ちは日本人のものに近いように思えた。


    「ご、ごめ……」


    　反射的に謝って、押し倒しているような状態の体をどかそうとした瞬間、腹部に重い衝撃が加わる。そして少女の怒鳴り声。


    「どきなさいっ！」


    　どんな脚力をしているのか僕の体は一瞬空中に浮かび上がり、そして背中から勢いよく地面に叩きつけられた。


    「がっ、ごほっ！」


    　内臓がどうにかなってしまったかのような痛みと、呼吸ができない苦しさから涙目になりつつも、腹を押さえて体を丸めながら起き上がり、自分を蹴けり飛ばした少女を見やる。彼女は立ち上がって、幾き何か学がく模様が描かれた妙なデザインの上着と丈たけの長いスカートをパンパンと払っているところだった。こちらに背を向けてぶつぶつと何かをつぶやいている。


    「まったく――ちゃんと引き付けたと思ったのに、まだこんなところに一匹残ってたなんて……」


    　その様子にカチンとくる。ぶつかった自分にも非があるとはいえ、いきなり蹴けり飛ばされては怒りも覚える。


    「お、おい……」


    　ようやく出るようになった声で腹が痛むのも気にせず、苛いら立だちを込めて呼びかける。少女はピクリと動きを止めると、顔だけでこちらに振り向いた。


    「何よ――ってあれ？　なんで喋しやべれるの？　そういえば仮面付けてないわね……え、もしかして正気だったりする？」


    　怪け訝げんそうに顔をしかめた後、急に顔を輝かせて僕に問いかけてくる少女。


    「そりゃ日本人なんだから日本語ぐらい喋れるさ。それに加えて正気だとも思うよ――問もん答どう無む用ようで腹を蹴り飛ばされてムカつく程度にはね」


    　できるだけ皮肉に聞こえるよう、僕は言葉を返す。けれど少女は僕を眺めたまま何か考えているようで答えない。


    「聞いてるのか？」

  


  [image: ]



  
    　僕が苛いら立だって声を掛けると、少女はにやりと笑ってつぶやいた。


    「まさか《魔女狩りの面ウイツチハント》が効いてない人間がいるなんてね。どういう理由かしら。でもまあ、これで何とかなるかも……」


    「は？　何言って――」


    　僕が言葉を続けようとした時、辺りに低い地鳴りのような音が響き始めた。


    「な、なんだ？」


    　僕は周囲を見回すがそれらしき音源は見当たらない。


    「あーあ、ぐずぐずしてる間に追いつかれちゃった」


    　隣で少女が溜ため息いきを吐ついて言うのを聞いて僕は思い出す。あの仮面をつけた人物はこの少女を追いかけていった。だとすればここに彼女がいる以上……。


    「お、おい、やっぱお前があの仮面つけたやつらに追われてるのか？　いったいどういう状況なんだよ！」


    　僕は少女に問いかける。女の子をお前呼ばわりするのは初めてだったが、最初に蹴けり飛ばされたことで、遠えん慮りよする必要など感じていなかった。


    「そーよ、あいつらの狙いはあたし。周りの人間、みんな仮面に憑つかれて襲って来てるの。どうにかしようにも、あたし自身が基点だからいくら倒しても無駄だしさ。ホント嫌になっちゃう」


    　軽い調子で答える少女に苛いら立だちが募つのる。理解できない言葉も多い。しかし一番重要な事柄は知ることができた。つまり、このままではまずいということ。


    「だったら、さっさと逃げろよ。ぐずぐずしてたら捕まるんだろう？　ここにお前がいたら僕も巻き込まれるじゃないか」　


    　焦あせりながら言い放つ。助けようなんて発想は浮かばない。それはあいつらを敵に回すのと同じこと。僕は敵というものの怖さをよく知っている。


    「それがね、そうもいかないのよ」


    　少女は笑って言う。


    「なんでだよ？　さっきみたいにさ、その……飛んで遠くに逃げればいいだろ」


    　非常に抵抗がありつつも、僕はそう告げる。次第に大きくなってくる地鳴りに危機感が募っていた。


    「これ見て」


    　そう言って顔の前に手をかざす少女。僕は意味が分からないままその白い手のひらを見つめる。


    「なっ！」


    　息を呑のむ。信じられないことに手のひらがわずかに透けてその向こうの少女の顔が見えていた。僕の驚いた顔をやはり自分の手のひらを透かしてみたのか、彼女は面白そうに笑った。


    「驚いた？　あたし実体はあるけど半分幽霊みたいなものなのよね。だから魔術――っていうかまあさっきみたいに空を飛ぶ力を使っちゃうと精神が削けずられて自分が保てなくなるかもしれないのよ。現に今そうなりかけてる。全く……こんなリスクがあるなんて想像してなかったわ」


    　透けた手を握ったり開いたりしながら悔しそうに言う少女。近づいてくる地鳴りはいつの間にか一方向からだけでなく、全方向から響いているように思える。


    「あー囲まれちゃったかな？」


    　暢のん気きな声を上げる少女に僕は声を荒げる。


    「ああもう！　お前の言ってること訳わかんないけどさ、要するにさっきみたいに空は飛べないってことなんだろ？　だったらなんでそんな余よ裕ゆうあるんだよ。他に手段があるなら僕が巻き込まれないうちにさっさと逃げてくれって！」


    　道の先に黒い人影がわらわらと現れだす。道の反対側を見てもやはり回りこまれたようであの仮面の集団が迫っていた。それでも少女は慌あわてた様子を見せずにこう言った。


    「手段？　それならあるわよ。今、見つけたもん」


    　ピッと少女は指を差した。こちらに向かって。


    「は？」


    　理解できずに後ろを見てみる。そこには着々と進攻してくる仮面の人々しか存在しない。


    「違うわよ。あんたよ、あ・ん・た」


    　呆あきれたように少女が言う。


    「意味……わかんないんだけど」


    　けれど何か嫌な予感を覚えて少女から一歩離れた。


    「どういうわけかあんたは《魔女狩りの面ウイツチハント》が効いてないみたいだし、あたしの依より代しろになってもらうわ」


    「な、なんだよ、それ？」


    　僕はさらに一歩後退する。けれど既に周囲を取り囲まれている。ここからはもう逃げようがない。


    「霊れい体たいを安定させるにはやっぱり体が必要なのよね。体がないと精神の回復もできないの。だからあんたをあたしの仮かり宿やどにする。まあ安心しなさい。多少肉体に負ふ荷かがかかるだろうけど、普段より疲れやすくなる程度だから」


    　何言ってるんだこいつは？　むしろもうこいつの方が正気と思えない。けれど事実体は透けている。本当に幽霊みたいなモノだとしたら、僕は何をされようとしてるんだ？　依代に仮宿？


    　もしかして取とり憑つかれるってことなのか？


    　そこに考えが至って背筋に冷たいものが走った。


    「ふ、ふざけるなよ！　冗談じゃない、僕はお前にもこの訳のわからない事態にも関わるつもりはないんだよ。だいたい幽霊なんだったらあいつらに捕まることもないじゃないか！」


    　僕がそう叫ぶと、少女は不機嫌そうに顔を顰しかめた。


    「もう――さっき言ったでしょ？　実体があるって。そりゃ存在がもっと希き薄はくになればあいつらはあたしに触れられなくなるけど、その時はこっちも自然消滅してる段階よ。実体がある以上、殴なぐられれば痛いし、その痛みはあたしを削るわ。それで自分を保てなくなれば死んじゃうわよ。まあこの状況だと、あんたも一緒にそうなりそうだけどね」


    　道を完全に塞ふさぎ、僕達の包囲をだんだんと縮めてくる仮面の人々を横目で見て少女は言う。彼らの足音が地鳴りのごとく響き、迫る。


    「――だからあんたに選択の余地はないのよ。あたしに従いなさい」


    「嫌だ」


    　それでも僕は首を横に振る。感じ取っていた。この少女の言葉に頷くことが間違いなく今の足場を崩くずし、同時に多くの敵を生み出す行為になると。


    「全く――窮きゆう地ちにいる女の子の頼みを撥はね除のけるなんて、情けないやつね」


    「いつ頼んだんだよ。ただの命令じゃないか」


    「そうだっけ？　じゃあ言い方を変えるわ。死にたくなかったら言うことを聞きなさい」


    「それは脅きよう迫はくだっ！」


    　僕の叫びにきょとんとした表情を見せる少女。もしかして本当に今ので頼んでいるつもりだったのだろうか。


    「――何よ、事実を言ってるだけじゃない。それともあんた、死にたいの？」


    「そんなわけないだろ！」


    「じゃあ何なのよ？　あ、もしかして自分は狙われてないから切り抜けられるかも……とか考えてる？　お生あい憎にくさま。もしあんたが自分だけ逃げようとしたら、しがみついて道連れにしてやるんだから」


    「ぐ……」


    　少女はとうとう完かん璧ぺきな脅迫を口にする。けれど……図星だった。諦あきらめるしかないんだろうか。少女の背後、無言でじりじりと近づいてくる白い仮面を見ながら考える。時間はもうない。彼女の足元に視線を落とすと、スカートの下から伸びた震える細い両足が目に入った。


    　え……震えて、る？


    　そこで初めて、僕は少女も怖れを感じていることを悟った。奪われることに恐怖する、自分と同じ人間だということを意識した。彼女にとって僕は、荒れくるう暗い海でようやく掴つかみとったあの板切れなんだろう。


    　くそ――。


    「本当に……なんとかなるのか？」


    　絞しぼり出すように口にした言葉を聞いて、少女の顔が一気に晴れ渡る。


    「もちろん！」


    　自信満々な様子でそれほど立派でもない胸を張って言う少女に僕は……苦々しくも頷いた。


    「わかったよ――今は協力してやる」


    「ふん、始めから素直にそう言えばいいのよ。それじゃ――まずはここから離り脱だつするわよ」


    　一瞬笑顔になった顔をすぐに不機嫌にしかめて、少女は告げる。


    「離脱？」


    「依より代しろにするにしても、もう一度姿を眩くらましてからじゃないと意味がないの。力を回復させる目的もあるけど、今はあんたの中に隠れてこの魔術を解くことの方が重要なのよ」


    　魔術？　あの仮面のことか？　よく分からないが、あれを何とかできるというのなら歓迎だ。僕の中に隠れるという言い回しには何か嫌な予感を覚えたが、追及している場合でもない。


    「だけど、もう飛べないんじゃなかったのか？」


    「あと一回ぐらい、短い距離ならどうにかなるわ。さあ、さっさと掴つかまりなさい」


    「……どこに？」


    　しばし気まずく見つめ合う。


    「と、飛ぶから腰にしっかりと！　変なとこ触ったら殺すから」


    「――僕を殺したらお前も殺されるんじゃないのかよ」


    　憎まれ口を返しながらも、今は素直に少女の腰に後ろから手を回す。こうしてみると彼女は僕より頭一つ分背が低く、中腰にならなくてはならない。


    「それじゃ行くから」


    　少女はそう告げると目を閉じて集中しだした。その間にも白い仮面はゆらゆらと密度を増して近づく。僕が出てきた路地からも一人二人と湧き出てきた。そして少女が出てきた路地からも。そいつは僕達のすぐ傍まで迫っていた。


    「お、おい早く！」


    　叫ぶが答えない少女。腕を振りかぶる仮面憑つき。だがそれが振り下ろされようとした瞬間、少女が目を開き叫ぶ。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    「うおっ！」


    　猛烈な勢いで上昇する少女の腰にしがみつく。気を使っている場合でもなくて顔を彼女の背に押し付けて腕に力を込める。半分幽霊だとか言っていたが、その体は温かかった。


    　風圧がすごくて、とてもではないが目を開けていられない。やがて下に引っ張られるような上昇の感覚が終わり、変わって今度は内臓が浮き上がる落下感に転ずる。歯を食いしばってそれに堪こらえていると、頭上から声がした。


    「いつまでしがみ付いてるのよ？」


    　僕はその言葉に目を開ける。体の中にはまだ浮いているような感覚が残っていたが、僕の足元にはちゃんと地面があった。腰に回していた手をぴしりと払いのけられる。文句を言おうとしたが、その手が先ほどより透き通っているのを見て言葉を失くす。


    「さ、早く。始めるわ」


    　向こうが透けて見える右腕を僕に差し出してくる少女。掴つかめ、ということだろう。


    「あ、ああ」


    　僕はしぶしぶと手を伸ばしかけ、途中でそれが右手だということに気が付いて、迷ったあげく不ぶ格かつ好こうながら左手で少女の右手を握る。


    「何？　あんた手の握り方も知らないの？」


    　呆あきれた顔で尋ねる少女に僕は曖あい昧まいな表情を返した。もう誰かの手を、この右手で握りたくはない――そんなこだわりなど、説明しても無駄だろう。


    「ふぅ、まあいいわ。あたしの名前はアリッサ。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。あんたは？」


    「……遠とお見み、啓けい介すけ」


    「そう、じゃあケースケ、できるだけ心を開いておいて。肉体の共有に関する同意はさっき得たけど、意識的な抵抗は結構な負ふ荷かになるから」


    　少女は……アリッサはそう言うとまた先ほどと同じように目を閉じた。握った左手が熱くなる。何かが溶けて繋つながっていくような、奪われていくような妙な感覚。これが取り憑かれるってことなんだろうか。


    「ねぇ、最初に言っとくわ。あたしね、助けを求める女の子を突き放すような、自分のことしか考えてなくて臆病な人、大嫌いなの」


    　アリッサは目を閉じながら僕に言う。


    「偶然だね……僕もアリッサみたいな、人の迷惑考えない奴って大嫌いだよ」


    　僕は本心からそう告げた。手の平が熱さが増し、痛みを覚える。心を尖とがらせたせいで負荷とやらが掛かったのだろう。アリッサの方は涼しい顔だ。どうやら痛いのは自分だけらしい。


    　絶対に今のはわざとだ。


    　結局のところ想像は当たってしまった。


    　当たり前だと思っていた日常、ようやく手に入れかけていた平和な世界は否定された。これが昨夜の悪夢の続きならばどれだけいいだろう。


    　だけどきっとこれは醒さめることのない現実だ。明日目覚めても、それは今日の続きなのだろう。


    　確信に近いその予感を噛かみ締め、僕は大きく溜ため息いきをついた。
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    　僕らがいたのは一階にコンビニのある雑居ビルの屋上だった。赤く錆さびた鉄製の非常階段を下りて恐る恐る通りに出てみると、街は普段のざわめきと風景を取り戻していた。誰もあの白い仮面を被ってはいない。


    「ね、言った通りでしょ？」


    　ずいぶんと姿の薄くなったアリッサが僕の横でふわふわ浮遊しながら言う。彼女が言うには僕を依より代しろにすることでこの密度でも存在が保てるのだそうだ。今の彼女は僕以外には誰にも見えない、触れない、声も聞こえない、と三拍子そろった状態でまさしく幽霊と変わりない。


    「本当に大丈夫なのか？　僕らが出てった瞬間、あの仮面のやつらに戻るってことはないんだろうな？」


    「ケースケ、あんたホントに男らしくないわね。あたしが大丈夫って言ってるんだから大丈夫なの。バッと出ていきなさい、バッと！」


    　馴なれ馴れしく下の名前で呼んで命令するアリッサに言い返そうとするが、これ以上ぐだぐだ言うとまたバカにされそうだったので、仕方なく覚悟を決めて通りに出て行く。


    　アリッサは、存在をギリギリまで薄くし誰も自分を認識できなくなることで仮面は消えたと言っていたが……。


    「――――」


    　油断なく視線を行き来させるが、誰も襲ってきたりする様子はなかった。


    「それにしても何で誰も不思議に思わないんだ？」


    　背はい後ご霊れいのように肩の後ろにつかまってついてくるアリッサに問いかける。街の人たちはアリッサを追いかけていたはずだ、正気に戻ったときに全然違う場所にいたなら不審を覚えないはずがない。


    「あの仮面を被っている間のことは記憶にないんだと思う。それにたぶん記憶を繋つないで本人に違和感を抱かせないようにしてるのよ。だから皆いつの間にか違う場所に移動していても気がつかない――」


    「便利なもんだな……まあ、あんまり多くは聞かないさ。関わりたくないからな。ここから抜け出したら、さっさと離れてくれよ？」


    　僕がそう疲れた声で言うと、アリッサは意外そうな表情を見せた。


    「え、なんで？　あたし、しばらくケースケから離れるつもりはないわよ」


    「は？　どうしてだよ？　ここを切り抜けたら僕に用なんてないだろ」


    　今だけの協力でいたつもりの僕は慌あわてて尋ねる。


    「用ならいくらでもあるわよ。それに、あたしの話したこと聞いてなかったの？　さっきの仮面憑つきを生む魔術はあたし自身にかけられてるの。あたしがケースケから離れた瞬間、またあいつらが溢あふれるわ」


    「……それじゃあ面倒だけど、人のいない山奥まで連れてってやるよ。それなら文句ないだろ？」


    「文句あるわよ。せっかく見つけた依より代しろを手放すわけないじゃない。ケースケにはあたしにこの術を掛けた奴を探してもらうわ。この街にいるのは確かだから。そいつを倒して実体を取り戻したら、離れてあげる」


    「実体？」


    「あたしの肉体のことよ。この街でそいつと戦ったとき油断しちゃってね。どうにもならない状況に追い詰められたの。精神を受じゆ肉にく化かさせてから、空っぽになった体を水すい晶しよう封ふう印いんしてその場を凌しのいだんだけど……抑えられた本体を媒ばい体たいにこんな呪いをかけられたわけ。だから自分の体に戻れるまでお願いねー」


    　あまりの出で鱈たら目めさにしばらく声が出なかったが、我に返って反論する。


    「なっ、そんなことにまで協力するつもりはっ……」


    　声を荒げるが、周囲の僕を見る奇異の視線に気づき、声を萎しぼませた。


    「あははっ、気をつけなきゃねー。あたしの姿はケースケ以外には見えてないんだから、下へ手たすると変人扱いされるわよ」


    「う、うるさい！　とにかく僕は――！」


    　小声で怒鳴りつけようとするが、アリッサは意に介かいした風もなくあくびをした。


    「ふぁ～あ……疲れちゃったな――それじゃあたしちょっと休むから」


    「え、休むって……おい？」


    　言うが早いか姿を薄れさせて、僕の目にも映らなくなってしまうアリッサ。僕は道の真ん中で立ち止まり、呆ぼう然ぜんとする。


    「消えたってわけじゃ……ないんだよな？」


    　できればそうであって欲しかったが、それが希望的観測でしかないことは理解していた。


    　ぐぅ～……。


    　腹が鳴る。緊張で一時忘れていた空腹は激しく食欲を掻かき立てる。足元がふらふらし、全身がだるくて重い。


    　そう言えばあいつが――アリッサが言っていた。自分の仮かり宿やどにすることで普段より少し疲れやすくなるだけだと。


    「だけ、ってなんだよ……だけって。そんなレベルじゃないぞ」


    　霞かすむ意識が途切れないようにするので精一杯だった。


    　もうマンガを読む気力があるわけはなく、僕はとぼとぼと寮への道を引き返して行ったのだった。
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    「くそ……」


    　あきれるほどの人ごみの中、一人突き出た身長を持つ男がつぶやいた。もう春だというのに全身を黒いコートで包み、サングラスを掛けたその姿は長い黒髪と相まって、影が歩いているような印象を抱かせる。だがサングラスの奥の瞳は青く、暗い輝きを放っていた。


    「術が解けた――か。消耗して消えたか……どっちもねぇな、早すぎる。手詰まりにはしてやったはずだが、あれだけで終わる奴じゃねぇ。星ほし竜りゆうの系統には疎うといが何かしやがったな……」


    　不機嫌そうにつぶやく男だったが、ふと何かを思いついたようににやりと唇を歪ゆがめる。


    「隠れ続けられるのも面倒だ……少し仕掛けをしとくか。体はこっちにある。バカでかい封印をかけやがったせいであまり動かせねぇが、あいつもこの街から逃げられねぇだろ」


    　男は自分の周りを埋め尽くす人間を見下ろす。すぐ傍を、肩を落として何かぶつぶつと独り言をつぶやく少年が通り過ぎる。


    「どいつもこいつも雑魚ザコばっかが……だったらせめて俺の役に立ちやがれ」


    　言い捨てると男は、闇にまぎれるように姿を消した。それはあまりにも自然で、彼のすぐ後ろを歩いていた者でさえも、いなくなったことに気づくことはなかった。
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    第二章　風の笛、青い瞳
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    　ガタンゴトン　ガタンゴトン


    『次は傘さん陽よう――傘陽……』


    　規則的な振動音とひび割れたアナウンスに目を開く。そこはがらんとした電車の中で、僕以外の乗客はいない。横並びの席にぽつんと一人きりだ。真向かいにある窓からはオレンジ色の光が差し込んでいる。


    　眩しくて視線を足元に落とすと、そこには大きなスポーツバッグがある。青い円えん筒とう状のバッグは荷物を限界まで押し込んであるせいで、パンパンに膨ふくらんでいる。


    　苦笑が漏れる。


    　無理やりに詰め込んできたけど、大変だったな。宅配で送るのが不安で、大切なものは全部このバッグに入れたから、ずいぶんと疲れてしまった。何しろこの重い荷物を担かついで、電車を何本も乗り継いで約五時間。太陽が沈みかけたころに、ようやくの到着なのだから。


    　だけど、やっと着いた。これから新しい居場所となる、傘陽市に。


    　ガタン……ゴトン


    　次第に電車がスピードを落とし始めた。斜陽の光が駅周辺の高い建物に遮さえぎられて、車内が暗くなる。


    　そして……ゆっくりと停車した。プシューと音がして扉が開く。僕は『よし！』と心の中で気合いを入れて、体が傾くほど重いバッグを持ち上げるとホームに降り立った。


    　風が、違った。


    　高こう架か上じようにある駅のホームから見える街は、真新しい近代的なビルが多かったが、山に囲まれた立地のおかげか空気が澄んでいる。


    　新しい場所にやってきた。あの町とは違う場所に……。


    　その実感が湧く。


    　きっと大丈夫だ。ここでは誰も僕のことを知らない。由ゆ衣いのことを――僕のしたことを知らない。そのことを理由に弾かれることもない。伯お父じさんたちに気を使わなくてもいい。だからきっと楽しくやれる。


    　だが改札の前まできて立ち止まる。


    　あれ？　おかしい、切符が見つからない。財布やポケットを探るが、最後にこの電車へと乗り継ぐときに買った片道切符はどこにもなかった。


    　もしかして……と僕は右手を見つめる。そうだ、この電車は数駅で降りるからと切符は財布に入れずに手で持っていたのだ。疲れていて失念していた。失なくさないようにとしっかり握り締めたのが右手だったということを。


    「あ、あははは……」


    　笑う。切符を失くしたことに対する失笑ではない。あの町に全てを置いてきた、逃げてこれたと思った自分に対する嘲ちよう笑しようだ。


    　馬鹿だ。《呪い》はここにある。他の誰が忘れても、僕自身が忘れようとしても、右手は決してあの日のことを忘れない。


    



    『――ずっとそばにいるよ。お兄ちゃん』


    



    　耳の傍そばを吹きぬけた風が、そんな言葉を囁ささやいた気がした。
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    「ったく校門からどんだけ歩かせるんだよ……」


    　学校の校門を潜くぐった僕は、レンガで舗ほ装そうされた校舎へと続く道を、生気なくヨタヨタと歩く。珍しく昨夜は、この学園に通うため、初めて町に降り立った日のことを夢に見た。昨日は右手を使わなかったせいか悪夢ではなかったが、あまり後味のいい夢でもない。


    　そういや、あの日初めてこの学校を見たのだ。当時はこの敷地の広さも感動したものだったが、今は校舎へ至る道のりの長さが恨うらめしい。


    　遠くに立ち並ぶ、レンガ造りを模した立派な赤い校舎を見据えて溜ため息いきを吐つく。はっきり言ってこの学校は僕なんかが通うには立派過ぎる学校だ。なんて言うか金が掛かっている。お金持ちのお嬢様だけしか通えないと言われても素直に納得できるだろう。


    　以前の町を出たいという僕の希望を受けて、伯お父じさんがここを探してくれたのだが、授業料は大丈夫なのだろうかと不安になったものだ。


    　だがそれを昔、山やま崎ざきに話したところ、「ははは、そんなに高かねぇよ。高かったら客が集まらなくなるじゃねぇか。立派なのは外そと面づらだけ、敷地が広いのは田舎いなかなだけさ。売りは全寮制ぐらいなもんだ。知ってるか？　子供を預かってくれる場所ってのは結構需じゆ要ようがあるんだぜ」とのことだった。


    　とても納得がいったのを覚えている。要するにここは厄介払いができる場所ということだ。だから色々と事情のある奴も多い。僕のように家にも学校にも居場所を失くし、ここに行き着いた生徒も珍しくないはずだ。


    　山崎にもきっと何かあったんだろう……踏み込もうとは決して思わないが。


    「はぁ……それにしても、まだ眠いな」


    　加えて体が重く、動かすのが辛つらい。


    　昨日は夕食を掻かきこむような勢いで食べてぐっすり眠り、朝食もしっかりと食べたのだが、全身を包む疲労はまだ抜け切っていなかった。


    　唯一喜ばしいことは、今朝けさ届いた仕送りで飢うえは回かい避ひされたことぐらいだ。


    「今日は居眠りしちゃまずいってのに……」


    　あくびをかみ殺してつぶやく。昨日は生徒に一切注意をしない古文の授業だったからよかったものの、他の授業で爆睡してしまえば下へ手たをすればさらし者になってしまうだろう。この学校は、基本的に生活指導が厳しいのだ。


    「――あいつ……あれから出てこないな」


    　ちらりと自分の後ろを見てみる。知らない女子生徒と目が合ってしまい、慌あわてて前に向き直る。


    　もしかしたらあれは夢だったのかもしれない。あまりの空腹で僕が見てしまった幻覚。感覚のリアルさは覚えているものの、一晩明けてもアリッサの姿がないことから、次第に僕はそんな気になっていた。


    「あんな幽霊女、夢であって欲しいよ」


    　ぼそりとつぶやく。その声はあまりに小さくて誰にも聞こえるはずはなかったのだが――


    「だーれが、幽霊女ですって？」


    　耳元で囁ささやかれた言葉に僕は飛び上がった。


    「うあっ、あ、アリッサ？」


    　叫び声を上げて振り向くと、そこには半透明の金髪少女が浮いていた。その透けた体の向こうで、先ほど目が合った女子生徒が動きを止めて僕を見ている。


    　やばい、今のはアリッサのことが見えていない人からすれば完全に奇行だった。


    「あ、その、違うんだ……」


    　何か言い訳しようとするが、その少女はびくっと体を震わせて、僕の脇を早足で通り抜け、最後には走っていってしまった。


    「ああ……」


    　僕は絶望を抱きながら後ろ姿を見送る。変な噂うわさが広がらなければいいのだが。


    　僕は辺りをきょろきょろと見回す。まだ登校には比較的早い時間なので、あの少女の他には近くに生徒の姿はない。不幸中の幸いと言っていいんだろうか？


    「おい、いきなり出てくるなよっ」


    　僕は歩みを再開させつつ、横に並んで浮かぶアリッサに強い口調で言う。


    「ケースケが人のいないのをいいことに悪口言うからよ。あたしはね、寝てても自分の悪口だけは聞き取れる人間なんだから」


    「――どんな地獄耳だよ」


    　呆あきれながら僕はつっこむ。


    「はぁーあ……やっぱ昨日のは夢じゃなかったか。ってことはこの疲れもお前のせいなんだな？」


    「ん？　そんなに疲れてる？　だったらたぶんそうね。昨日はあたしも消しよう耗もうしてたから、ケースケへの負担が大きかったんじゃない？」


    「ってそんな軽く言うなよ。めちゃくちゃきついんだぞ、これ。いくら食べても満腹にならないし、どれだけ寝ても眠たいし」


    「まあそんなもんなのよ、依より代しろっていうのは。きっと道パスを通してあたしの疲労も共有したのね。そのうち慣れるわ」


    「慣れるまでこんな状態を続けるつもりはないよ。昨日は途中になったけど、僕はアリッサのことに首を突っ込むつもりはないってこと、はっきりさせとくからな」


    　きっぱりと告げたつもりだったが、アリッサは笑顔で言葉を続ける。


    「んーと、それじゃあ今から昨日の街に戻ってみるわよ。あいつが来てるかもしれないから」


    「話聞けよ！　協力するつもりはないって言っただろ。それに僕には学校があるんだよっ」


    　だがそこでアリッサはきょとんとした顔を見せた。


    「学校？　何よそれ？」


    「はぁ？　何言ってるんだよ、知らないわけないだろ？」


    「知らないけど。それって何なのよ？」


    　真顔で問いかけてくるアリッサに僕は戸惑う。


    「何って、勉強とかするところだよ」


    「勉強って？」


    「数学とか国語とか理科とか体育とか……まあそういったこと」


    「ふーん……何でそんなことしてるの？」


    　心底不思議そうに問いかけてくるアリッサに、僕は違和感を抱かざるを得ない。いったいこいつはどこから来たんだ？


    「んー……まあ僕は高校生だし、そういうルールだから、かな？」


    　僕は曖あい昧まいに答えることしかできなかったのだが、何な故ぜかそれを聞いたアリッサは深く頷いた。


    「あー、そっか。それが外のルールなんだ。じゃあ仕方ないわね」


    　やけに素直に納得した様子のアリッサ。


    「なんだよ？」


    　多少不気味に感じながら問いかける。


    「ん？　ルールは守らなくちゃいけないからね。仕方ないからその学校とかいうのに付き合ってあげる。その代わりそれが終わったら、あたしのやること手伝いなさいよ」


    「勝手に決めるな。手伝いなんかしない。それよりむしろ早く僕から離れろ」


    「む……あんまり我がまま言うと、ケースケの体力……もっと遠えん慮りよなく吸い取ってやるわよ」


    　アリッサは僕の前に回りこんで睨にらみつけてくる。


    「んなっ、我がままはお前だろ？　っていうかやめろ、これ以上吸われたら死ぬ」


    「だったら言うことを聞きなさい。せっかく譲じよう歩ほしてあげたんだから」


    　本気で言っているその様子に僕は諦あきらめて肩を落とす。


    「……お前、ほんっとうにムカつくよ」


    「それは肯こう定ていの台詞せりふよね？」


    「好きにしてくれ。ただし授業中は僕に話しかけてくるなよ。気が散るから」


    「授業？」


    　また説明しなければならないことにうんざりしながら、僕はこの先の前ぜん途と多た難なんさを思う。あの時助かるためとはいえ、ひどく間違った選択をしてしまったような気がしていた。
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    　あれから下げ駄た箱ばこ、階段、廊ろう下かを通り三階の教室の前につくまで、僕はアリッサに説明をし続けなければならなかった。途中から学校についてだんだんと興味の湧いてきたらしい様子のアリッサは、まだまだ質問し足りない様子だったが、教室に入ってまで傍はたから見れば異常な独り言を続けるわけにもいかず、もう黙ってろと言って僕は教室の扉を開けた。


    　外から見た感じ、中は静かで電気もまだ点ついておらず、扉も閉じていたので、てっきり僕が一番乗りかと思ったのだが、予想に反してそこには先客がいた。


    「あ」


    　ガララララッという音に反応してこちらを向いたのは二人の少女だった。窓際一番後ろに座っている無表情な女子と、その机の前に立ち、まるで睨にらみ合っていた様子の冬ふゆ上がみ雪ゆき絵え。


    「お、おはよう……」


    　とりあえず言葉はそれしか見つからなかった。はっとして固まっていた彼女達は対照的な反応を見せる。座っている少女は何も答えずについっと顔を逸そらし、冬上は繕つくろった笑顔で「おはよう、遠とお見みくん。あ、一昨日は手品見せてくれてありがとね」と言ってから、足早に教室を出て行った。


    　何か変な場面に闖ちん入にゆうしてしまったようで、気まずい空気を引きずりながら、僕は教室のほぼ真ん中にある自分の席に鞄かばんを置いた。


    　横目で一人取り残された少女を見やる。


    　名前は知っている。友とも月づき未み由ゆだ。


    　下の名前まで頭に入っているのは、去年も同じクラスだったからという理由だけではなく、彼女が特別な生徒だから。恐らく名前だけならば、この学年の生徒なら誰でも知っていることだろう。


    　いつも一人で窓の外を眺めている、誰とも関わらず、誰も関わろうとしない少女。当然僕も言葉を交わしたことはない。一昨日の見世物の時も一人だけ輪に加わらず、空を見ていた。


    　肩までの癖のない真っ直ぐな黒髪と、白い肌。整った顔立ち。


    　はっきり言って冬ふゆ上がみと同じぐらい目を惹ひきつけられる少女だと言っていい。なのに男子ですら彼女に声をかけようとするものはいない。


    　その理由は簡単。彼女に関われば不幸になるから。ただの噂うわさではなく、事実として皆それを知っていた。


    　だから決して友とも月づき未み由ゆには近づいてはいけない――


    「――ねぇ」


    　心臓が、跳ねた。


    　いつの間にか……友月がこちらに鋭い眼差しを向けていた。横目で見ていたのを気づかれてしまったのだろう。我に返り、慌あわてる。ごまかそうにも教室には自分と友月の二人しかおらず、無視できるほど僕の心は強くなかった。


    「な、何？」


    　数秒の沈黙の後、僕は顔を友月の方に向けて恐る恐る尋ね返す。


    「どうして、見るの？」


    「ご、ごめん」


    　僕は慌あわてて正面に向き直る。だが友月は僕の背に向けて、言葉を続ける。
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    「違う――どうしていつも私を見るの？」


    　いつも、だって？　言われてみれば僕はよく、横目で友とも月づきを観察していたかもしれない。それに気づかれていたのだろうか？


    　焦あせりと、何かよく分からない感情で顔が熱くなる。


    「――ごめん」


    　前を向いたまま謝る。それ以外に言葉が見つからない。会話を早く終えてしまいたかった。友月と話しているのを誰かに見られることは、とても危ないから。


    　友月はクラスで唯一冬ふゆ上がみのグループに属していない。それはすなわち、この教室で一人ということであり、弾かれている存在って意味だ。下へ手たに彼女と関われば僕までそちら側に追いやられるだろう。


    　僕にとっては、去年友月の周囲で起こった不幸なんかより、そっちのほうが怖かった。


    「――……いで」


    　友月が小さく、何かを呟いた。


    「え？」


    　振り向く――友月と視線が正面からぶつかる。意識を逸そらしていたせいで上う手まく聞き取ることができなかった。しかし今度は彼女が視線を外す。聞き返した方がいいかと、僕は迷いながらも口を開く。だが――


    　ガララララ


    　大きな音と共に教室の扉が開かれて、僕は口を閉じ、慌あわてて前に向き直る。冬上だった。手には日誌らしきものを持っている。もしやと思い黒板の端に目を向けると、そこには今日の日直として冬上の名前が書かれていた。もう友月に聞き返すタイミングは失われたが、少しほっとする。冬上は目が合った僕に笑いかけた後、自分の席に向かいながら友月にも視線を向けた。


    　――っ！


    　寒気がした。理由はない。冬上は特にこれといった表情は浮かべていない。


    　笑みはなかった。黒く、底が見えない瞳にも感情は見えていない。単なる無表情。だけど一瞬、僕はそれを怖いと感じた。


    　この二人が一緒にいるところなど今日初めて見た。何かあったのか？


    　そういえば冬上は去年の不幸を直接知らない。


    　去年、友月をクラスから弾いたやつらが事故で重軽傷を負った、あの事件を。


    　恐らくそれは、本当にただの偶然だろう。だがそれ以来、友月は弾かれてはいても迫はく害がいされることはなくなった。


    　それは皆がその必然のような偶然を恐れたから。《魔女》と陰口を叩きながらも、怖がるようになったから。


    　だけど冬上にそんな過去は通じるのだろうか……。


    　頭を振る。きっと考えすぎだ。ただ二人が偶然早く来て話でもしてたのだろう。冬ふゆ上がみは誰にでも話しかけるやつなので不思議ではない。


    　それに何より、僕には関係のないことだ。


    　僕は無理やり自分をそう納得させると、席について今日の英語の小テストの予習をするべく、単語帳を取り出す。アリッサは言われたとおりに黙ったまま僕の斜め上に漂いながら、教室の様子を興味深そうに碧みどりの瞳で見渡していた。


    



    「ん……？　何か変な雰ふん囲い気きだな？」


    　あれから十五分ほど経ち、遅刻寸前になって姿を現した山やま崎ざきと宮みや島じま。この二人は第三男子寮の二人部屋を使っているルームメイトで、いつもぎりぎりになって学校に到着する。彼らは教室に入ると僕の席に向かってきて、そんなことを尋ねた。


    「え、そうかな？」


    　僕はとぼけた振りをして顔を逸そらす。確かに気づいてはいた。教室の空気が妙に硬く冷たい。その中心は廊ろう下か側の一番前の席でたくさんの女子生徒に囲まれている冬上雪ゆき絵えだということもなんとなく察していたが、それをここで説明するのは躊躇ためらわれた。


    「そうだよ。なんかやべえよ。おい宮島、やっぱあれのせいじゃねぇか？」


    　だが何か他に思い当たる節でもあるのか、山崎は宮島に向かって声を潜ひそめて言った。


    「そんなこと言うなよ……せっかく立ち直ったのに。おい遠とお見み、お前なんで一昨日おととい勝手に帰ったんだ？」


    　宮島は何な故ぜか恨うらみがましい視線を僕に向ける。


    「ああ、ごめん。あんまり気が乗らなくってさ。役目は果たしたみたいだったから先に帰ったんだよ。それで首尾はどうだった？」


    「どうもこうも……あれから大変だったんだぜ」


    　山崎が溜ため息いきをついて、じとっと隣の宮島を見る。


    「最初のほうは中々ウケてて、いい感じだったんだけどよ。こいつが調子に乗ってアレ、やっちまったんだよ」


    「アレってまさか……」


    　僕が信じられない顔で宮島を見ると、やつはぽりぽりと頭を掻かいた。


    「まあ……あの、あれだ。例のさ、屁へで……ド・レ・ミってやるやつをだな……」


    「お前――アホだろ」


    　僕の言葉に山崎も同意する。


    「全くだ。あれで笑えるのは男だけってことをさ、こいつ分かってねぇんだよ。んで、案の定女子はドン引きして、その上、何食ったか知らねぇが臭いのなんのって。何とか場を回復させようとお前を捜してもどこにもいないじゃねぇか。んでこいつは散々キモイ、死ねを連呼されて、昨日は再起不能に陥おちいってたんだよ」


    「ん、ってことは昨日お前ら部屋にいたのか？　外出するとき寄ってみたんだけど」


    「ああ、そうだったのか？　すまん気づかなかった。こいつ布ふ団とんに包くるまってワンワン泣くから慰なぐさめるのに必死だったんだ」


    「はは……そうなんだ……宮みや島じま、お前打たれ弱かったんだな」


    　哀れみの目で宮島を見るが、その顔は昨日の落ち込みを感じさせないほどいつも通りだった。


    「まあ実はそうなのさ。その代わり立ち直りも早いから気にしなくていいぞ。一昨日おとといのことは悪い夢だったと思い込むことにしたからよ！」


    「……それはプラス思考かマイナス思考、どっちなんだ？」


    「そんなの、どっちだっていいじゃねぇか！」


    　あっけらかんと笑う宮島だったが、その奥に下へ手たに触ると壊れてしまう危うさを感じて、僕はそれ以上言葉を続けるのをやめた。こんなところで泣かれてはたまらない。


    　しかしこいつらが昨日街に出ていないと聞いて安心できた。


    「でも……なぁ遠とお見み、この空気俺のせいじゃないよな？」


    　笑いの中に怯えを隠しつつ教室を見回し、すがるように答えを求めてくる宮島に僕は頷いた。


    「ああ、宮島が原因でないことは確かだと思うよ。宮島のしたことなんてアホ過ぎて二日も経てば誰も覚えてないさ」


    「そっか、そりゃよかった」


    「いや、素直に喜ぶのもどうかと思うんだけど……」


    　僕は力のないつっこみを宮島に返す。元からの疲労に加えて、先ほどのくだらない会話での疲れが蓄ちく積せきしてきていた。


    「ああ、そうだ遠見、今日の放課後時間あるか？」


    　ぐったりしている僕になんだか改まって山やま崎ざきが尋ねてくる。僕は頭上をちらりと見た。無言の圧力を発する碧へき眼がんが、鋭く突き刺さってくる。その瞳は語っている「さっき約束したこと破ったらどうなるかわかってるんでしょうね？」と。


    　厳密に言えば約束はしていないのだが、たぶんアリッサの中では成立しているに違いない。


    「……んーと、悪い。今日はちょっと用事があるんだ」


    　額に汗を垂らしながらそう答える。何かを頼まれてからでは断りきれない性しよう分ぶんなので、何の用事か聞かないまま首を横に振ると、山崎は残念そうにつぶやいた。


    「そっか、なんか宮島が今日リベンジしたいらしくてさ。だから遠見にもまたあの手品やってもらおうと思ったんだけどよ。今日は無理か……」


    「お、お前らまだやるつもりだったのか？」


    　愕がく然ぜんと問いかける僕に山崎は顔を近づけて小さく言った。


    「……実は一昨日、何とか三人、女子のメールアドレス手に入れたんだよ。冬ふゆ上がみまではもう一歩なんだぜ。外堀は埋まったのさ」


    　実はこいつ、宮みや島じまを完全に利用してるんじゃないだろうかと思う。友達なのか、こいつら？


    「まあ遠とお見みが無理じゃあしょうがねぇな。どうする宮島、明日にするか？」


    「いや、今日やる」


    　その根性は何を源みなもとにしているのか、やけに男らしい顔で頷く宮島。僕はおざなりに「がんばれよ」と告げてから一時間目が英語の小テストであることを付け足してやった。慌あわてて自分の机に駆け戻っていく二人。それとほぼ同時に予よ鈴れいが鳴り、ＨホームＲルームのために先生が入ってくる。先生が来たことで先ほどの固い空気は少し緩かん和わされていたが、何かまだ緊張感が漂っていた。ちらりと左後ろを見ると、友とも月づき未み由ゆは窓の外をいつもと何一つ変わらずに眺めている。


    　僕には関わりのないこと。関わるつもりもないこと。


    　あんな天てん罰ばつみたいな偶然、もう起きるわけはない。


    　けれどもし――去年と同じことが起きれば……。


    　あの出来事以来、僕は友月の笑顔を見ていない。顔面から表情というものを引き剥はがされたかのように、いつも無表情だ。視線に込められた鋭い光だけが、辛かろうじて彼女に感情があることを示していた。


    　もしかしたら、今度はそれすらも失ってしまうのかもしれない。


    　関係ない。確かに関係ないが、それを想像すると……何故か気分が悪くなった。
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    「あーもうっ、長い長い長い長い長―いっ！　もう夕方じゃないっ！」


    　放課後、校門を出た僕にアリッサが大声で叫ぶ。これで五度目。ずいぶんと文句が溜まっていたようで、はぁはぁと息を切らしている。


    「しょうがないだろ、学校ってそういうもんなんだからさ。それにしても本当にずっと黙ってたよな。午後の授業が始まってからいつキレて暴れまわるかってヒヤヒヤしてたよ」


    　周りを歩く他の下校する生徒に聞こえないよう、僕は小さく言う。正直言って最後のほうの苛いら立だちに歪ゆがんだアリッサの表情は、小動物なら見ただけで息絶えてしまうだろう。視界の隅に常にその姿を映している僕は、冷や汗で眠るどころではなかった。


    「……失礼ね、そんなことしないわよ。あたしはどんなに理り不ふ尽じんでも約束とルールは絶対に守るんだから。だけどあたしをこんなに待たせた分、きっちりと働いてもらうからね」


    「僕は別に、アリッサに雇われてるわけじゃないんだけど……」


    　ずっと居眠りを我慢していたために、疲れを増した体を引きずりながらぼやく。あの二人は本当にリベンジをするらしく、教室に残っていた。噂うわさが広がったのかギャラリーは一昨日おとといより多く二十人弱。今頃宮島は秘蔵中の秘蔵、命をかけた究極奥おう義ぎ・三分仮死状態を披ひ露ろうしているかもしれない。救急車を呼ばれなければいいのだが。いや、それよりも宮みや島じまがそのままあの世に逝いってしまわないことを祈っておこう。なんでも三回に一回は心臓マッサージをしてもらわないと蘇そ生せいできないそうだから。


    「それにしてもよくあんな退屈なこと我慢できるわね？　あたしなら五分であんなとこ出て行くわ」


    　理解できないというように言うアリッサ。


    「まあ義務だし……それに僕は弾かれたくないから」


    「弾かれる？」


    「そ、勉強とか人付き合いとか、その他色々で世界に合わなくなると、弾かれて、弾かれて、だんだん端に追い詰められて、最後にはピンッと指で飛ばされて、いないことにされる。僕はそうはなりたくない。学校にちゃんと行くっていうのはたぶん、そのための条件の一つなんだよ」


    　僕は一度弾かれたことがある。だからよくわかる。たぶんあの場所では、僕は既にいない人間なのだ。ついでに言えばいる資格もない。


    「ふーん……なんか大変ね。あたし外はもっと自由だと思ってたわ」


    　山の頂いただきに近づきつつある黄色い太陽を見上げながら、アリッサはしみじみとした調子でつぶやいた。


    「……なあ、朝も気になったんだけどさ。外って、いったいお前どこから来たんだよ？」


    「――知りたいの？」


    「気には、なる」


    「そうね……ケースケにはあいつと対たい峙じしてもらわなきゃいけないから知識は必要かもね……。うーん、ホントはルール違反なんだけど、これは方舟ふねの中でのルールだから外じゃ違反じゃないかな……」


    「おい、何ぶつぶつ言ってるんだ？」


    　対峙とか違反とかいう単語が漏れ聞こえてきて危機感を覚える。


    「ねぇケースケ。あんたの一番好きなことって何？」


    　だがアリッサは僕の問いには答えずに、いきなり僕の目を真っ直ぐ見つめてそんなことを訊いてきた。


    「す、好きなこと？」


    「そう、心が満たされること」


    「そんなのいきなり言われてもなぁ……」


    　僕は頭をかく。


    「それじゃ――今一番したいことは？」


    「うーん……」


    　僕は困って空を見上げる。そこで一つ思いついた。


    「そうだな……どっかに寝転んで、しばらく雲でも眺めてたいな」


    　そうしていれば何となく、とんでもないことや気がかりなことで疲れている精神が多少は癒いやされるような気がした。


    「うん――まあ合格。優しさのない自己中心的な性格にしては、ましな属ぞく性せいね」


    　ぽんと僕の頭に手を置くアリッサ。


    「いったいなんなんだよ……？」


    「何って、ケースケの知りたいこと教えてあげるって言ってるのよ。ほら、それじゃあ進路変更。どこか周りに人がいないところに連れていきなさい」


    「駅前には行かなくていいのか？」


    「それは後回しよ」


    「――ったく、言っとくけど事情を教えてもらったからって、危険なことにまで手を貸すつもりはないからな」


    「はいはい」


    　わかっているのかいないのか、おざなりな返事をするアリッサを背はい後ご霊れいにしながら、僕は川の上流、たまに気晴らしにいく丘へと足を向けた。


    



    「へぇーなかなかいい場所じゃない」


    　アリッサは密度の薄い体でふわふわ飛び回りながら、歓声を上げた。


    「だろ？」


    　自分のお気に入りの場所を褒ほめられて悪い気はしない。


    　ここは街の外れにあるだだっ広い自然公園。遊具もなくただ自然しかないこの場所にはわざわざ来る人間も少ない。平日のこの時間ならせいぜい犬の散歩をしにくる人がいるぐらいだが、こんな一番奥にある高い丘まで来る物好きは誰もいない。


    「ここなら、少しぐらい存在を強めても大丈夫そうね……」


    　アリッサはそうつぶやいて僕に向き直った。


    「それじゃ始めましょうか。ここら辺で座りなさい。何なら寝転んでもいいけど」


    「いや、座るだけにしとくよ。寝転ぶと話を聞く間もなく眠りそうだし」


    　僕はそう答えて腰を下ろす。芝しば生ふの感触が気持ちいい。ここからだと、学校や駅前のショッピングモールも一望できた。


    「――ねぇケースケ、あたしってやっぱりここじゃあ非常識な存在かしら？」


    　僕と同じ景色を見下ろしながらアリッサが訊ねる。


    「何を今更……飛んでるし、透けてるし、変な力は使うし、これで普通だっていう方がどうかしてるよ」


    　僕がそう言うとアリッサは「そうよね」と笑った。


    「でもね、あたしはただの人間なのよ。何も特別じゃない普通の、ね」


    「……」


    「何よ、その目は？　まあ今がこんな状態だから疑うのは分かるけど、これはあたしの力じゃなくて全部神さまの力なの」


    　アリッサが告げた突とつ拍ぴよう子しもない単語に僕は頭を抱えた。


    「――やめてくれ。残念だけど僕はそういうの信じてないんだ。神さまなんているわけがない。まだ超能力とかのほうが納得しやすいよ」


    「バカね。それこそあるわけないじゃない。人間はどこまでいっても人間で、人間以上のことができるわけはないんだから。そんなこと自分の足で歩けるようになった頃には誰だって理解しているでしょう？」


    「――なんだよ。じゃあ自分にできないことは、祈れば神さまがやってくれるっていうのか？」


    　少しだけ感情が波打つ。神さまなんて絶対にいやしない。それは今までの経験で嫌というほど分かっている。


    「うーん……そういう事じゃなくてさ。あ、言い方が悪かったかしら。神さまっていうのは絶対的な創造主とかいう意味じゃなくて《界かい外がいに在る高こう次じの精神的存在》――あたしたちは《高次存在ヴイナー》って呼んでる概がい念ねんの事なんだけど」


    「よく分かんないけど……同じようなものだろ？」


    「違うわよ。高次存在ヴイナーは人から見たら奇跡みたいな力を持ってるけど、その名の通り存在なの。分かりやすく言えば生きているってことかしら。あたしはその力を借りているだけ。彼らと《道パス》を繋つなぎ、精神の波長を合わせてね。それが魔術なのよ」


    　魔術――昨日アリッサが何度か口にしていた言葉。あの異常な現象の数々は全てその魔術によるものだと彼女は言いたいらしい。けど――。


    「あのなぁ、それでもやっぱり同じなんだよ。この世界にそんなものはいない。それこそ子供だって分かってることなのさ」


    　たとえアリッサの不思議な力を信じても、この理屈までは鵜う呑のみにできない。世界がそんなに幻想が満ちたものではないことを、僕は知っている。


    　けれどその否定的な反応を見てアリッサは頷いた。


    「――ふぅん、やっぱりそれが外の常識なのね。壁ができて千年以上……まあ無理もないわ」


    「壁？」


    「そう、高次存在ヴイナーが棲すむ《形成界イエソド》と私達のいる《物質界マルクト》を隔へだてる壁。連なる世界《生命の樹セフイトロ》を断ち切る境界。あたしたちは《天牢ウオルフ＝ライエ》って呼んでるわ。これができてから人間に彼らとコンタクトを取る術――魔術はひどく弱まって、なきに等しいものになったの。観測できないことは存在しないのと同じことだから、ケースケの認識は間違っているわけじゃないわ」


    　言っている意味は分からなくはない。けれどそれでは矛む盾じゆんしている。


    「それ、おかしいだろ。アリッサはさっき自分で魔術を使ってるって言ったじゃないか？」


    「ええ、そうよ。あたしの使っているのは確かに魔術。ケースケ、考えてみなさい。どうやったら別の世界との間に壁なんか作れると思う？」


    「あ……」


    　その言葉に僕は息を呑のむ。アリッサの言いたいことが分かった。


    「――そういうこと。つまり壁を作り出したのも高次存在ヴイナーの力を借りた魔術なのよ。だからその壁を維持している高次存在ヴイナーとだけはまだ《道パス》を繋つなぐことができるわけ」


    　要するに、それがアリッサの使う魔術なのか。確かに話の筋は通るが……。


    「やっぱり納得はできないな。どっちにしろ、僕には確かめる方法がないんだから」


    「頭固いわねー。まあでも今はそれでいいわ。確かに高次存在ヴイナーは実際に感じないと理解できないものだと思うし。だけどね、感じとった人にとって彼らは本当に神さまなのよ。そして神さまの数だけ魔術もあった。それが昔、壁を作り出した誰かに突然奪われてしまったの。その人達がどう思うかぐらいは、さすがに想像できるでしょ？」


    「――恨うらむよな。普通」


    　それは考えるまでもない。仮に魔術というものが過去に数多く存在したとしたなら、その奇跡を消し去った者を憎み、取り戻そうとするだろう。


    「ええ、世界中からその魔術師は命を狙われた。そこで自分の家族を連れて、壁の基点でもあった場所……《方はこ舟ぶね》に移り住んだの。彼が使った魔術は誰も知らない、彼が初めて見つけ出した神さまの力を借りるものだったから、彼と彼の家族の他には最後の魔術を扱うことができず、結界が張られた方舟に外から干かん渉しようすることは不可能になったわ。それ以来、彼らは外に出ることなく隠れ続けた――」


    「じゃあアリッサは……」


    「そうよ。あたしはその方舟から出てきたの。あたしは世界から魔術を奪った魔術師ヒース＝ストーリングの孫。お爺じい様さまの三人の子の一人、ヴェルの娘よ」


    　胸を張って誇らしげに宣言するアリッサ。けど僕はすかさずつっこむ。


    「いや、それって出てきちゃダメだろ」


    　びく。アリッサは体を強こわ張ばらせる。そして小さな声で呟いた。


    「――わかってるわよ」


    「ん、何か言ったか？」


    　よく聞き取れなかった。するとアリッサは突然僕を睨にらみつけて叫んだ。


    「わかってるわよ！　でも追いかけなきゃいけなかったの！　方舟から魔術を盗み出したあいつを……だってあれはあたしの――」


    　そこでアリッサは言いよどむ。


    「どうしたんだよ？」


    「……あたしの、せいなのよ。昔、あたしがルールを破ったせいで、誰も侵入できないはずの方はこ舟ぶねに一人の男が流れ着いたの。そしてその男が魔術を舟の外に持ち出した。だからあたしが何とかしなきゃいけないの」


    　思いつめたように言うアリッサ。その部分が一番肝かん心じんな気がしたが、どうも詳しく話したくはないらしい。


    「それがお前に、あの仮面の呪いみたいな術をかけた奴なのか？」


    「そう。あいつは――ジンは今この街にいる。追ってたはずが、今は追われる側になっちゃってるけどね」


    「……勝てないなら無理するなよ」


    「なっ、失礼ね。まともにやったら無む詠えい唱しようもろくにできないジンなんてあたしの足元にも及ばないわよ。第一キャリアが違うんだから。ただあの時は油断してたというか、不意をつかれたというか……それで実体を抑えられたのよ」


    　苦々しい顔でそのときのことを思い出している様子のアリッサは、本当に悔しそうだった。


    「じゃあ次に戦ったら楽勝ってことか？」


    　そういう話ならば相手がアリッサを追っている以上、目立つことをすればおびき寄せられて姿を現すだろう。そこでアリッサに目的を果たしてもらえば、さっさとケリがついてこの背はい後ご霊れいから解放される。


    「それがね……精神体のままじゃ、魔術を使うのにかなり制限があるの。体があれば魔力を練ねるってこともできるんだけど、この状態だと魔術を使うたびに消しよう耗もうしていくわ。ジンもそれを分かってるだろうし、あたしを弱らせるまで、見つけても姿を現さないと思う」


    「昨日みたいに仮面の奴らから逃げるために魔術を使わせられるってことか……ん、じゃあどうするんだよ。手詰まりじゃないのか？」


    「逃げてるだけならそうなるでしょうね。でも攻めれば、こっちからジンを見つけることができれば、一いち撃げきで終わらせられる」


    　その覚悟を乗せた言葉から、それが殺すという意味だと悟る。声には迷いがなかった。けれど握り締められた拳はわずかに震えていて、僕にはそれが何かを耐えているように見えた。


    「――でもさ。何でそこまでしなきゃいけないんだよ？　魔術が広がるのはそんなにまずいことなのか？」


    　自分の身を危険に晒さらしてまで、そして重荷を背負うことになってまで成し遂とげなければならないことなのだろうか。そもそも世界から魔術を失くしてしまった理由も分からない。


    「お爺じい様さまがどうして壁を作ったのかは――詳しいことは知らない。外と時の流れが違う方舟の中でも大昔のことで、あたしが生まれた頃にはもうおじいさまはおられなかったから。お母様は世界がどうとか大げさなことを言ってたけど、とても曖あい昧まいだったし。だけどそんなことよりも、もしあたしたちの魔術が敵対する誰かに知られれば舟の皆が危険にさらされるのよ。そんなこと絶対に許さない」


    「あ……」


    　そうか、自分達の魔術を――崇あがめ縋すがる存在を奪われたものたちは、今でもきっとそれを取り戻そうとしているのだろう。だとすれば壁の基点だというその方はこ舟ぶねは間違いなく標的になる。


    「悪い……」


    　何な故ぜか謝ってしまう。こいつの真剣さをどこかで馬鹿にしていた負い目だろうか。


    「なに謝ってるのよ？　あたしに協力してくれる気になったってこと？」


    「それとこれとは話は別だよ。ただ、それしか方法がないなら……そいつを探すために街をうろつくぐらいのことなら、してもいい」


    　茜あかね色に染まり始めた空を眺めながら、そう告げる。


    「ほんと？　急に素直になったわね……やっと事態の重さを理解したのかしら」


    　アリッサは嬉うれしそうに顔を輝かせながらも、疑わしそうに僕を見る。


    「早くお前から解放されたいだけだよ。それに僕に取り憑ついている以上、見つかる心配はないんだろ？」


    「うん、よっぽど注意深く観察しないとジンにも分からないはずよ。よーし、じゃあお礼にあたしのとっておきの魔術、見せてあげる」


    　笑っていうアリッサに僕は慌あわてる。


    「お、おい、そんなことして見つからないのか？」


    「まあ確かに魔術を使うには存在の密度を上げて、ある程度実体化しなくちゃいけないから、街で使えば一発であの仮面が溢あふれるでしょうね。でもここなら大丈夫よ。近くに誰もいないし。使うのはすごく弱い魔術だから気配に気づかれることもないわ」


    「けど……」


    「もう、ホントにだらしないわね。びくついてないできちんと見ておきなさい。ちゃんと口こう頭とう詠えい唱しようでやるから。もしかしたらジンと会ったとき、魔術がどうやって発はつ現げんするかを知ってるかどうかで生死が分かれるかもしれないんだからね」


    　それは不意打ちが失敗した挙あげ句く、僕が戦いに巻き込まれたらってことだろうか？


    「そんな事態にはなって欲しくないんだけどな……っていうかそうなったら何がなんでも逃げるからな？」


    「逃げられないかもしれないじゃない？　何事も備えは必要よ。いい？　それじゃいくわよ」


    　透けていたアリッサの体が次第に濃くなってくる。それと共に浮いていた体が降りてきて地面に足がつく。


    「願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連つらなり。遠き宙そら駆かける星の竜」


    　涼やかな声が丘の上に朗ろう々ろうと響く。


    「穏やかに廻めぐる世界。優しき風の音。織り成す彼かの曲、空に響け」


    　両腕を空に広げ、彼女は歌うように言ことの葉はを紡つむぐ。


    「野原の笛ライラツク！」


    　最後の言葉を一際大きく彼女が告げた途端、それまで静かに草木を揺らしていた風の音が途絶え、代わりに澄んだ笛の音が聞こえだした。


    「これは……」


    　何かが起こるとは思っていたが、これは予想していなかった現象で、僕は驚く。


    　とても……優しい曲だった。それにどこか懐かしい。


    「これね、風の音で音楽を奏でる魔術なの。とは言っても曲はこれしかないんだけどね。でも、あたしはこの曲すごく好き。一番最初にお母様から教わったのもこの魔術。題名は知らないけど、おじいさまが好きだった曲らしいの」


    　アリッサは自身も目を閉じ、耳を澄まし、曲に心を預けながら、僕に説明する。


    「うん……いい曲だ」


    「そう？　何か自分の好きなものを褒ほめられるのって嬉うれしいわね」


    　先ほど僕が思ったのと同じようなことを言ってアリッサは笑う。それからしばらく僕らは音楽に耳を傾けた。見上げれば赤く染まった空が、次第に藍あいに置き換わっていく。夕日に照らされ、金色に髪を輝かせているアリッサ。何な故ぜかその姿に見覚えがある気がしたが勘違いだろうと目を逸そらす。
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    　ふと違和感を覚え右手を見ると、握り締めていたわけではないのに手のひらに汗をかいていた。少し右手が熱い。昨日は一瞬痙けい攣れんもしたし、どうも調子がおかしい。そういえばこの右手の力はどうなのだろう。アリッサの魔術と何か関係があるのだろうか？　呪いなんかではなくこれも魔術なのか？


    　だが今聞くのは憚はばかられて、熱くなっている原因もわかるはずもなく、僕はズボンで汗を拭ぬぐい、透明な笛の音ねに意識を向けた。


    



    　五分ほど経って、笛の音が次第に元の風の音に戻り始める。


    「――今のは《流れし星せい竜りゆう》っていう高次存在ヴイナーの力を借りた魔術なの。お爺じい様さまが《道パス》を繋つなげることができた高次存在ヴイナーはこれだけじゃなくて、あと《求めし愚者》と《嘆きし魔王》の二柱がいるわ。彼らの力を併あわせて《世界の道――タヴ》を隔へだてているのよ。つまり彼らが世界と世界の間に大きな岩を作り出して塞ふさいでしまったって感じなのかしら」


    「はは、馬鹿馬鹿しいけどその喩たとえは分かりやすいよ。三体の神さまで大きな岩を、ね……つまりアリッサ達の魔術は三種類あるってことか？」


    「そうよ。けどお爺様を別にすれば、基本的に精神の波長が合いやすい一系統しか使えないんだけどね」


    　つまりアリッサが今まで使っていた魔術はその《流れし星竜》とかいうものの力を借りたものだということなのだろう。その現象こそが存在の証明でもある。でも、だとしたら――


    「なぁ、その高次存在ヴイナーがいる何とか界って場所は……その……あの世、なのか？　天国は――死んだ後の世界は本当にあるのか？」


    「天国かどうかは分からないけど、連なる世界セフイトロを魂たましいは循じゆん環かんするといわれているわ。私たちが死んだ後、精神が流れ着くのはさっき言った形成界イエソドのはずだから、そこがあの世と言えばそうなのかもね」


    「そうか……」


    　あの世があるのなら。きっとそこには……。


    「――でも本当によかったのか？　僕に魔術を見せて。広まったら困るんだろ？」


    「あはは、大丈夫よ。見ただけで真ま似ねできるものじゃないから。さっき言ってた呪文は《姿の言葉シヤープワーズ》っていって定義された魔術のパスワードみたいなものなの。あたし達の魔術において大事なのは高次存在ヴイナーと《道パス》を繋ぐ方法。無限に等しい精神波長の中から、決まった三つを探し当てるのはほぼ不可能だから、特殊な方法が必要になるのよ」


    「その方法って？」


    「教えるわけないじゃない。バカ」


    　呆あきれたように言い捨てて、アリッサはまた元のように透き通ると、空中に浮き上がる。


    「それじゃあ、ここでの用は終わったから行くわよ。残りは歩きながら話してあげる」


    「もしかして……やっぱり今からジンってやつを探しに行くのか？　もう太陽沈んでるんだけどな」


    「何よ？　日が沈んだら外を出歩いたらいけないってルールでもあるの？」


    「そういう訳でもないけど。でもあんまり遅くまでうろうろしてたらルール違反になるかな？　補ほ導どうされるし」


    「んもう、本当に窮きゆう屈くつな生活してるわね。こんなに広い世界に暮らしてるのにさ。仕方ない、わかったわよ。ケースケが言うあんまり遅くない時間まででいいわ」


    「はいはい、譲じよう歩ほしてくれてありがとう」


    　皮肉でそう答えるが、それが通じるわけはなく「ん、急に素直になったわね」とアリッサは言うのだった。
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    「そういや、ジンってどんな奴なんだよ？　僕もそれを知ってたほうが見つけられる確率は上がるだろ」


    　街灯とネオンの灯が怪しく照らし出す夜の街。昼間とは違った活気に溢あふれたその場所を僕はふらふらとアリッサを連れて歩いていた。通りを行きかう車のライトが街の陰影をその時々で変えていく。


    「それもそうね、うーん……まず大きな特徴はとにかく背がすごく高いってことかしら」


    「すごくってどれぐらいだよ」


    「ケースケの頭が胸に来るぐらい、かな」


    「ってそれ余よ裕ゆうで二メートル近いって」


    　僕は今１６０センチ後半だ。それだけ身長があればどこにいても目立つだろう。


    「あとは肩までの長い黒髪と青い瞳ね」


    「青い、瞳？」


    　僕は思わず顔をしかめる。青い瞳はどうしても海かい難なん事故の時、あの板切れを奪った男を思い出させる。だがアリッサは僕が疑問を顔に出したのだと勘違いして、補足説明を入れる。


    「ジンはハーフなの。この国の血も半分入ってて本名は陣じん＝海かい道どう＝ロームウェル。最低の……嘘うそつきよ」


    「ふーん……騙だまされたのか？」


    「――そうよ。あいつは方はこ舟ぶねに流れ着く前から、魔術師だったんだから……」


    　苦々しく言葉を絞しぼり出すアリッサ。


    「ん……どういう意味だ？　魔術師はお前ら以外にもういないんじゃ――」


    「そう、外に残った魔術はひどく弱体化して効果なんてほとんどない。だけどそれでも、そこに力があると信じて求める人はいるってことよ。ジンもその一人だった」


    「そんな危険な奴をどうして――？」


    「おくびにも出さなかったのよ、あいつはね。方はこ舟ぶねの中じゃ、とんでもない善人を演じてたの。裏切られたんだと気づいたのは、いつの間にか盗み取られていたあたし達の魔術で、高笑いしながら方舟を出て行った時よ。今思えば――あいつが流れ着いたのも偶然じゃなかったのかもしれない――」


    　呟くその表情は厳しいものだったが、どこか痛みが見えた。裏切られた――それは信じていたということなのだろう。きっと傷つくほどに、心から――。


    「それで……見つけたらどうするんだよ？」


    「――適度な距離まで近づいて、周りに人が少なくなったタイミングで仕掛けるわ。向こうもすぐに気づくでしょうけど、無む詠えい唱しようのあたしのほうが断然速いから、すぐに決着はつくはずよ。《魔女狩りの面ウイツチハント》が発動するのにはタイムラグがあるし、一撃目を邪じや魔まされることはないわ」


    　てっきり怒りを込めた言葉が返ってくるかと予想したが、その台詞せりふには感情というものが全く篭こもっていなかった。ただ手順を確認するような冷たさだけがある。


    「そ、そうか、じゃあ勝ち目はありそうだな。あ……ところで、その無詠唱って何なんだ？」


    「言葉通りよ。呪文を心の中で唱えるって技術。呪文を伝えるのは精神存在だから、心の中での言葉も通じるし、口で言うよりずっと速いのよ。だけどその分揺らぎが大きくて上う手まく伝わらないことがあるから結構な修練が必要なの。あたしでも四節以上ある長い呪文は無理だわ。だから経験の浅いジンにはできないってわけ。あ、でも最後の起動言語トリガーっていう定義魔術名はこちら側に事象を顕けん現げんさせる役割があって、声にしないと駄だ目めなんだけどね」


    　半分以上意味は分からなかったが、得とく々とくと説明するアリッサに僕は何となく感心する。


    「へぇ、アリッサって案外すごいのか？」


    「当たり前よ。あたしはお母様にも認められた一流の魔術師なんだから」


    「一流……」


    　それにしてはずいぶんと情けない姿になっているものだと思ったが口にはしないでおく。


    　目的地があるわけではないので、何となく目についた信号で立ち止まる。そういえば夜の街というのはアリッサと会話するのに案外都合がよかった。小さく囁ささやく声は通りを引っ切りなしに横切る車の音にかき消されるし、適度な暗さは不自然に動く口元を隠してくれる。


    「なあ……」


    　そのことをアリッサに話そうかと思ったとき、僕は目の前で異常な事態が起きていることに気が付いた。


    　向かい側の道路、赤信号で立ち止まっている群集の中から一人、老ろう婆ばが信号など気にせずに歩み出てきたのだ。驚いているのか、すぐ近くにいる人々はその老ろう婆ばを止めようとしない。


    「お、おい……」


    　その先に起こりえる事態を想像して僕は声を上げる。だが、こちら側からではとてもじゃないが老婆のところまで行きつけないし、間に合いそうにもない。車の流れの中にその身を置こうとする老婆は、何も気づいた様子はない。


    　どうすることもできない無力感。その瞬間を見たくないために僕が目を背けようとしたそのとき。肩にかかっていたアリッサの手のひらが重さを伝えてきた。


    「な？」


    　驚き振り返ると、それまで空気のようだったアリッサが実体を取り戻そうとしていた。


    「お、おい！　魔術を使う気か？　そんなことしたら見つかるんだろ？」


    「そうよ」


    　事も無げに言うアリッサに僕は語気を強める。


    「見つかったら手詰まりなんだろ？　あれは仕方ない、放っておけよ。僕らには関わりのないことなんだし、どうすることもできないんだから！」


    「ケースケにとってはそうかもしれないけど、あたしにはどうにかできることなの。だから助けられるから助ける。助けたいから助けるの！」


    「だ、だけど！」


    　それであの老婆は助かるかもしれない。けれどその直後、僕らは最悪の状況に陥おちいる。そんなこと……。


    「うるさい、黙ってて！」


    　迷いなど一切ない言葉と、強い意志を宿した瞳。それを見て、僕は何も言えなくなってしまった。今のアリッサは実体を持とうとしている。僕が無理やり口を塞ふさげばなんとかなるかもしれない。まだ、周りの人々の顔には仮面は現れていないから。だけど自分の命まで危険にさらされるかもしれないというのに、体は動かなかった。


    　手を前方、老婆に向けて翳かざすアリッサ。今や老婆は完全に車線の中におり、そこに向けて宅配便会社のトラックが突っ込んでいこうとしていた。


    　だが僕はそのときになって一つの違和感を覚える。もう一度周りの人々を見回す。


    　誰も声を上げていない。数瞬後に訪れる衝撃的な光景から誰も目を逸そらそうともしていない。


    　まるで見えていないかのように。あの老婆などそこに存在していないかのように。そこで僕は一つの可能性に思い至る。


    「アリッサ、やめろ！　何か変だ！」


    　だけど僕の言葉はわずかに遅かった。


    　アリッサの声がざわめく街の音を裂さいて高く響く。そして一ひと際きわアリッサの体が存在感を増した。


    「阻む烈風ハインダーブロウ！」


    　恐らくそれが無む詠えい唱しようなのだろう。その一声と共に、老ろう婆ばの周りに目に見えるほどの風が渦うず巻まき、時速六十キロは出していたと思われるトラックを阻んだ。トラックは風の壁に激突するというよりも、クッションに受け止められるようにゆっくりと停車した。トラックの後ろを走っていた乗用車は急ブレーキを踏み、なんとかトラックに追突するのを免まぬがれる。


    　老婆はやはり自分の周りに起こったことに全く気づいた様子もなくゆっくりと横断歩道を歩いていた。その姿がアリッサが出現させた風の壁に触れた途端、吹き散らされるように消えてしまう。


    「あちゃー……幻だったか。しかもあたしにだけ波長を合わせた影。あたしと繋つながってるからケースケにも見えたのね」


    　バツが悪そうに頬ほおを掻かくアリッサ。その姿は今や完全に実体を取り戻していた。周囲の人々は動きを止めて、その姿を凝視している。覚えていた。これはあの仮面が現れる予兆だ。右手がビリッとしびれたような感覚を伝えてきた。


    「おい、逃げるぞ！」


    　この取り囲まれた状態で仮面が現れれば逃げる間もない。僕はアリッサの、今は人と何も変わりない温かい手を掴つかむと人ごみから抜け出すべく、走り出す。


    「だから余計なことするなって言っただろ！　今のあれ、罠わなだったんだよな？」


    「みたいね。あはは、まあ謝っとくわ。ごめん」


    　謝られてすむことではない。だがその後悔のなさそうな笑みに、僕は怒る気力を失くした。


    「はぁ……それでどうするんだ？　前みたいに逃げてからお前が幽霊状態になれば、こいつらは見失うんだろ？」


    「そうだといいんだけど……もしかしたらさっきのことで、あの仮面はケースケをあたしとして認識したかもしれない。だとしたらどこに逃げても追ってくる。でも確かに早くここから離れたほうがいいわ。きっと次の攻撃が来る。わざわざ罠を張ってたってことはすぐにでも……」


    「よぅくわかってんじゃねぇか。オジョウサマ」


    　その声はあり得ない方向。下から聞こえた。


    　驚いて顔をそちらに向ける前に、僕の足首が突然掴まれる。


    「うわぁ！」


    　つんのめりそうになってから、そちらを見ると、信じられないことに暗い地面から手が生えていた。


    「オジョウサマは、相変わらずで助かるぜ。《惑いし道化ターンクラウン》をいくつか配置した途端に引っかかってくれるたぁな」


    　その声は間違いなく手が生えている場所から聞こえていた。


    「貫く風ピアーズウインド！」


    　いきなりその手に向かってアリッサが魔術を放った。手が慌あわてたように地面の中に引っ込んで、何もなくなった場所を不可視の錐きりのようなものが鋭く抉えぐる。


    「くはは、いいのかぁ無駄打ちして？」


    　僕の背後、まったく違う方向から聞こえてきた同じ声。そいつはビルとビルの隙すき間まに淀よどむ闇から生まれるかのように姿を現した。


    　長身に黒髪、目の色はサングラスをかけていて分からなかったが、こいつがジンという奴に違いない。


    　ちらりと周りを見ると、既にあの白い仮面が街の人の顔に現れており、暗い穴から僕らをじっと見つめていた。だが前のようにわらわらと襲ってくる様子はない。それどころかじわりじわりと後退して僕らとジンを囲むように遠巻きな輪を作る。


    「俺自身がケリつけてやるよ。こいつらじゃあ――」


    「薙ぐ旋風クラツプワール！」


    　ジンが口元を歪ゆがめながら喋しやべっている途中でアリッサが再び叫んだ。鋭いヒュォンという音がしたと思ったときには、目の前の男は縦たて一いち文もん字じに両断されていた。


    　だが、倒れない。切られた断面からは血ではなく黒いものが流れ出していたが、それがスッと繋つながり合い、二つに分かたれた体は一つに戻る。


    「喋ってる途中でシツレーなコトすんじゃねぇよ。俺が何の用意もなしにノコノコ出てくるわけねぇことぐれぇわかってんだろ？」


    　平然と言葉を続ける男に、足が震える。何だ？　この化け物は。


    「それ……何の術よ？　幻じゃないわね……確かにあんたの波長を感じるわ。でも本体でもない」


    　やはり魔術を使うと疲れるのか肩で息をしながらアリッサがつぶやく。


    「ああ？　そりゃ秘密だよ。俺のとっておきさ。《求めし愚者》の術には疎うといオジョウサマは知らねぇヤツ。それにしても……」


    　ジンの視線が僕に移ったのを感じる。これが殺気というのだろうか、今にも押しつぶされそうな圧力に足が勝手に逃げようとする。だが冷えた背中とは対照的に右手は熱かった。右手が何な故ぜかまた熱を持ち始めている。


    「おもしれぇモノの中に隠れたもんだな。そうか……魔術パスを繋ぐ要領か……妙なことを思いつくもんだ、オジョウサマは」


    　くはは、と笑うがサングラスで隠された本当の表情はわからない。


    「ケースケっ、掴つかまりなさいっ！」


    　ジンの言葉など無視して鋭く叫ぶアリッサ。その言葉の意味を僕は理解すると、慌あわててアリッサの腰に手を回す。アリッサはわずかな集中を見せた後、唱える。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　だが僕は見た。風が僕らを上空に運ぼうとしてもジンは余よ裕ゆうの笑みを崩くずしていなかった。


    　体が下に引っ張られるような急激な加速がかかるが、二階建てのビルを越えない程度の高さで突然何かにぶつかり落下に転ずる。


    「うわぁあああ」


    　ドンッ


    　鈍い衝撃。


    　僕らの纏まとう風は完全に消えてはいなかったので大おお怪け我がをすることはなかったが、強く地面に腰を打ちつけてしまった。


    「っつう……」


    　呻うめきながら僕は体を起こすがすぐには立ち上がれそうにない。アリッサは僕の体の上に落ちたのでそれほどダメージはないのか既に立って気き丈じようにジンを睨にらみつけている。


    「結界――まさか《触れえぬ鳥篭ダークケージ》？　そんなのいつ――」


    「くはは、今離れたところにある俺の本体から唱えたのさ。現象系の魔術の効力は、知覚の及ぶ範囲だ。この上空の空間さえ見えていれば、補助は可能さ」


    「ふざけないで！　あんた一体いくつ魔術を同時起動してるのよ。《魔女狩りの面ウイツチハント》なんてものを使ったときにも驚いたけど、あんた何かおかしいわ。いくらなんでも精神が持つわけないのに……」


    「ああ？　確かにきついがこの程度はどうにかなるぜ。てめぇの身体を押さえるのがあんまり簡単に行きすぎて油断しちまったから、今回は万全を期しただけだ。疲れたんだぜ、昨日一晩かけてそこらじゅうに道化師を設置したんだからよ」


    　歯を噛かみ締めるアリッサは随ずい分ぶんと疲れているようで、先ほどまでは完全に実体化していた体が、わずかに薄れ始めていた。


    「お、おいアリッサ――」


    　僕が声をかけると、アリッサは「大丈夫だから……」と小さく答えた。そして少し考える様子を見せた後、付け足す。


    「安心して。もし最悪あたしが負けてもケースケは殺されないわ。ジンはたぶん《魔女狩りの面ウイツチハント》が効いてないケースケに興味を持ってると思う。それにあたしを殺さずに捕まえるには今のままの状態がいいはずよ。逆らわずに従えば、何とか生き残れるかも」


    「僕はそんなこと……」


    　それは確かに自分の中にある不安だったが、僕が今心配しているのはそんなことじゃない。


    「ジン！　逃げられないって言ったわね？　だったらね、あんたを倒せばいいってことよね！」


    　もう僕には目もくれず、アリッサがジンに不敵な言葉を投げつける。


    「くはは、そういうことさ。せいぜいあがきな！」


    　獰どう猛もうな笑みを浮かべるジンはそう告げて、それまでの荒々しい言葉とは対照的に厳おごそかな声で呪文を紡つむぎ始めた。


    「欲するは優ゆう越えつ。群集の内より天の糸求め、高きを望む細き腕。愚かなりし賢けん者じや」


    　ジンが腕を持ち上げて伸ばした先は当然アリッサ。アリッサはそれに応えるように自分も腕を伸ばす。だが呪文は唱えない。


    「異い端たんに石投げる愚ぐ衆しゆう。闇の礫つぶて。跪ひざまずく敗者を蹂じゆう躙りんせよ」


    　アリッサは何か策があるのか、にやりと笑みを浮かべた。


    「黒き弾丸ブラツクバウンド！」


    　ジンが鋭く起動言語トリガーを唱えると、ジンの周りに黒い小さな球体が十個ほど出現する。普通の物質ではない証拠に黒く輝いている。そして一瞬の静止のあと、一いつ斉せいにこちらに向けて飛んできた。それがアリッサと僕を撃ち抜こうとしたとき、凜りんとした声がその運命を阻む。


    「弾く光壁シエドライト！」


    　薄い光の膜まくが僕らの前に展開して、襲い掛かる弾丸をそのまま元来た方向に弾き返す。跳ね返った黒い玉に全身を貫かれるジン。だがその傷口からは黒い闇が漏れるだけですぐに体どころか服までも元に戻ってしまう。


    「まったく、二節程度の低位魔術であたしをなんとかできると思ってるの？　それにそのぐらい無む詠えい唱しようでこなしたらどう？」


    　挑発するように言うアリッサだが、ジンは笑みを崩くずさない。


    「そりゃあ失礼したな。俺にはこれが精一杯なのさ。けどよぉ、そんなもんを防いだだけなワリには、ずいぶんと疲れてるみたいじゃねぇか？」


    　その言葉通りアリッサの体は明らかに透け始めていた。結局のところこのジンと言う男はアリッサが言ったとおりの戦術を取っている。今はアリッサを消耗させるのが目的なのだろう。恐らくアリッサが限界に至って魔術が使えなくなるまで付け入る隙すきは見せないに違いない。


    「そんじゃ、次行くぜぇ」


    　再び呪文を唱え始めるジン。その言葉を聞くとどうやら先ほどと同じ術のようだった。


    「な、なあアリッサ。あいつ攻撃が効かないのは、あれが本体じゃないからなんだろ？」


    　僕は一つ思いついたことがあって早口でアリッサに問いかける。


    「そうよ。でも本体にすごく近い。偽にせ者ものとか幻影じゃないわ」


    「じゃああいつの近くに本体があるのは確かなんじゃないのか？　魔術だってあいつの周りに現れてるし」


    「それはそうだけど……」


    　そこでアリッサは言葉を切って、再び襲い掛かる黒い弾丸を光の壁で弾く。また少し体が薄くなる。


    「お、おい大丈夫か？」


    「……平気よ。それで何が言いたいの？」


    「あいつごと、その周りを一気に吹き飛ばす術でなんとかできないのか？　そうすればまぐれ当たりで倒せたり……」


    　だがそこまで言ったところで僕の言葉は遮さえぎられる。


    「ダメよ。それじゃ周りの人も巻き込むわ。それにそんな大きな術を使うぐらいなら、もっと確実な方法があるわよ」


    「じゃあどうしてそれをしないんだよ！」


    「あたしでも口こう頭とう詠えい唱しようが必要な高位呪文なの。ジンはそういった強力な魔術を使わせないように、詠唱が短い二節の魔術で攻撃してきてる。挑発して向こうの大技を誘えば何とかなると思ってたけど、そんなに甘くはないみたい。ほら、また来るわ」


    　会話を止め、弾丸の攻撃を阻むアリッサは明らかに限界に近づいていた。僕は希き薄はくになり存在感を失っていくアリッサを眺めながら考える。右手はさらに熱を持ってうずく。


    　その右手の熱さが、一つだけ僕に方法を思いつかせてしまった。


    　あの弾の大きさならできるかもしれない。だが本当に可能なのか、確証はない。


    　いっそ絶対死ぬとわかっていれば、そんな方法あきらめられるのに。


    　だけど頭の中で鳴り響くあの時の言葉。


    『助けられるから助けるの。助けたいから助けるのよ』


    　強くて迷いのない言葉。あの一瞬だけ僕はこいつを尊敬した。裏切られてもあんな風に後悔せずに笑えることを羨うらやんだ。僕まで危険に晒さらしたのはムカついたけど、ああなりたいと思ってしまった。


    　そして今、僕のやりたいことは、やれることは……何かを捨てて自分を守ることじゃなくて、何も捨てずに生き残ること。荒れくるう海で、僕ができなかったこと。


    　失うことで、何かを得ようなんて馬鹿げているのかもしれない。由ゆ衣いはそんなことを許さないかもしれない。


    　でも――。


    「アリッサ、それを使ってくれ」


    　静かに、そう告げた。


    「はぁ？　何言ってんのよ。間に合わないって言ってるでしょ！」


    「……一回だけあの弾をやり過ごせたとしたら……それでも間に合わないか？」


    「あたしのは四節の呪文だから、一度凌しのげればギリギリ間に合うはずよ。でもそんなこと――」


    「このままじゃ絶対負けるんだろ！　僕に考えが、可能性があるんだっ！　時間がない、いいからさっささと唱えろ！　あといいか、合図したらしゃがむんだ、わかったなっ！」


    　たぶん僕はすごい形相をしていたのだろう、アリッサは気け圧おされたように頷いた。


    「もうっ、あたし責任はとらないからねっ！　言ったからにはなんとかしなさいよ！」


    　開き直ったかのように叫ぶと四度目の詠えい唱しように入ったジンに合わせるように言葉を紡ぎだす。ジンは不審な顔を浮かべたが、構わず詠えい唱しようを続けた。アリッサの呪文はまるで歌のように響く。


    「願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連つらなり。遠き宙そら駆かける星の竜」


    　僕はジンの様子を観察しながらタイミングを窺うかがう。まだジンの術は完成していない。


    「たゆたい、泳ぎ、止まることを忘れし、永久に巡り巡る者」


    　アリッサの呪文がそこまで来たところで、ジンの詠唱が終わり、嘲あざけるような笑みを見せて黒い弾丸が生みだされる。その弾は決して大きくない――硬貨程度だ。握り締めれば、世界から姿を消してしまう脆もろい現実。


    　アリッサが体を緊張させたのが分かった。今からでも防御の無詠唱に切り替えるか迷ったのだろう。


    「止めるなっ！　いいからしゃがめっ！」


    　僕はその言葉と共に、姿勢を低くしてアリッサの前に飛び出す。僕の言葉を信じてくれたのか、言われたとおりにしゃがみこむアリッサ。その体が僕の後ろに完全に隠れるようにすると、しっかりと前を見据えて片腕を前に伸ばした。決して何も掴つかむことはできない――右腕を。


    　ジンが生み出す十個ほどの黒い玉はそれほど命中率の高いものではない。


    　速度も目でなんとか追える程度だから野球選手が投げるボール程度だと思う。


    　命中精度は仮にアリッサが防がなかったとしたら当たるのはせいぜい三、四発だろう。回避されることを想定して攻撃範囲を分散しているのかもしれない。現れたところから真っ直ぐに飛んでくるだけということも気づいていた。だとすればこうして姿勢を低くして的まとを小さくすれば当たるのはそのうちのほぼ一個。とは言ってもその一個が致命的な威力を持っているのは間違いなかった。それは跳ね返った弾が壁に深い穴を空けていることからも分かる。


    　だけどそれがどんな威力を持っていようと、右手で掴むことができれば、掴めなかったことになる。僕の手の中にあるモノは否定されて、なかったことになる！


    　それは絶対だ。この三年、例外はなかった。僕は呪われたそういう人間なのだから。


    　失敗すれば終わりだ。たぶん僕が壁になったぐらいじゃ止まらないだろう。きっと貫かん通つうしてアリッサをも撃ちぬく。


    　冷静に考えれば馬鹿げた考えだ。素しろ人うとがいきなりプロ野球選手の球を捕球するようなものなのだから。けれど何故か恐れはあまりない。歯はガチガチと音を立て、膝は震えているが、逃げたいという気持ちは起こらない。


    　どうしてだろう？


    　もしかしたら僕は待っていたのかもしれない。命を懸かけて、誰かを助けようとする状況を。黒い海で妹の手を離してしまっていた自分を否定できる機会を。


    



    　由ゆ衣い――


    



    　心の中で妹の名前を呟きながら、ほんの僅わずかな間だけ静止する黒い玉のうち、自分の正面に浮かぶものに当たりをつけた。ぐっ――とただその弾だけに意識を集中させる。


    



    　ドンッ！


    



    　無音で放たれたはずの弾は、視覚的に大きな衝撃音を立てて、途端に巨大化した。引き伸ばされた意識の中、黒い死に右手を重ね――握りしめた！


    



    　ガッ！


    



    　右手にしびれるような衝撃。腕が後ろに弾かれる。


    　失敗したのかという考えが脳裏をよぎるが、それならば撃ちぬかれているだろう。恐らく掴むタイミングはギリギリ合ったが、わずかな接触時に衝撃が伝わってしまったのだ。


    　だけど――成功した！


    　そう安あん堵どしかけた瞬間、僕の視界にもう一つの黒い弾丸が映った。先の弾丸に重なって見えなかった、わずかな時間差で同じ軌き道どうを描く弾。始めから考こう慮りよの外に置いた二つめの死。最悪の偶然。


    　――間に合わ、ない。


    　その弾は僕のすぐ目の前まで来ていて、右腕も弾かれて遠いところにある。もとより二発が命中するなら防ぎようはなかった。


    　終わる。


    　感覚が凍りつき、思考が間延びする。


    　くそっ！


    　どうも僕は、失敗してもあの時のアリッサのようには笑えそうにない。


    　ごめん、と胸の中で自分に対してかアリッサに対してか分からない謝罪をした。


    　そして目の前の黒い、ただ黒い闇の塊かたまりを見つめて、死を受け入れかけたとき。


    



    　ヒュオッ！


    



    　空を裂さく音が聞こえ――死そのものであった黒い玉の姿が唐突にかき消えた。


    「なっ……？」


    　ポカンとして目の前にあるものを見つめる。


    　それは自分の右手の甲。


    　動かしたわけじゃない。動かしたとしても間に合うわけはないタイミングだった。


    　だが現実に右腕は黒い弾丸を握り締め、そこにあった。まるで有り得ない速さで勝手に喰らいついたとでもいうかのように。


    　けど今は深く考えている場合じゃない。我に返ると僕は背中に隠れているアリッサに叫ぶ。


    「早く、続きを！」


    　はっとしたように立ち上がり詠えい唱しようを再開するアリッサ。それを見て同じく呆ぼう然ぜんとしていたジンも慌あわてたように呪文を唱え始めた。


    「輪りん転てんせし命。回り続け、向かうのは、星々の果て」


    　アリッサの体がつかの間霞かすんで揺れる。本当に限界が近づいているのだろう。


    「始まりのための終わり。拒むことなく、逆らうことなく、受け入れよ」


    　まだ呪文は続くのだろうか、ジンは次の魔術をもう完成させようとしている。もう一度同じことができる保証はなかった。だが、ポンッと肩に置かれたアリッサの手が、詠唱が終わったことを伝えた。僕はアリッサの前から急いで飛びのく。


    　両手を翳かざし、最後の言葉が告げられる。


    「終わりの閃きレヴアークラスト！」


    　眩まばゆい金色の光がアリッサの両手の間に生まれ、巨大な矢のように放たれる。ほぼ同時にジンの魔術も完成していたが、打ち出された黒い弾丸はその光に飲まれてかき消される。
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    　光はジンの体を貫きはせずに、体の中心に吸い込まれるようにして消えた。失敗したのかと思った数秒後、黒一色だったジンの体のあちこちが金色の輝きに蝕むしばまれ始める。


    「て、てめぇ……」


    　こちらを睨にらみつけ、何か言おうと口を開いたジンの顔は苦痛に歪ゆがんでいた。よろめいた拍子にその顔からサングラスが落ちる。その下からあらわになった青い瞳の輝きが僕を射抜いた。


    「な……？」


    　体が竦すくんで動かなくなる。あの時の恐怖と絶望で。


    　そんな、まさか、あり得ない。


    　けれどあまりにその輝きは似ていた。黒い海で僕の命を奪い取ろうとした青い瞳に。


    　あいつは救助された人達の中にはいなかったのに。死んだはずなのに。


    「う、あ……」


    　思わず後ずさりしてしまう。だが次の瞬間こちらに足を踏み出そうとしていたジンの全身が光り輝く。そして目を開けていられないほどのまばゆさを放った後、パァンと音を立てて砕け散った。


    　きらきらと光の残ざん滓しが雪のように舞う。


    「――ジン……」


    　力を使い果たしたのか、僕にも触れられないほど薄くなった体で、アリッサがどこか切なげにつぶやく。


    「……終わったの、か？」


    　青い瞳の呪じゆ縛ばくから解放された僕は、呆ぼう然ぜんとしながら尋ねた。


    「ええ……まあ、ね。根こそぎ崩ほう壊かいさせてやったわ。とはいっても倒したわけじゃない。けどさっきのはあいつ自身の影を実体化させるとか、そんな感じの魔術だったはずよ。それだけに本人とのつながりは強いから、あの体を通して相当のダメージは与えたはず……なんだけど」


    　そこまで告げてぐらりと崩くずれおちるアリッサ。だがその体を支えようにも触れられない。


    　ドサッ。


    　何かが倒れる音に僕はびくりとして振り返る。そこには僕らを遠巻きに囲んでいた仮面憑つきの一人がうつ伏せに倒れていた。


    「な……？」


    　ドサドサドサドサッ


    　その一人に続くようにして、次々と倒れる人々。


    「きっと……術者が深いダメージを負ったから《魔女狩りの面ウイツチハント》を維持できなくなったのね。魔術が強制的に解かい除じよされて、ジンは代だい償しようを持っていかれたはずだわ。もう同じ術を、あたしにかけることはできない……ひとまず安心ね……」


    　かすれた声で説明するアリッサ。


    「ただ……途中で術が解除されたから、記憶の補ほ完かんができてるのか危あやういわ……ケースケ……騒ぎになる前にここから離れたほうがいいわよ。あたしは……また……少し、眠るから……あ、そういえば……あんたの……その手……」


    　アリッサは言いたいことがまだあったようだが、休息の求めには逆らえず、姿を薄れさせ、消えてしまう。


    　僕は気を失い倒れている人に埋め尽くされた街で一人立ち尽くし、まだ熱を持っている魔術さえも否定した右腕を見下ろす。


    　守れた――アリッサを。助けることができた。だけど本当に僕が助けたのだろうか……勝手に動いた右手に守られただけな気もする。


    「……由ゆ衣い、なのか？」


    　右手に向かって問いかけてしまってから――馬鹿馬鹿しいと首を横に振る。


    　未だ残る恐怖と右手に感じる不気味さ、そして僅わずかな達成感。そんな思いを纏まとめて握り締めるように、僕は右手に力を込めた。


    



    
      ＊

    


    



    



    　街に立ち並ぶ建物と建物の間には、表側からは決して見えない、暗い空間が存在している。太陽の日差しが差し込む余地のない、そんな細い細い路地とも言えないような隙間に一人の男が倒れていた。長身の黒いコートを着た男だ。彼は地面に臥ふしたまま、呻うめき声を上げている。よく見れば彼の黒いコートにはあちこちに染みのようなものが出来ている。それは男の体の中から染み出した血であった。


    「くそったれが……かなり、持っていかれたな……」


    　男はかすれた声で苦しそうにつぶやく。その顔は蒼白で、閉じられた左目からは血が流れていた。


    「俺の目的が果たせりゃ、体なんてどーでもいい……だがそんなことじゃねぇんだよ。そんなことじゃ……」


    　次第に声に怒りが練りこまれ、語気が荒くなっていく。


    「邪じや魔まどころか、俺から奪いやがった。奪いやがったんだよ。手に入れて、奪い続けなきゃならねぇ俺からな。あいつが俺を追いかけてきて……全部順調だった。もう少しで手札が揃そろうって時に……あのガキ――」


    　開いた右目は憎しみを映し出す。


    「全部奪ってやる……全部だ。捕まえようと手加減してやりゃあ調子に乗りやがって。俺の願いが叶うまで、あいつの方は殺せねぇが……命以外は全部奪ってやる！　死にたいと思うような陵りよう辱じよくを……与えてやる。だが……手数が……手て駒ごまが足りねぇな」


    　怒りに染まりながらも冷静な分ぶん析せきをする男。頭には自分の魔術を阻はばんだ忌いま々いましい少年の姿が浮かんでいた。正体がわからない以上警戒は怠おこたれない。


    「この街に……糧はいやがるか……？」


    　目を閉じ、何かを探るように集中した後、ふっと目を開く。


    「案外、多いな……俺の撒まいた種がようやく広がりだしたか……ならちょうどいい。一人ぐらい使えそうなやつはいるだろ……」


    　そこまでつぶやいて、男は再び目を閉じた。相変わらず顔色は悪く、呼吸も荒い。


    　このまま放っておけば命に関わるような様子に見えたが、誰もこんなところを通りかかるわけはなく、男も誰の助けも求める様子はないようだった。
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    第三章　伸ばす腕、赤い叫び


    



    
      １

    


    



    



    　ごぉぉぉぉぉぉ


    　船の外に巻き起こる嵐は、獣の唸うなり声のような音を船室にまで響かせていた。時刻はまだ昼過ぎだというのに、景色はひどく暗い。


    「ねぇ、お兄ちゃん――」


    「ん、なんだ由ゆ衣い？」


    　僕は小さな窓にしがみつくようにして外を見ていた妹を見る。やけに不安そうな声だった。もしかしたら船が大丈夫か心配しているのかもしれない。


    「船なら平気だぞ。今の船はこんな程度の嵐でどうにかなるモンじゃないからな。ほら、親父おやじもお袋も安心して寝てるだろ？」


    　そう言って、僕らの隣で座ったまま熟睡している両親を指差す。疲れたのだろう。初めての海外旅行――しかも両親の趣味で船旅――に一番はしゃいでいたのは彼ら自身だったようだ。


    「――違うの……変なの」


    「変って、何がだ？」


    　僕は妹の後ろから窓を覗のぞき込んでみるが、荒れくるう空と海があるだけで特に変わった様子もない。


    　僕はポンポンと由衣の頭を軽く叩いて溜ため息いきをつく。


    「別に何もないじゃないか――」


    　だがその言葉を言い終える前に、由衣はポニーテールを勢いよく揺らして振り向き叫んだ。


    「違うのっ！　このお船……すごく、曲がってるの！」


    「曲がってる……？」


    　いまいち意味が分からずに問い返す。


    「すごく突然、ぐわーんって向きを変えてるの！　ねぇ、変でしょ？」


    「おいおい、そりゃ気のせいだって。第一この何もない海の上で方向なんて分かるわけないだろ」


    「分かるもん！　ずっと雲を見てたんだから。流れ方が変わったの！」


    　そりゃ風の向きが変わったんだよ、と僕が鼻で笑うと由衣はむーっと頬を膨ふくらませた。


    「じゃあ、外で見てくるもん！　ホントなんだから！」


    「お、おい！」


    　止める間もなく船室を飛び出していく由衣。寝ている両親を一いち瞥べつして、自分が行くしかないと後を追って部屋を出る。


    　バカか、こんなときに外に出たら――。


    　苛いら立だつ。全く……今年四年生になってから、急に言うことを聞かなくなった。


    「由ゆ衣い、待てって！」


    　遠ざかる小さな背中に呼びかける。急いで追いかけようとするが、思った以上に船が揺れていて上う手まく走れない。


    　途中何度かバランスを崩くずし、肩を壁に打ちつけながら廊ろう下かを進み、デッキへと続く階段を登る。突然、風と雨が上方から吹きつけてきた。きっと由衣がこの上にある扉を開けてしまったのだろう。僕は焦り、階段を三段飛ばしで駆け上がる。


    「はぁっ！　はぁっ！」


    　階段を登りきった先の踊り場に由衣はいた。開け放たれた扉のノブにしがみつきながら外を見ている。風が体を押し戻そうとするのに逆らって由衣の傍に行く。雨が弾丸のように顔を打つ。


    「早く扉を閉めろ！　外に出たらお前なんて吹き飛ばされちまうぞ！」


    　由衣が握り締めているノブに手を重ね、扉を閉めようとする。だが由衣はそれに抗あらがうように力を込め、ポツリと呟いた。


    「お兄ちゃん……あれ――何？」


    「――え？」


    　僕はその時初めて由衣の視線の先に目をやった。


    　船の正面――進行方向。


    　そこには他と変わらぬ黒い空と海しかない。


    　だけど何かがおかしかった。見えているものは変わりない。だけど、同じではない。


    　歪ゆがんでいるのだ。曲がっている。景色が湾わん曲きよくし、ズレている。


    「――お兄ちゃん」


    　由衣が声を震わせながら手を絡ませてきた。僕は手を握り返し――「大丈夫だ」と答えた次の瞬間。


    



    　ドオォォォンッ！


    



    　何かと何かが衝突したかのような爆音が響き、船が大きく揺れ――僕らは手を繋つないだまま扉の外へ投げ出された――。


    



    
      ２

    


    



    



    　チュンチュンと雀すずめの鳴き声が軽やかに、すぐ脇を流れる川の音がサァサァと涼しげに響いてくる穏やかな朝。


    　けれど僕の心は、その雰ふん囲い気きとは正反対のものだった。目覚めは最悪、悲鳴を上げて飛び起き、体はひどい寝汗をかいていた。


    　一番――見たくない夢を見たせいだ。決して誇張された訳ではない思い出の夢。けれど僕にとっては何より辛つらい悪夢だった。


    『大丈夫だ』


    　自分が由ゆ衣いに告げた言葉を思い出すたび、心が軋きしむ。何が――大丈夫、だ。


    



    　重い気持ちを引きずりながら、昨日の戦いが嘘うそだったかのように「おはよー」と和なごやかな声が行き交う通学路を歩いていく。けれど昨夜のことが幻ではない証拠があちらこちらで囁ささやかれていた。


    「ねえねえ、聞いた？　街でのこと」


    「うん、街の人がいっせいに気を失ったって本当なの？」


    　今朝けさのテレビで知ったことだが、あのことは集団昏こん倒とう事件として大きく報道されていた。


    　ガスやテロの可能性も考えられて、一部は立ち入り禁止になっているそうだ。無理もない。目が覚めれば集団で違う場所に倒れていたのだろうから。


    　これからどうなるのだろう？　どうすればいいんだろう？


    　気分を切り替えようと現状を考こう察さつしてみるが、すぐに行き詰まる。アリッサはまだ姿を現さないので相談することもできない。僕自身の疲労も一昨日以上なことから、あいつの消しよう耗もうはあの時よりも激しいのだろう。


    　僕はジンに顔を見られている。大きなダメージを負ったというからすぐに仕掛けてくることはないだろうが、不安はある。できればもう二度とあの青い瞳に出会いたくはなかった。深手を負ったというならこの街から逃げ出してほしかったが、冷静に分ぶん析せきすると仮面の魔術が解けたとはいえ、アリッサは幽霊状態のままだし、未だ狩られる側であることは変わらない。今となってはアリッサと離れるわけにはいかなかった。そんなことをすれば僕に身を守る手段がなくなる。


    「はぁ……」


    　憂ゆう鬱うつな気持ちで溜ため息いきをつくと、突然パシンと背中が叩かれた。


    「うわっと、って山やま崎ざき？」


    　前につんのめりかけて振り向くと、そこには笑みを浮かべた山崎の姿があった。いつも一緒の宮みや島じまはなぜかいない。


    「おう、遠とお見み。どうしたんだよ、今日はやけに遅いじゃねぇか？」


    「あ、ああ。ちょっと寝坊してさ」


    　確かにいつもならもう少し早い時間に登校している。けれど今日はなかなか布ふ団とんから抜け出すことができなかったのだ。


    「へぇーお前がめずらしいな」


    「それより宮みや島じまはどうしたんだ？」


    　僕が最初に抱いた疑問を投げかけると、山やま崎ざきは急に顔を曇らせた。


    「遠とお見みは昨日、街で起こったこと、知ってるか？」


    「あ、ああ。テレビでやってたから」


    「実はあそこに宮島もいたらしいんだよな。それで怪け我がしたらしくて、病院だよ」


    「なっ、ニュースじゃ気を失って倒れていた人がたくさんいたってだけしか……」


    「ああ、まあたいした怪我じゃないらしいんだけどよ。どうも倒れた拍子に頭を打ったらしくてな。原因がわからねぇし、場所が頭だろ？　大事を取って入院ってわけだ」


    「で、でも何でそんなところにいたんだよ。昨日はお前とショーをやってたんじゃないのか？」


    「はは、実はな、昨日もしくじっちまってな。あいつゲーセンで気晴らししてくるって一人で行っちまったんだよ」


    　あっけらかんと笑ってみせるが、その口調からは後悔が感じられた。きっと一人で行かせるんじゃなかったとか思っているんだろう。


    「そっか、でも、山崎のせいじゃないよ」


    「ああ……」


    　誰のせいかといえば、山崎よりも僕のほうが責任は重いだろう。あの術を途中で解除してしまったのは僕とアリッサなのだから。そして全ての原因はあの男。


    　冷たい予感を覚える。


    　またあの青い瞳に自分の大切にしていたものが奪われようとしている感覚。


    　僕らはあまり弾まない会話を交わしながら、学校に向かって歩いていった。


    　そしてそのまま二人で教室の前まで来る。始業ベルが鳴る寸前ということもあり校舎内は騒がしかったが、どうしてだろう――僕らの教室からはざわめきが聞こえない。


    　不審に思い顔を見合わせるも、理由がわかるわけはなく、閉じられていた教室の扉を開く。


    「おはよー……」


    　誰にともなく告げた僕と山崎の挨あい拶さつは尻すぼみになって途切れる。


    　教室にはやはり既にたくさんの生徒がいた。ほぼ全員そろっていると言ってもいいぐらいだ。だがそれにもかかわらず、しんと静まり返っている。


    　その異様な雰ふん囲い気きに息を呑のんで、周囲を見回す。近くにいたやつらは僕らにちらりと一いち瞥べつをくれるものの、挨拶を返す様子もなく、視線をそらした。


    　その視線が向かう先。そこは教室、窓際の一番後ろの席。よく見れば誰もがその場所を直視はせずに横目で窺うかがうように見ている。


    　当然そこには友とも月づき未み由ゆがいた。うつむいて立っていた。


    　いつものように座ってはいない。いや、彼女の目の前には座るべき席がなかった。


    　机が、椅い子すが、存在していなかった。


    　友とも月づき未み由ゆは立っている。何も言わず、視線を机があったはずの場所へ向けて。


    　友月未由に関われば不幸になる。僕はその意味を知っている。


    　誰かが最悪の形で友月未由と関わった。


    　僕はそれを悟ったのだった。


    



    
      ３

    


    



    



    　空気が張り詰めていた。誰もが囁ささやくように言葉を交わし、一点を見つめている。


    「ひゃぁー……友月に手ぇ出すなんて、誰だか知れねぇが勇気あるよな……」


    　山やま崎ざきも僕の耳に口を寄せて小さく言う。僕はそれには答えずに、冬ふゆ上がみに視線を向けた。昨日のことがあったからだ。


    　冬上も友月未由を見つめていた。だがその顔には何の表情も浮かんでおらず感情は読み取れない。


    　教室の様子から、僕はこれが犯人不明の悪戯いたずら……嫌がらせなのだと気づく。


    　去年のことが頭をよぎる。そうだ始まりはこんな感じだった。顔のない悪意の攻撃。僕は何もせずにただ見ていた。友月と喋しやべったこともなかったし、関わるつもりもなかった。


    　それに友月が弾かれる理由は確かにあった。


    　暗い。協調性がない。無口、たまに口を開いたと思っても、険けんのある言葉ばかり。友達がいない。学校を休みがち。行事に参加しない。プラス要素のはずの、家が金持ちな事と見目がいい事も、そんな人格では隔かく絶ぜつと嫉しつ妬とにしかベクトルが向かわない。


    　原因はいくらでもあり、ある意味自じ業ごう自じ得とく。そんなわけもあって、友月への嫌がらせはクラス内で半ば黙認されていた。


    　僕も黙って見ていた人間の一人。こんなことはどこの学校、教室でもあることだ。周りに同調すればいい、できなければ無視すればいい。彼女が皆の言うほど悪い人間ではなく、ただ内向的で人との関わりを恐れているだけなんだと気づいてはいても、集団に馴な染じめない者が排はい斥せきされるのは仕方ない事だと達たつ観かんすべきだ。


    　けれど――どうしてか僕はそのどちらもできずに、心に苦い思いを溜め込みながら友月を横目で見てしまっていた。そして彼女も、それに気づいていた。


    『どうして、見るの？』


    　昨日、友月が発した問いの答えは自分でも分からない。彼女に近づけば、自分の居場所が危うくなる。そして脆もろくなった足場は簡単に奪われる。


    　黒い海での記憶はその恐怖を心の底まで刻み込んでいたはずなのに、何な故ぜ――こんなに心が粟あわ立だつのだろう。


    　ん……何だろう、同じ葛かつ藤とうをつい最近したような――


    



    『助けられるから助けるの。助けたいから助けるのよ！』


    



    　思い出した。昨日僕はアリッサのその言葉に背を押されて命を懸かけたんだ。それは自分ができなかったことだから。由ゆ衣いを助けられたかもしれないのに手を離した、助けたかったのに叶わなかった。そんな自分を否定したかったんだ。


    　そっか――分かって、しまった。


    　僕が本当に怖かったのは、足場を奪われることじゃない。そんなことよりも、掴つかんだ手を苦しさに負けて離してしまうことの方が恐ろしかったのだ。だから誰の手も、もう掴みたくなかったのだ。


    　僕は――関わりたくないんじゃなくて……関われなかっただけだった。


    「おい遠とお見み、さっさと席行こうぜ」


    　ずっと教室を入ったところで立ち止まっている僕を山崎が急かす。背中を押されるまま自分の席まで行くも、目は立ち尽くす友とも月づきから離さない。


    「――遅すぎるって分かってるんだけどな……」


    　苦笑して呟く。本当に今更だ、去年見捨てたくせに。こんなのきっと偽ぎ善ぜんにすら程遠い。


    　だけどどうしようもなく似ているのだ。容姿とか性格がじゃなく、僕の手に怯えながら手を絡からませてきた由衣の、脆もろく消えてしまいそうな雰ふん囲い気きに。


    「遠見、何言ってんだ？」


    　まだ横にいた山崎がいぶかしげに尋ねてくる。僕はそれに笑みを浮かべたまま答える。


    「別に何でもないよ。あ――ちょっと行ってくる」


    　そう言って僕は鞄かばんを置いて入ってきたばかりの入り口に引き返す。


    「お、おい、どこにいくんだよ？」


    　慌あわてたように問いかけてくる山崎。


    「少し、探し物があってさ」


    　それだけを答えて、未だ静かな教室を後にした。


    　僕は本当に恐れるモノを履はき違えていた。それに立ち向かえる機会は――今しかない。


    　昨日アリッサを庇かばうため黒い弾丸の前に身を晒さらしたとき、あの事故以来初めて前に進めた気がした。由衣の死と呪いに向かい合った気がした。


    　それを忘れたくない。後戻りはしたくない。だから――


    



    　僕らの教室の二つ隣には使われていない空き教室がある。机は全て後ろに寄せられ、埃ほこりっぽい空気が充満している。今は備品置き場のように使われているこの教室に、僕は足を踏み入れた。窓から差し込む朝日に埃ほこりが映って光の線を描いている。


    「やっぱり、ここにあったか……」


    　僕は教室の中央に一つ放置された机と椅い子すを見つけてつぶやく。それが友とも月づきのものかどうかは、その状態を見ればわかった。


    「これはダメだな」


    　僕はその机を教室の端に移動させた後、他の比較的きれいそうなものを見み繕つくろい、埃を払う。そして机の上に椅子を逆さにして乗っけると、持ち上げて歩き出す。


    　教室の前まで来ると、相変わらず音がない。僕は教室の後ろ側の扉から、机と椅子を抱えて足を踏み入れた。


    　ガタガタと机と椅子が軋きしむ騒がしい音に、皆の目がこちらを向く。それから僕が何を持っているのか、何をするつもりなのか気づき、ぎょっとしたような表情を浮かべた。


    　僕はできるだけその視線を意識しないようにしながら、机と椅子を友月の前にドンと置いた。


    「何の……つもり？」


    　そのときになってようやく顔を上げた友月は、敵意を込めた眼差しで僕を見る。


    「……これがないと困るだろ？」


    　僕は少しひるみながらもそう答えた。


    「付け込むつもりなら、無駄……」


    　その言葉はたぶん、僕自身がこれをやった可能性もちゃんと認識しているという警告。


    「そんなつもりはないよ」


    「関わると、怪け我が、するわよ？」


    　苛いら立だったように表情を険しくして告げる友月。去年の天てん罰ばつを盾たてにした警告は、あれが偶然でしかないはずだと思っていても、背筋が凍る。


    　だけどこんなことは本当の意味で怖くなどない。


    「――なあ、昨日、どうして見るのかって僕に聞いただろ？」


    　友月は瞳に怪け訝げんそうな色を浮かべながらも、小さく頷いた。


    「あのときは分からなかったけど、さっきようやく気づいた。僕は友月さんに関わりたかったんだよ」


    「――冗談は、やめて。本気だったら、もっとタチが悪い。私、言ったでしょ、もう見ないでって」


    　ああ、昨日聞き逃した言葉はそれだったのかと、合が点てんがいく。


    「ゴメン、聞き取れてなかった」


    「ふざけないで、いい加減にしないと、本当にあなたを見せしめにするわ」


    「それは……勘かん弁べんしてほしいな」


    「それじゃ、消えて」


    　仕方ない。今はここまでだろう。自分のしたいことをしただけなのだから、これ以上粘ねばることはない。


    「わかったよ」


    　僕はそう答えて素直にきびすを返して、自分の席に向かった。クラスメイトは皆、僕のことを様々な表情を浮かべて見ていた。その中には友とも月づきと同じ事を考えている者や、厄やつ介かいなことに自分から関わることを馬鹿にしている者もいるだろう。山やま崎ざきはただ呆ぼう然ぜんとした様子で、何を考えているかはわからない。


    　体が震えそうになるのを両手を握りしめて堪こらえる。この先どうなるのか分からなかった。


    　だけど昨日と同じだ。逃げようとだけは思わない。


    　何な故ぜならまだ友月は海の底に沈みきってはいない。その手を掴つかんで離さずにいられたら、何かが変わるかもしれない。


    　僕も、彼女も。


    　もちろん上う手まくなどいかない可能性の方が大きい。友月に憎まれるだけかもしれない。


    　由ゆ衣いのときのように、苦しさに我を忘れ、気が付けば手の中は空っぽになっているかもしれない。


    　でもアリッサならきっと迷わないし、どんな結果になっても笑うだろう。そう思うと気が楽になり、開き直ってやろうと、こちらを冷たい目で見ていた一人に目線を合わせて「なんだよ？」と目で問いかけてやった。


    



    　一度始まってしまえば、止まらない流れがある。四時間目の体育が終わった後、更衣室から戻った僕の目に飛び込んできたのは黒板に殴なぐり書きされた友月に対する悪意の言葉だった。


    　一目見て僕はそれが朝の嫌がらせとは違う生徒がやったものだと気づく。これはきっと朝のことに便乗した男子の仕し業わざだろう。あまりにもあからさまで、面白がっているような感じもする。朝のあれはたぶん女子だ。悪意の形が全然違う。自慢にも何もならないが、僕は昔の経験から、こうしたことを敏感に感じ取れる。


    　教室に入ってきた友月はちらりと黒板を一いち瞥べつしたが、気にした様子もなく、自分の席に向かっていった。一応僕が運んできたあの机は使ってくれているようだ。


    　僕は大きく深呼吸をしてから、黒板に向かった。そして黒板消しを手に取る。またしても皆が僕を見ているのを背中に感じる。今朝けさからずっと僕は遠巻きに見られていた。だがそれを振り切って、黒板消しを滑すべらせようとした時、肩を掴まれた。


    「おい遠とお見み、どういうつもりなんだ？」


    　山崎だった。怖い顔をして僕を睨にらんでいる。


    「どうって、これを消すつもりだけど」


    「それがどういう意味かわかってんのかって聞いてんだ。偽善もほどほどにしとけよ。くだらねぇことに巻き込まれるぞ？」


    「……偽善かもしれないけど、僕にとってはくだらなくはないんだよ。もう決めたんだ」


    「遠とお見み！」


    　僕は山やま崎ざきの言葉を無視して、黒板消しをサァッと走らせた。言葉が削けずり取られ、意味をなさないものに変わる。


    「……勝手にしろっ」


    　山崎はそう言い捨てて、自分の席に戻っていった。心が痛んだ。山崎は恐らく本気で僕を心配していたのだろう。要よう領りようが良くて、打算的なお調子者かと思っていたが、案外いい奴だったようだ。それも今見放されてしまったようだが。


    　僕は無言で黒板を消し続ける。だがそれを止める声がまたも聞こえてきた。


    「やめて」


    　驚いて横を向く。ある意味想像していなかった人物だった。


    「え？」


    　友とも月づき未み由ゆがそこにいた。暗い光を湛たたえた瞳で僕を刺すように見ている。


    「余計なこと、しないで。こんなことで私……感謝なんてしない」


    「わかってるよ。そのぐらい」


    　自分を友月に置き換えれば、そんなことすぐ想像できる。


    「じゃあ意味なんてない、やめて。イライラするの」


    「意味ならあるよ」


    「……何が」


    　分からないというように、苛いら立だちを募らせる友月。


    「これを放っておくと僕がイライラするんだよ。だから友月さんがイライラしようと関係ない。邪じや魔ましないでほしい」


    「な……」


    　絶句する友月を置いて僕は作業を続ける。本当のところを言えば、こんなことしか関わり方が思いつかないというのが正解だ。何かを掴つかんでもいつも空っぽになって、掴もうともしなくなった僕にはこれが精一杯。


    「……ふざけないで。もういい。私がやる」


    　友月はそう言って自分も黒板消しを手に取る。だがそのときには既に僕のやるべきことは終わっていた。


    「はい、終了」


    　黒板消しを持って呆ぼう然ぜんとしている友月を残し、自分の席に戻りかけるが、あることを思いついて立ち止まる。


    「ああそうだ。友月さん」


    「……」


    　こちらを見る友とも月づきの敵意は増しているように見えたが、開き直った僕には通じない。


    「これから昼飯、一緒に食わない？」


    



    　正直一言の元に却きやつ下かされると考えていた僕の提案だが、意外なことに受け入れられ、その結果、僕らは教室の隅っこの席で向かい合っていた。なんでもはっきりさせておきたいことがあるらしい。そんな僕らを教室の誰もが横目で見ているのを感じる。


    「あなたの目的が何かは、知らない。でもこれ以上踏み込むなら、言ったでしょ……怪け我が、するわ」


    　机の上に置かれた購こう買ばいのパンには手を付けずに、友月が言う。怪け我がというのは去年友月に関わった生徒がほぼ同時に、別々の場所で事故に遭あい、怪我をしたことを言っているのだろう。まるで天てん罰ばつのような偶然――あれから友月は陰で魔女と呼ばれるようになった。


    「あれは事故だったはずだろ。まるで友月さんがやったみたいな言い方だよな？」


    「私が、やった」


    　友月は瞳に憎しみを浮かべてそう言い切る。


    「どうやってだよ？」


    　僕は多少気け圧おされながら切り返す。


    「知らないわけ、ないでしょ？　皆うわさしてる通り、私は魔女。だから魔法を使って、よ」


    「魔法、ね……」


    　僕はアリッサの語ったことを思い出す。この世界にはもうアリッサ達の扱う魔術以外は力を失ってしまったことを。あの話が本当ならば魔法なんてことはありえない。


    「魔法なんて、本気で信じてるのか？　そんなのどうやって使うっていうんだよ？」


    　一応確かめるために僕は尋ねる。


    「祈るだけ。それだけで、願いは叶ったわ……」


    「まるで神さまに奇跡を起こしてもらってるみたいな言い方だな？」


    「そう、私には神さまの声が、聞こえるの。だからあたしの声も、神さまに届くのよ」


    　冗談交じりに告げた言葉を、驚くほど真剣に返されて僕は鼻はな白じろむ。


    「神さまなんて……いるわけないだろ」


    「いいえ、いるわ。だって私には、感じられるもの。もしかして……あなたの目的、彼女と同じなの？　私から魔法のこと、聞き出したいの？」


    　僕は首を横に振る。そして胸の中で嘆息する。どうやら友月は去年の偶然を、自分の力が起こしたものだと本気で信じているらしい。


    　神さま、という言い方には多少引っかかるものがあったものの、彼女の言葉はアリッサの語った魔術とはかけ離れている。恐らくただの思い込みだ。


    「彼女ってもしかして、冬ふゆ上がみさん？」


    　あてずっぽうでそう尋ねてみると友とも月づきはこくんと頷く。


    「そうなんだ。でも僕は違うよ。第一そんなの信じてないから」


    「……あのときのこと、偶然だと思ってる？」


    「ああ、あんなの偶然だよ」


    　きっぱりと言い切ってやると友月は少し声を強めて言い返す。


    「違う。あれは私の魔法。信じられないなら、自分で確かめてみる？」


    　挑発するように言う友月に僕は頷く。何か変な方向に話が向かい始めていたのは気づいていたが、これは友月と関わるチャンスにも思えた。


    「別にいいよ。試してみても」


    　僕がそう即答すると、友月の表情が少し動いた。だがそれがどういう感情によるものかはわからない。


    「本当に怖く、ないみたいね。でも注意だけは……しておいて。そうじゃないと、大おお怪け我がするわ。あなた今日中に事故に遭あうから。私の魔法で。言った通り、他の人への見せしめに、なってもらう」


    　こちらを睨にらみつけて脅すように言う友月。その目があまりに確信に満ちていて、少しだけ自信が揺らぐ。僕は自分の右手を見る。これも魔法みたいな力。でもアリッサの使う魔術とは違うモノだろう。もしかしたら、友月は本当に？


    　しかしもう言ってしまったことだ。僕は胸の奥に生まれた不安を押し付ける。


    「じゃあ、勝負だな」


    「……勝負？」


    　きょとんとした様子の友月に僕は告げる。


    「明日、僕が無傷で学校に来たら僕の勝ち。僕がどこか怪我をしていたり、明日学校に来なかったら友月さんの勝ち。僕が負けたらもう余計なことはしない。関わらない。その代わり僕が勝ったら……そうだな、友達にでもなってもらうか」


    「――あなた本当に、何が目的なの？　そんなの何のメリットもない。勝っても、ただ私の巻き添えになるだけ。それとも……最後に裏切って、嘲あざけりたいの？」


    「違うよ。僕はただ後戻りしたくないだけさ」


    「――意味、わからないよ」


    「わかんなくてもいいよ。じゃあもういい加減この話は止めて食べようぜ。昼休みは有限なんだからさ」


    　僕は放置されたままのパンを指差す。これは僕が奢おごるといって友月の分まで買ってきたものだ。どうも友月はいつも昼を抜いているらしい。そういえば、いつも昼休みになるとふらっといなくなり、食べている様子を見たことはない。


    「後悔、すると思う」


    　ぼそりと友とも月づきがつぶやき、意外と素直に菓子パンを手に取る。


    「しないよ。僕は――自分が何をしたら後悔するかってことを……知ったから」


    　たぶん友月には理解できない言葉をまた返して、僕もサンドイッチを食べだした。それから僕らは会話のないまま睨にらみ合いつつ、奇妙な昼食を摂ったのだった。
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    　六時間目が終わり、今日は掃そう除じ当番に当たっていた僕は、ほうきをロッカーに戻して、ようやく帰路に着こうとしていた。友月は六限が終わるとすぐに姿を消している。


    「ねぇ、遠とお見みくん」


    　だが自分を呼び止める声に、鞄かばんを手に取ろうとしていた手を止めた。昼休みから誰かに話しかけられたのは初めてだった。掃除当番に当たったのは初めて同じクラスになったよく知らないやつらばかりで、朝や昼のこともあり、僕に近づいてこようとはしなかった。そんな僕に話しかける物好きは誰だろうと振り返る。


    「――冬ふゆ上がみ、さん？」


    　そこには長い黒髪の先を指でくるくると弄もてあそびながら、こちらを見ている冬上雪ゆき絵えの姿があった。


    「あのね、少し、お話ししたいことがあるの。いいかな？」


    　微笑ほほえんでそう問いかけてくる冬上。だがいつかの時のように目は笑っていない。僕は警戒しながら「何？」と尋ね返した。いつの間にか教室には僕ら二人しか残っていない。


    「遠見くんってさ、友月さんのこと好きなの？」


    　冬上はいきなりそんなことを尋ねてくる。


    「……どうして？」


    「だってあんな状況で庇かばうようなことするんだもん。誰だってそう思うわ」


    「違うよ。そんなんじゃない。もし好きだったとしたら、去年……見捨ててないさ」


    　僕の中に今あるのはそういう感情じゃない、と思う。どちらにせよ僕は自分の心が折れないようにするのに精一杯で、そんなことを考えている余よ裕ゆうはなかった。


    　僕はただこのままじゃ消えてしまいそうな――深い、深いところに沈んでいってしまいそうな友月の手を掴つかんでやりたいだけ。仮に僕の方が底に引き込まれるとしても。


    　由ゆ衣いに許されたい訳じゃない。《呪い》から解放されたい訳じゃない。ただ僕はそうやって生きていくべきなんだと、気づいたのだ。


    「ふーん……じゃあ何が理由なのかな……そういえば、昼休みに面白いこと話してたらしいわね？」


    　冬ふゆ上がみの目の奥の感情が動いたように思えた。それで気づく。今までのはただの前置きでこれからが本題なのだと。


    「聞いてたのか？　席はずいぶん離れてるってのに」


    「近くの席の子に聞いたのよ。あれだけ教室が静かなら、近くの話し声ぐらい聞こえるでしょう？」


    「わざわざ――悪趣味だな」


    「ふふ、それで思ったの。もしかして私たち、目的が同じなんじゃないかしらって」


    「目的……か」


    　友とも月づきも言っていた。冬上と僕の目的が同じじゃないのかと。そして冬上に魔法のことを尋ねられたのだと。


    「なぁ……その前に一つ確認していいかな？」


    　僕にも冬上に聞きたいことがあった。それを単たん刀とう直ちよく入にゆうに言ってしまうことにする。


    「朝のアレ……冬上さんがやったのか？」


    　僕がそう尋ねると冬上は唇を歪ゆがめる。


    「どう答えればいいかしらね。ただあれをやったのは私じゃないわ」


    　思わせぶりな言い方をする冬上。


    「やらせたって、ことか？」


    「さあ？　どうかしら。とにかく私は自分で試すつもりなんてないから」


    　曖あい昧まいな言い回しだったが、それは半ば肯定の台詞せりふだった。


    「冬上さんは……友月さんの噂うわさを知らないのか？」


    「知ってるわ。とてもミステリアスな人よね、友月さんって。有名なのは《魔女》の話だけど、他にも大金持ちの実家がこの町にあるのに、わざわざ全寮制の学校に入ったりとか……色んな事を聞いたわ。ホント不思議。怖いぐらい」


    「じゃあ何でだよ。昨日の朝……何があったかわからないけど、そんなリスクを負ってまでやることなのか？」


    「昨日の朝？　ああそういえば遠とお見みくん、あの時教室に入ってきたんだっけ。別にあの時、大したことがあったわけじゃないのよ。でもそれが確かに原因と言えば原因かしら。あの子、素直に教えてくれないんだもの」


    「いったい何を言ってるんだ？」


    「わからない？　私はあの子の魔法が本物かどうか確かめてみたいのよ。いえ、あの子が何なのか知りたいのかな。遠見くんもそうじゃないの？　自分に魔法を使わせるように仕向けたんでしょ？」


    　冬上の目は好奇心に輝いていた。その表情は僕が右手で手品を見せたときと同じ。だが今はそれが常じよう軌きを逸いつしたものに見えた。


    「な……まさか、そのために。そんなことのためだけに？　魔法なんて、本気であると思ってるのか？」


    　僕は信じられずにつぶやく。冬ふゆ上がみはそのためだけに友とも月づきへの迫害を始めたというのか。僕は思わず冬上に詰め寄る。


    「あら？　その様子じゃ、本当に違うのかしら。魔法は、あれば素敵だと思ってるわよ。前に言ったでしょう。なかったら……少し残念ってだけ――もう、そんな怖い顔で睨にらまないで。私をどうしようが、止まらないわよ。だって始めたのは私じゃないのよ？」


    　僕は拳を握り締めながら言葉を吐き出す。


    「でも煽あおったのは冬上さんなんだろ……なあ、だったら友月の魔法が本物かどうかはっきりしたら、沈ちん静せい化させて……くれるか？」


    　冬上はそれを聞いて微笑ほほえむ。たぶんこの展開も予想した上で僕に声をかけたのだろう。


    「面倒だけど、遠とお見みくんが頼むんだったら考えるわ」


    「……じゃあ、頼む。友月との話の内容は知ってるんだろ。明日の朝、僕が無傷で学校に来たら、友月の魔法はただの偶然だったってことだ。もうこんなことはやめさせてくれ」


    　悔しいが下手に出るしかない。冬上の持つ学校という場所での力は、僕の太た刀ち打うちできるものではないのだ。


    「――いいわよ。ただし私がきちんと納得できたらね」


    　底の見えない表情で笑う冬上に恐れを抱く。悪意ですらない、ただの好奇心。魔法などより、正体が知れない。僕は最初に見たとき、どうしてあの青い瞳を連想したのかようやくわかった。


    　こいつは僕から板切れを奪った男と同じ、あのジンとも同じ、自分を満たすことに何の躊ちゆう躇ちよも抱かない人間なのだ。


    



    
      ５

    


    



    



    　寮へと向かう川沿いの道を僕は一人で急ぐ。どうあっても擦かすり傷きず一つ負うわけにはいかなくなった。そのためには寮に早く戻って明日までじっとしておくのが一番だ。寄り道などして、妙なことに巻き込まれたらそれこそ洒しや落れにならない。


    「アリッサー……？」


    　早足で歩きながら小声で呼んでみる。こういうときに頼りになりそうな魔術師の幽霊少女はまだ姿を現さない。自分のこともあるが、そろそろ心配にもなってくる。


    　まさかジンがすぐ現れることはないと思うが、聞きたいことは山ほどある。そこまで消耗が激しかったのだろうか。あのとき本当に消えてしまったんじゃないだろうな？


    　そんなことを考えていたとき、プップーと後ろから走ってきた車のクラクションにはっとして道の脇による。いつの間にかだいぶ道路の中央付近を歩いていた。


    　危ない危ない。きちんと気を引き締めないと、魔法なんか関係なく事故に遭あってしまう。


    　冷や汗をかきながらほっと息をつく僕の横を、材木を積んだトラックが通り過ぎていった。


    　排気ガスの匂においに顔を背けながら胸の内で呟く。


    　そうだ、気をつけてさえいれば平気だ。避けようのない事故なんてのは、滅めつ多たにあるもんじゃないんだから。そんな偶然きっと人生に一度か二度ある程度で――


    



    　バチンッ


    



    「え？」


    　はっとして顔を上げる。すぐ傍で――何かが弾けたような音が聞こえた。


    　何の、音だ？


    　つかの間、音源が分からずに困惑する。


    　だが目の前のトラックの上で材木を括くくりつけていた太い縄なわが宙を泳いでいるのを見て、気づいた。


    　まさかロープが……切れた、音？


    　ガラガラガラと拘こう束そく具ぐを失った丸太が荷台の上で崩くずれ始める。


    「う、嘘うそだろっ！」


    　いきなりこんな馬鹿げた偶然が起こるなんて有り得ない。まさか――本当に友とも月づきが？


    　しかし考える暇もなく、解き放たれる十数本もの太い丸太。トラックから縦に滑り落ちるように転がり、互いにぶつかり、最後には道を埋め尽くす丸太の濁だく流りゆうになる。


    　道幅は狭く、逃げる場所などない。逃れられるタイミングでもなかった。ただ反射的に右手を前に突き出す。こんな五百円玉ぐらいしか消すことのできない《呪い》でどうにかなるわけはないのだが。


    　先行する一本が地面に跳ねながら太い槍やりのように真っ直ぐ僕の顔面目掛けて飛んでくる。


    　腕で受け止められるような勢いではない。質量ではない。


    　顔の前に翳かざした右手ごと吹っ飛ばされることを覚悟する。だが――


    



    　ズァッ！


    



    　右手に丸太が触れ、衝撃が僕を打ち倒そうとした瞬間、異音が響いた。そして僕は目の前の光景に絶句する。


    　丸太が翳した手の平の前で止まっていた。いや――何か違う、丸太は動いている。相変わらずこちらに向かって飛んできている。


    　なのに止まって見えるのは、右手の前で丸太が消失していくから。バキバキバキと音を立てながら手のひらに飲み込まれていく。


    　まさか掴つかんだから――否定しているのか？　これ程大きいものを？　こんなこと今まで一度も――。


    「うっ！」


    　だが突然右手に圧力がかかる。どうやら消えるスピードと丸太が向かってくる速度がわずかに釣り合っていないようだ。


    「くっ！」


    　僕は何とか均きん衡こうが保たれているうちにと、体勢を入れ替え、丸太を横に受け流し右手をぐっと握り締めた。


    　ブツンとそこで丸太の消失は止まり、後ろにゴロゴロと転がっていく。


    　頭の中は疑問だらけだったが、次に迫り来る丸太が思考する暇を許さない。しかも今度は一本ではない。残りの丸太が一いつ斉せいに襲い掛かってくる。仮にもう一度この右手で丸太を掴んで否定できたとしても、この本数はどうにもならない。


    　無理だ。


    　それを悟り、あきらめかけたとき。懐かしい、昨日聞いたはずなのに、とても懐かしい凛とした声が響いた。


    「阻む烈風ハインダーブロウ！」


    　目の前で風が吹き荒れる。迫っていた丸太はその風の壁に弾かれるようにして、僕を避けて転がっていった。


    「あ、アリッサ？」


    　僕は呆ぼう然ぜんとしながらその姿を探す。


    「ケースケ、何いきなり死にそうになってるのよ。あんたにはまだやってもらうことがあるんだからね」


    　長い金髪と碧みどりの瞳を輝かせ、彼女は僕の後ろに立っていた。しっかりとした実体を持って、そこにいる。


    　キキィッー


    　トラックが少し先で急停車し、慌あわてた様子で運転手が駆け寄ってこようとしている。


    「おい、人が来るぞ、それに魔術使って大丈夫なのか？」


    「――仮面のことを言ってるなら平気よ。言ったでしょ。あれは解かい呪じゆされたって。それより、お礼ぐらい言ったらどうなの？」


    「ご、ごめん……ありがと」


    「うん。どういたしまして」


    　それから僕らはぺこぺこと頭を下げる運転手に、別に怪け我がはなかったからいいと言ってその場を離れた。運転手は自分から学校に連絡を入れると申し出てくれたのだが、事故に巻き込まれかけたことを公おおやけにしたくなかった僕は断ったのだ。実際その方が運転手にもありがたかったのだろう。すんなり受け入れてくれた。


    「あーあ……せっかく回復したのに、いきなり魔術使わせないでよね」


    　僕と並んで歩きながらアリッサが言う。いつものように浮いてはいない。もう幽霊状態でいる必要はないと本人は言うが、僕はできれば透明になって欲しかった。今は夕方で人通りがほとんどないからいいが、普段の道で金髪の妙な服を着た……まあ可愛かわいいと言えなくもない少女と歩いていたら目立ってしょうがない。


    「悪かったって。それであのさ、変なこと聞いてもいいか？」


    「何よ？」


    「さっきのあれ、魔術だったか？」


    　僕がそう聞くとアリッサは顔色を変えた。


    「え、まさかケースケ、ジンに攻撃されてたの？」


    「あ、違うって、そうじゃない。事情はその、後でちゃんと話すけど、もしかしたらさっきの事故は魔術のせいかもしれないんだ。アリッサにならそれが分かるかなと思って聞いてみたんだよ」


    「んー……」


    　アリッサは事故があったほうを振り返るがすぐに首を横に振る。


    「駄だ目め。わからないわ。大体、現象を起こす魔術は発動した瞬間にだけ力が働くから、その時じゃないと気づけないの。あたしの目が覚めたときは、もう丸太がケースケに向かってきてたし……あ、実はあの時一本目の丸太がケースケに当たるのを防ぐには無む詠えい唱しようでも間に合わなかったの。でもケースケ、ジンの魔術消したみたいに丸太消したわよね。いったい、その右手……何なの？」


    　アリッサは思い出したように僕に詰め寄ってくる。思いがけないほど顔を近づけられて顔に血が上ってしまう。


    「――それも後で……部屋に帰ったら話す。だ、だから今は前みたいに透明になってくれないか？」


    　僕は立ち止まってアリッサに頼む。寮の前までたどり着いたのだ。


    「何でよ。せっかくあのふわふわした、居心地の悪い状態でいなくてすむようになったのに」


    「あのさ、僕が住んでるのは男子寮なんだ」


    「それで？」


    「女の子は入れちゃいけないっていう……その、ルールなんだよ。見つかったら軽くても停学さ」


    「ルール……」


    　不機嫌そうな顔でつぶやくアリッサ。


    「……仕方ないわね。部屋に入るまでは見つからないようにしてあげるわ」


    　アリッサはそう言って体を透き通らせる。なんだかこいつの扱い方が分かってきたような気がして、僕は少し気分よく笑みを浮かべるが、それを見透かされ、実体を一瞬取り戻したアリッサにチョップを入れられてしまった。


    



    「狭い部屋ねー……それに汚いわよ」


    　それが部屋に着くなりアリッサが言った感想だった。


    「うるさいな。一人部屋なんだからしょうがないだろ」


    　洗面所とバスルームだけが付いている、安ホテルのシングルルーム程度の広さの部屋には色々なものが散乱している。主に床の面積を占めているのは放り出したままの雑誌だった。その中にはアリッサに見られるとまずいものもあったので足で適当にベッドの下に押し込んで、ついでに二人が座れるスペースを作る。


    「まあ座れよ」


    　僕はまた実体を取り戻したアリッサに言う。浮いていてくれれば場所のことを気にせずにいられるのだが。それに透明ではなく、しっかりとそこにいると、変に意識してしまう。


    「あたし、ここでいい」


    　汚れたカーペットをしばらく見下ろした後、ポスンと奥のベッドに腰を下ろすアリッサ。僕は溜ため息いきをついて、目線が合うよう部屋の隅にある、そこだけは整理された机の椅い子すに座った。


    「それで、あたしの寝てる間に何があったの？　それから話して。あとケースケの右手のこともしっかりと、ね」


    「――ああ」


    　さっそくイニシアチブを握って偉そうにアリッサは問いかけてくる。どうやら完全に本調子のようだ。心配して損をしたなと苦笑しながら覚悟を固める。今まで右手のことを誰かに話したことはなかった。


    　僕はまず今日のことのあらましを伝えた後、右手を掲げてポツリと呟いた。


    「これは……きっと呪いなんだ」


    「呪い？」


    「三年前、中学二年の夏休み――僕は妹を見捨てたのさ。その、《呪い》だよ」


    　そして自分が巻き込まれた海かい難なん事故のことを話し始める。こいつは軽けい蔑べつするだろうか。声に震えが出ないよう、できるだけ淡々とした口調を心がける。


    　家族での初めての海外旅行。だが何かに船が衝突し、衝撃で海に投げ出され、自分の苦しさに我を忘れて妹の手を離したこと。そんなことをしてまで手に入れた板切れを青い瞳の男に奪われたこと。最後、海に沈んでいく時、自分の手を掴つかむ金色に輝く女の人の幻を見たこと。自分の記憶を言葉で辿たどる。


    　静かに話を聞いているアリッサ。


    「――そして気が付くと僕は救命ボートの上にいた。どうして助かったのかは分からない。他の人たちはいつの間にかボートの上にいたなんてことを言うし、案外本当に僕は魔法使いに助けられたのかもしれない。だけど一緒に船に乗っていた親父おやじとお袋は未だ行方不明。たぶん船と一緒に沈んだんだ――妹も、その後の捜索で見つかることはなかったよ」


    　僕は力なく微笑ほほえむ。そう、だから家族の墓も、空っぽだ。


    「それ以来、僕は小さな物に限ってだけど掴めなくなった。触れるのは可能だけど、手の中に力を込めて握り込むと途端になくなってしまう。あ、さっきの丸太は異常だよ。今まであんなことはなかった。ちなみに左手はいたって普通。だからこれは由ゆ衣いの手を離した右手に刻まれた呪いなん――」


    



    　ポフッ


    



    　突然、だった。顔を包む暖かい感触に言葉が遮さえぎられる。


    「――ごめん、もういいわ」


    　その声はすぐ傍から、頭の上から聞こえてきた。そこでようやく僕は、立ち上がったアリッサに頭を抱きかかえられていることを悟る。じゃあこのやわらかい感触は……？


    「っ！　ちょ……おい、いったい何をっ！」


    　僕は慌あわてて腕を振り解ほどいて、アリッサの胸元から顔を離す。顔が燃えるように熱い。


    「何って、ケースケが泣きそうだったから。そんな時、お母様はよくこうしてくれたわよ」


    「別に泣きそうになんてなってない！」


    　恥ずかしさを振り払うように叫ぶが、ふとアリッサの目がひどく真剣なことに気づく。


    「おい、どうしたんだ？　それになんでお前が謝る必要が――」


    「……別に、軽々しく訊いていいことじゃなかったって反省しただけよ。ただそれだけ」


    　何か不自然だった。アリッサの性格ならこっちの事情なんて無視して、もっとこの正体不明の力について追及してくると思ったのに。それに話した以上、右手についての魔術的見解を聞かせて欲しい。だがそれを尋ねようとする前にアリッサが言葉を継いだ。


    「じゃあ、次は友とも月づきって子のことを話してちょうだい」


    「あ、ああ……」


    　タイミングを失った僕は仕方なく頷く。


    　まあこっちの話の方が今は重要だ。右手については後回しでも構わない。けれど何かしこりのようなものが残る。


    「それで……その子は、去年とそして今日、魔法みたいに特定の人に対して事故を起こさせたのね？」


    「――そうだよ。条件を満たした奴は例外なくね」


    「ふぅん……昨日、死ぬかもしれない戦いを経験したのに、よくそんな危なそうなことに首を突っ込む気になったわね。いったいどうしちゃったの？　もっと臆病で自分勝手な人間だと思ってたのに」


    「はは……ずいぶんな言われようだな？　でも昨日のことがあったからこそ……さ。由ゆ衣いの事と向き合うには、これは逃げちゃいけない事だと思ったんだよ。それに怖くないわけじゃない。むしろ何もかもが怖いよ。怖くて仕方がない。でも本当に怖いのは自分だから、それに気づいたから、他の怖いは大したことなくなった。もしかしたら僕はその辺り、ちょっと壊れてるのかもな」


    「……？」


    　僕の言葉が理解できないように顔をしかめるアリッサ。苦笑する。それはそうだ、これは個人的な葛かつ藤とう。こんなことまで理解してもらう必要はない。話を戻そう。


    「何でもない――それで友とも月づきさんのことだったな。付け加えると彼女は――願いを叶えるにはただ祈るだけでいいって言っていた。呪文の事なんて知らない様子だった。それなのに魔術って可能性はあるのか？」


    　僕の言葉に少しだけ考える様子を見せた後、アリッサは口を開いた。


    「もし……それが偶然じゃなく、本当に魔術的なものだとしたら、必ずあたしたちの魔術に関係しているものよ。《道パス》さえあれば呪文がなくても、未み定てい義ぎ魔術が発動する可能性はあるんだから。要するに高次存在ヴイナーに思いが届けばいいの。その方法として祈ることは間違いじゃないわ」


    　きっぱりと言い切るアリッサに僕は前に感じた疑問を投げかける。


    「なあ、本当に今の世界にはアリッサ達の魔術以外、不思議な力っていうのはないのか？　この右手だって魔術と結びつけるのは難しい……と思う。他にも世界にはたくさんの人が信じる奇跡がたくさんある。今だってネットでルゥトとか言う魔法の儀式が話題になってるし――」


    「なっ！」


    　変化は劇的だった。アリッサは突然顔を蒼白にして僕に掴つかみかかってきた。


    「な、な、な……なんでケースケがルゥトなんて知ってるのよ！」


    「ちょ、な、なんだよ！　落ち着けって！　いきなりどうしたんだよ？　あんまりうるさくしたら他の部屋に聞こえるだろ」


    「いいから答えなさい！　どこでその名前を知ったの？」


    　鬼気迫る表情のアリッサに怯えながらも僕は答える。


    「だからネットでだよっ」


    「ネットって……何よ？」


    「何って世界中に繋つながってる、情じよう報ほう網もうみたいなもんだよ。知らないの？」


    「せ、世界中？」


    　慄おののくように声を震わせるアリッサ。僕もだんだん事の次第が読めてきた。


    「もしかして……ルゥトってお前の使う魔術に関係してるのか？」


    「――ええ、ルゥトっていうのはね、あたし達が魔術を使うために脳をチューニングする儀式のこと……正しくは《ルゥトの儀ぎ》。その呼び名もあたし達以外知らないはずなのに……」


    「それじゃあ――ジンが？」


    　それしか考えられず僕は問いかける。


    「見せて」


    　だがアリッサはそれには答えず鬼気迫る表情で僕に命じる。


    「え？」


    「その、ネットとかいうの見せなさい！」


    「わ、わかった」


    　僕は机の上に置いてあるノートパソコンを開き、急かされながら、前に見たページにアクセスする。そこのサイトに書かれた内容を見るたびに、アリッサが小さく悲鳴を上げる。


    　とどめは、これを飲めば魔術が使えるという眉まゆ唾つばものだったはずの薬品の調合法だった。


    　がくっと崩くずれ落ちるアリッサ。


    「お、おい……大丈夫か？」


    「そんな……とっくに広まっていたっていうの？　手遅れだったの？」


    「この薬の調合法、まずいのか？」


    　恐る恐る尋ねてみると、アリッサは頷いた。


    「これは高次存在ヴイナーと波長を合わせるために、脳を調整する特殊な薬物よ。それを飲んで、精神を変質させれば高次存在ヴイナーとの間に《道パス》を構こう築ちくできて、魔術が使えるようになるの。成功すれば見える《糸》っていうのは《道パス》のことね。まあ上う手まくその状態で脳が固定されるかどうかは不確実で、年を取るほど成功率は下がるんだけど……」


    「ほんとかよ……たったこれだけの、ことでか？」


    　僕は信じられずに呻うめく。


    「これだけ、ですって？　あたしがどうしてこんな簡単に魔術を扱えるか分かってる？　《壁》ができる以前も魔術を扱うには複雑な行程が必要だったのよ。それを省略できるのは《調整チユーニング》で脳を、そして精神を書き換えて、強制的に高次存在ヴイナーと同調……つまり同化させているから。《道パス》は高次存在ヴイナーの一部になった証。とても危険な行為なのよ。場合によってはひどい苦痛を伴うし、最悪の時は人格が崩ほう壊かいするかもしれない。あたし達の魔術はそういうものなのよ。カテゴリーは同化魔術。壁――天牢ウオルフ＝ライエを作る以外には敵から身を守るために用いられた戦闘用の魔術よ」


    　決して簡単に使えるものじゃない。とアリッサは付け足して奥歯を噛かみ締める。そして厳しい顔でディスプレイに表示された文字を睨にらみつけるが、突然驚いたように目を丸くした。


    「え……あれ？　ちょっと、違う」


    「どうした？」


    「ん、その……微妙に違うの。分量とかが。これじゃチューニングが上う手まくいかない。他の所に繋つながってもどうにもならないのに……」


    「それじゃ、大丈夫だってことか？」


    「確かにそうだけど……他の所も見せて」


    　僕は言われるまま、ルゥトに関することが掲載されたサイトを何箇か所しよも回る。


    「どこも薬品の分量が間違ってる……どうなってるの？　これじゃ意味なんてないのに」


    　混乱した様子のアリッサを見ながら、僕はある一つのことを思いつく。


    「なあ、これってジンがばら撒まいた情報なのは間違いないんだろ？」


    「ええ、たぶん。今、外そとにはあたしとジンしか《ルゥトの儀ぎ》について知っている人間はいないから」


    「じゃあ――アリッサはジンの目的を知ってるのか？」


    「え……目的？　あいつは、ただ単に力を欲しがってたのよ。外の魔術を学んでいた魔術師だったことは、あたしたちの《魔術体系》を理解し盗めたことから分かったわ。でも外に出てから他の魔術師と接触した様子はなかった。だからどこかの組織に属してるわけじゃないと思う。あたしは正直、外で魔術を使って思うままのことをしたいだけだって考えてたけど……」


    　アリッサは思いがけないことを聞かれたという感じで目をぱちくりさせる。


    「ってことは、アリッサはジンの目的をはっきり知ってるわけじゃないのか？」


    「う、うん……」


    　少しバツが悪そうに頷くアリッサ。


    「あのさ、僕はこれがジンの目的か、そのための手段じゃないかって思うんだけど」


    「この間違った調合法が？　せいぜい良くて幻覚を見るだけ。魔術なんて使えない。あいつには何の足しにもならないわ」


    「でも……きっと何かの意味はあると思うよ。そうだ、ジンが魔術を盗み出したのってどのくらい前なんだ？」


    　友とも月づきのことを思い出して問いかける。


    「日付とかはわからない。でも暑かったから外は夏って季節だったと思う。あたしもその時ほとんど同時に方はこ舟ぶねから出て、ずーっと追いかけてきたのよ」


    「夏か……」


    　友月が魔女と呼ばれるようになった現象が起こったのは去年の十月。時期的には問題ない。この情報も更新履り歴れきを見ると、そのころには既に噂うわさになっていたようだ。


    　これで魔術が本当に使えるようになったとするならば辻つじ褄つまが合うのだが、この方法では使えないという。


    「だとしたら友とも月づきの使うのが魔術って確証はない、か。でもまあ、よかったじゃないか。アリッサにとっては、まだ最悪の事態にはなってないってことだろ？」


    「そうね……でも何か嫌な予感がするわ。ケースケ、さっそく明日からまたジンの捜索よ。早くケリをつけないといけない気がするの」


    　落ち着きを取り戻したアリッサが胸を張って告げる。


    「――言っとくけど明日も学校だから終わってからな。友月のこともあるから絶対にサボるわけにはいかないんだよ」


    「む……わかってるわよ。それに、ルールなんでしょ？」


    「その通り。じゃあもう今日は部屋から出ずにさっさと寝るか――と言いたいけど、あと一つだけ訊いときたいことがある」


    「――何？」


    　僕は少しだけ緊張しながら、後回しにしてあった話題を口にした。


    「アリッサ――お前、この右手について、何か気づいた事あるのか？」


    「な、なんで？」


    「不自然なんだよ。ルゥトであんな過か剰じように反応しておいて、右手の《呪い》については全く追及しない。たぶん、理由は簡単だ。お前、わかったんだろ。だから聞く必要がないんだ」


    　ほとんどカマかけだったが、アリッサは気まずそうに目を逸そらした。


    「……別に、そんなんじゃ――」


    「うそつけ、バレバレだ。いいから言ってみろよ？」


    　僕がそう促すと、アリッサは躊躇ためらいがちに呟いた。


    「確かに――少し思い当たることはあったわ。でもさっきあたしが話を続けなかったのは、本当に反省したから。あんなケースケの顔見てたら、あれ以上続けられるわけないじゃない」


    　そんなに僕はひどい顔をしていたのだろうか……、先ほど抱きしめられた感触を思い出し顔に血が上る。


    「そうか、それは――まあ……悪かった。でも遠えん慮りよなんていらない。分かったことがあるなら教えてくれ、知りたいんだ」


    「――確証がないの……あたし自身、ただの戒めだと思ってたことだし。だからまだ言えないわ。不安にさせるだけだもの。でもね――その右手が想像通りのものだったとしたら……」


    「ものだったとしたら？」


    「ケースケがあたしや――その友月って子に関わることになったことは、偶然じゃないかもしれない」


    　何な故ぜかアリッサは辛つらそうな目で僕を見ている。


    「おい、それがこの右手とどういう……」


    「今、あたしに言えるのはこれだけよ」


    　それだけ告げてアリッサは身を翻ひるがえすとベッドに飛び込んだ。


    「お、おい、ちゃんと説明しろよ！　そんな思わせぶりな方がよっぽど不安になるだろ！」


    「うるさい、今日はもう寝るの！」


    　勝手に人の布ふ団とんに包くるまり一方的に宣言するアリッサ。


    「ってそこ僕の寝場所なんだよ。お前はいつもみたいに消えりゃいいじゃないか」


    　話がずれてしまうのは分かっていたが、看かん過かできずに叫ぶ。


    「……久しぶりにフツーに寝たいの」


    「じゃあ僕はどこで寝ろっていうんだよ？」


    「いっしょに寝ればいいじゃない」


    「なっ……ば、ば、馬鹿言うなって！」


    「――冗談よ。ごめん」


    　その言葉と共にアリッサが包まっていた布団のふくらみが、物体消失の手品のようになくなってしまう。


    「アリッサ？」


    　恐る恐る布団を持ち上げてみると、そこにはやはり誰もいない。本当に姿を消して寝たようだ。さっき起きたばかりなのにと思うが、魔術を一回使ったし、まだ回復しきっていないのかもしれない。逃げられた気もするが……。


    　それにしてもまたあいつ謝ったな……ひどく違和感がある。らしくない、というのだろうか。


    「偶然じゃない、ね」


    　意味は分からない。だがアリッサが思い当たると言う以上、どうやらこの呪いも魔術と関わりがあるのかもしれない。アリッサは言っていた――高次存在ヴイナーと《道パス》を繋つなぐことができれば、祈るだけで魔術が使えるのだと。


    　もっとも僕はあんな薬を飲んでいないし、右手がおかしくなったのはジンが外に魔術を持ち出すずっと前なのだが。


    「……腹、減ったな」


    　いくら考えても答えは出ず、僕はゴロンとベッドに転がる。腹は鳴るが今日は安全のため夕食抜きだ。ならばさっさと寝てしまおう。


    　布団に包まると、わずかに自分のものではない香りがした。ついさっき暖かさと共に感じたあいつの――。


    　っ！


    　何を考えているのだろう、僕は慌あわてて妙な気持ちを振り払うと目を閉じた。


    



    　その日は何な故ぜか右手を使ったというのに――いつもの悪夢はやってこなかった……。
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    　翌朝、登校した僕は席に座った友とも月づきの前に立ち、こう告げた。


    「僕の勝ち、ってことかな」


    　友月は信じられないという顔で僕を見ている。


    「そんな……確かに、祈ったのに。応えてくれた感触、あったのに」


    　顔を青ざめさせる友月。自分の力がなくなってしまったのかと怯えているのかもしれない。それは友月にとって唯一の身を守る手段だったはずなのだから。


    「だけど、前に言ったことは撤てつ回かいする。友月さんは何か……魔法みたいな力を使えるってことは信じてもいい」


    　僕は顔を近づけて囁ささやいた。これからの話は周りに聞かれるわけにはいかなかったからだ。幸い教室は昨日ほど静かではなく、ざわざわと音が満ちている。


    「え？　どういう、こと？」


    「僕は確かに昨日、事故に巻き込まれた。まあでも勝利条件は怪け我がをしないで今日来ることだから、僕の勝ちに変わりはないだろ？」


    「事故に遭あったのに、無事でいられたの？　そんなこと、今まで……なかったのに」


    　僕は少し考えて、頭上に透明になって浮いているアリッサを見てからこう答えることにした。


    「確かに僕が普通の人間だったら、絶対に大怪我してたと思う。だけどあいにく僕も友月さんと同じで……その、魔法使いだからさ」


    　魔法使いなどという単語を自分の事として言うのは恥ずかしかったが、友月にはこう言ったほうがいいだろう。アリッサのことはあまりに突とつ拍ぴよう子しもないことなので友月でも信じてくれないだろうが、この右手のことならすぐ証明できる。


    「あなたも……使えるって、こと？」


    「友月さんとは違う力だけどね。ほら、この前僕が手品を見せてたことがあっただろ。友月さんも残ってたから話は聞こえてたよね？」


    「うん……」


    「あのときはただの手品だって言ってたけど、実はあれ、正しよう真しん正しよう銘めいタネも仕掛けもない魔法なんだよ」


    「――本当に？」


    　疑わしげに見上げる友月の瞳は、だが揺れていた。


    「実際に見てみればわかるだろ。だけどこれは他の奴らに見られるわけにはいかないから、こっそりとだけど」


    　僕は自分の体で今からやることを見えないようにすると、そっと右手を差し出した。その上に一円玉を乗せる。


    「じゃあ、いくから」


    　そう言って手を握り締めようとして、ふと昨日のことが頭をよぎる。もしかしたら――。


    　僕はその思いつきを試すために、手を開いたまま左手の人差し指でぎゅっと一円玉を右手の平に押し込んだ。するとある程度の圧力を超えた途端、一円玉は手のひらの中へ沈み込むようにして消滅した。


    「消えた……」


    　友とも月づきの呆ぼう然ぜんとした声にはっとなって、僕は言葉を続ける。


    「ど、どう？　本当だったろう？」


    「――うん」


    　友月は呆然と一円玉が飲み込まれた手のひらを見つめていたが、僕も似た心境だった。やはりおかしい。今まではきちんと指で覆おおって見えなくしないとこの現象は起こらなかったのに。丸太を消した時に予想できたことだが……力が強まっている。右手で何かを持つのは当分控えたほうがよさそうだ。


    「まあ……こういうこと。それじゃあ約束は守ってもらうからな」


    「約束？」


    「忘れたわけじゃないだろ。友達になってもらうってやつだよ」


    「本気、なの？　もし――もしあなたが、本当に私の側に回ろうと、してるんだとしても。そんなことで……私は助かったり、しない。ただ……同じ苦痛を、味わうだけ」


    　僕はその言葉に対する答えを、しばらく探す。


    「それでも……一人じゃなかったら、居場所を失わずにすむだろ？」


    「え？」


    「とにかく、今日から僕は友月さんの友達……って呼び方が嫌だったら仲間だ。うざったかったらまた事故でも起こしたらいい。僕は防いでみせるけど」


    「いったい、あなたは……私に、何をしてほしいの？」


    「そうだな、まずはせめて苗みよう字じで呼んで欲しいな。あ、僕の名前は遠とお見み啓けい介すけだから」


    「――知ってる。でも私が、言いたいのは」


    　キーンコーンカーンコーン


    　友月が苛いら立だった様子で何かを言いかけたとき、予よ鈴れいが鳴り響く。


    「あ、チャイムが鳴ったから、そんじゃ。あ、あと今日も一緒に飯食おうな」


    「ちょ、ちょっと……」


    　文句を言わせる暇なく僕は自分の席に戻った。ふと視線を感じて上を見るとアリッサが奇妙なものを見る目で僕を見下ろしていた。学校では口をきかないと約束しているので何も言ってこないが「本当にどーしちゃったのよ、ケースケ？」と問いかけているように見えた。


    　僕も伝わるとは思わなかったが目で答える。「お前のせいだよ」と。


    　アリッサは何を勘違いしたのかニヤリと笑って、視線を逸そらした。


    　まあ、いい。後は冬ふゆ上がみだ。


    　僕は友達に囲まれている、美しい、だが恐ろしい少女を見る。話ができるのはまた放課後だろう。上う手まく説得できれば嫌がらせはなくなる。


    　僕は今から冬上に言う台詞せりふを考えて、気を引き締めた。


    



    　昼休み。僕は言葉どおり、不機嫌な顔をした友とも月づきと向かい合って昼食を食べていた。今日は朝から目立った嫌がらせはない。もちろん皆僕らを避けてはいた。山やま崎ざきもこちらを遠くから窺うかがうだけで話しかけてこようとはしなかった。


    　でも昨日よりはマシな感じ。もしかしたら僕が無事に学校に来たのを見て、冬上がもう手を回してくれたのだろうか？　そこまで親切なやつにも思えないのだが。


    「あの、あなたは……」


    「遠とお見み」


    　口を開いた友月に僕は訂てい正せいを入れる。友月は表情を険しくしたが言い直してくれた。


    「――遠見くんは、私に何を求めてるの？　友達だって仲間だって、遠見くんには、いるじゃない。わざわざ私を選ぶ理由は、何？　それを知らないと、私は怖い。私を仲間だっていうのなら、今度こそ正直に、話して」


    　友月の声には追い詰められた響きがあった。怖い――僕が？


    　言われてみれば、僕は友月の《魔法》が通じなかった上に、友月には関係のない一方的な偽ぎ善ぜんを押し付けている。無理もない、か。


    「理由は――色々あって今全部説明するのは難しいな」


    　また誰が聞き耳を立てているか分からないので、声を潜ひそめて答える。


    「でも一つだけ言えるのは――友月さんにいなくなって欲しくない……ってことだよ」


    「いなく、なる？　そんなことなら、心配される必要なんて、ない。だって私には、力があるもの」


    「――確かに、あんな事故を起こせるのなら復ふく讐しゆうをして、居場所は守れるだろうけど……僕はそれをして欲しくないんだ」


    「……どうして？」


    「去年の出来事が終わった後の友月さんを見て、少し思ったんだ。消えてしまいそうだ、って。その時、理由は分からなかった。でも今なら分かる。復讐をする度、今の友月さんは消えていってしまう。僕は今の友月さんにいなくなってほしくない」


    　だからその手を――掴つかみたいんだ。そして離したくない。由ゆ衣いのときのように。


    「つまり、私に魔法を、使ってほしくないって、こと？」


    　瞳に怒りの色を混ぜて僕を睨にらむ友とも月づき。だが僕は怯ひるまずにはっきりと頷いた。


    「ああ、そうだよ。もうあんなことはしないで欲しい」


    「だったら……どうしろって、言うの。代わりに遠とお見みくんを頼れ、とでも？　無理よ――信じることも、できないのに」


    「なら……僕を信じなくてもいい。頼らなくてもいいよ。今まで何もしなかった僕にはそんな資格はないし、そうされることを期待してるわけでもないから」


    　手遅れだってことは気づいた上で僕はこうしている。僕から友月にそんなことを求められるわけはない。これは自己満足の身勝手な行動なのだから。


    「じゃあ、私は……遠見くんをどんな風に、思えばいいのよ」


    　我慢できなくなったのか、友月は声をわずかに荒げた。


    「利用……してるって思えばいいんじゃないか？　一人より二人のほうが色々と都合がいいし、退屈がまぎれるだろ？　それにひどいこともされにくくなるし。そうやって僕が使えるうちは復ふく讐しゆうをしなくていいだろう？」


    「――私、そんなに強くない。卑ひ怯きように、なれないよ。遠見くんを、心の中に入れないようにしたくても……一緒にいたら、無理」


    　ハムクロワッサンをついばむように食べていた口を止めて、友月はうつむいた。僕は突然の弱気な言葉に驚く。僕が思っていたほど、友月の心は冷え切ってはいないらしい。


    「じゃあ信じる……とかとは違うけど。安心ぐらいはできる材料はあげるよ」


    「え？」


    　どういう意味？、というように顔を上げて僕を見る友月。そんな彼女に僕は右手を振って見せた。


    「――この手。実はさっき見せた現象は《呪い》なのさ。三年前、船の事故で妹を――見捨ててから、あんな出で鱈たら目めが起こるようになった。起こすんじゃない、起こるんだ。だから僕はこれを本当は《魔法》なんて思ってない。僕がそういう人間なんだって突き付けられている証明みたいに感じてる。もし僕が裏切ったら、この右手のことをエピソードを交えて言いふらせばいい。人前でもこの前見せたし、友月さんの言うことだから逆に皆信じるだろうさ。ちょっと調べれば昔の新聞記事で裏づけも取れるだろうしね。そうしたら僕はもう、あっち側にはどう足あ掻がこうとも戻れなくなる。少なくとも道連れにはできるだろ？」


    　早口でそう言い終えると僕は友月の反応を窺うかがう。彼女は少し呆ぼう然ぜんとした様子で僕を見ていた。


    「妹さん、亡くしたの？」


    「ああ――自分の命惜しさに、助けられなかった。両親もそのときに、ね。実際は行方不明者扱いだけどさ」


    「――じゃあ、もしかして本当は、その罪つみ滅ほろぼしに、こんなことをしたの？」


    　それはひどく分かりやすい理由だったが、僕は首を横に振った。


    「違うよ。償つぐないにどんなことをしても、許されるなんて思っちゃいけないから。でも、もう同じことは繰り返さないって決めたんだ。そういう生き方をしようって。だから僕は絶対友とも月づきを裏切らない。裏切ったとしたら、そのときは今度こそ僕の心が死ぬときだと思うから」


    　友月はポカンと僕を見る。


    「――遠とお見みくん、どうして、そこまで変わったの？　ただ私を見てるだけの人が……」


    　僕は今も後ろで会話を聞いている魔術師を意識しながら答える。


    「あるとんでもないヤツに影響されて、かな。機会があったら、そのうち紹介するよ」


    「とんでもない、やつ？」


    「ああ」


    「でも……」


    「え？」


    「遠見くんのほうが、とんでもないよ」


    　そう言った友月の顔が一瞬笑っているように見えて、僕は息を止めた。


    「どうか、した？」


    　ボーっとしてしまっていた僕に友月が尋ねる。


    「別に――何でもない」


    　僕はそう言って目を逸そらしながら、もう一度、今度は一瞬じゃなく、きちんと笑っている顔を見てみたいと思っていた。
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    　その日の放課後。僕は掃そう除じ当番ではないのだが、教室に最後まで残っていた。訝いぶかしげに僕を見るクラスメイトが全て帰った後、予想通り冬ふゆ上がみが姿を現す。


    「昨日の約束、覚えてるな？」


    　僕は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。要点だけを言おうと最初に決めておいたのだ。


    「ええ、覚えてるわ」


    　冬上は底の見えない微笑を見せながら頷く。


    「だけど、遠見くん。こう言ったのも覚えてるかしら。私が、納得できたらねって言ったこと」


    「納得できただろ？　僕がこうやって無事に学校に来たんだから」


    「そうね……確かに怪け我がはしてないみたいね」


    　笑みを深くして冬上は言う。


    「何か、含みのある言い方だな？」


    「別に。ただ……昨日遠見くんが帰った後、すぐそこで、トラックの荷物がほどけて道に散乱した事故があったって、聞いただけ」


    「ふーん……そうなんだ。もし巻き込まれてたら危なかったな」


    　冬ふゆ上がみが何を知っているのかはわからないが、僕はとりあえずとぼけることにする。


    「まあ私は、遠とお見みくんが巻き込まれていて欲しかったけど、それは、それだけのこと」


    「じゃあ別に文句はないだろ？」


    「うん、でもね。私はこう考えちゃったの。もしかして足りなかったんじゃないかなって、ね」


    「足りな、かった？」


    「そう。友とも月づきさん、遠見くんに別に意地悪されたわけじゃないでしょ？　だから足りなかったんじゃないのかな……恨うらみが。だからね、私も試してみることにしたの」


    「お、おい……何、言ってるんだ？」


    「あの子たち、煽あおっても渋しぶっちゃって苦労したんだけど、遠見くんの昨日の勝負のこと話して、友月さんの噂うわさがデタラメだって吹き込んだら俄が然ぜんやる気になってたわ」


    「お前……まさか……」


    　心が冷たい予感に蝕むしばまれていく。


    「そうね……たぶん今頃、直接襲っちゃってるんじゃないのかな。楽しみね、どうなるのか」


    「こ、このっ！」


    　思考が赤く染まり、僕は冬上の胸むな倉ぐらを掴つかみ上げる。こいつにとっては友月も、自分の取り巻きも、その価値に差はないのだろう。友月がどんな目に遭あおうが、襲ったやつらがどんな不幸に見舞われようが、何とも思わない。


    「この前言ったでしょ？　私をどうこうしても何も変わらないわよ。それより、行かなくていいの？　あの子達、女子寮の前で捕まえて、橋の下に連れてくって相談してたわよ」


    「くっ！」


    　僕は手を振り払うように離すと、冬上に背を向ける。


    「そう、あの子たちがやりすぎちゃう前に早く行ったほうがいいわ。教えてあげたのは私を手伝ってくれたお礼だから」


    　面白がるように言う冬上をこの場で殴なぐり飛ばしてやりたかったが、悔しいがそれは言われたとおり無駄なこと。僕は邪じや魔まになる鞄かばんを教室に残して、飛び出した。


    「アリッサ」


    　廊ろう下かを走りながら小さく呼ぶ。


    「何？」


    　透明な姿が走る僕の横に現れる。


    「手を、貸してくれ」


    「あのね、事情は分かるけど……これはあたしがどうにかできることじゃ――」


    　予想通りの反応が返ってくるが、今は構っていられない。


    「頼むっ！」


    　走りながら頭を下げる。


    「だいたい何であたしがケースケの言うことを――」


    「何でもするから！」


    　歯を噛かみ締めてそう叫ぶ。


    「――……もうっ。この貸しは、高いわよ？」


    「ああ、覚悟しとく」


    　階段を駆け下りながら頷くと、アリッサは真剣な顔になり「それであたしに何をしろっていうの？」と訊ねてきた。


    「友とも月づきのいるところまで、できるだけ早く運んで欲しい。それだけでいいっ！」


    「――わかったわ。それじゃあどこか人目につかないところに連れていきなさい。できるだけ目的地への方向と距離が分かりやすい場所いいわ」


    　冬ふゆ上がみは橋の下と言っていた。学校の前を流れる川は緩ゆるやかに蛇だ行こうしているが、女子寮の前まではまっすぐだったはずだ。じゃあ学校を出てすぐに川の土手に下りればいい。そこなら誰にも見られる心配はない。


    　こんなにも早く事態が動くとは思わなかった。それも最悪のパターンで。これは僕のせいでもある。湧き上がる嫌な想像を振り払いながら、僕は必死に走り続けた。


    



    「過ぎた輝きパストグロウ！」


    　光の波に乗るという最速の転てん移い術じゆつで僕らは女子寮の前の川べりに降り立った。頭がくらくらしてよろける。


    「平気？　慣れないと、この術は体にきついのよ」


    「あ、ああ平気だよ。それより――」


    　僕は友月の姿を捜して辺りを見回す。ここにも向こう岸へと渡る大きな橋が架かかっているのだが、暗い橋はし桁げたの下に立つ僕の前には誰の姿もなく、ゴミが転がっているだけだった。


    「くそっ、もっと上流か」


    　ごろごろした丸い石を踏みしめ僕は駆け出す。実体になっているアリッサも追ってこようとしたが、河原が走りづらかったようで再び透明になって飛んでくる。


    「ねぇ、もう一回飛んでみる？」


    「――いや、たぶん次の橋だと思う。走った方が速い」


    　女子寮と男子寮の間の橋は考えなくいい。やばいことをするならできるだけ学校から離れた場所でするだろう。だが一人の人間を無理やり連れて行くとしたら、そんなに遠い場所ではない。だからきっと、いるのはこの先。


    　既にこの場所からでも次の橋は見えていた。だが橋の下は影になっていて、人がいるかは分からない。


    　河原の砂じや利りは僕が足を蹴けるたびにガリッと音を立てる。慣れない場所を走っているものだから膝が痛む。


    　暗い橋の影が近づく。人影が見えた。数人の暗いシルエット。男も女もいる。


    　声が耳に届いた。笑い、哂わらう声。嘲あざける声。そして悲鳴。


    　数人の人影の中心で、誰かが一人うずくまっている。


    　その影は震え、笑い声の中で泣いていた。


    「あぁぁああああああああっ！」


    　何を言えばいいのか分からずに僕は叫んだ。言葉にならない声を放った。


    　笑い声が止み、影がこちらを向いた。見たことがある顔。クラスメイトの顔。その顔は嘲る声を止めても笑みの形を残していた。


    「なんだよ、おまっ」


    　僕を見とめて口を開きかけた手近な男子生徒を、走ってきた勢いのまま殴なぐりつけた。


    　自分でも思ってみないほどの距離をそいつは吹っ飛んで倒れる。


    「きゃああああっ！」


    　よく冬ふゆ上がみの傍で見かける女子生徒が悲鳴を上げた。全員が僕から逃げるように距離をとる。僕はそんなやつらなど無視して、倒れている友とも月づきを抱き起こした。


    「おい友月、だいじょ……」


    　大丈夫か、とは訊けなかった。顔には一発殴られた痕あとがあり、無む残ざんに腫はれている。制服も所々破れていて、友月は体を震わせて泣きながらうわごとのように何かをつぶやいていた。それを聞き取ろうと耳を近づける。


    「……お願い、お願い、お願い、お願い、こいつらを、こいつらを、こいつらを、消して消して消して消してっ！」


    　友月は祈っていた、一心不乱に。僕のことなど見えていない。


    「友月っ、おいやめろっ、大丈夫だ、僕が来たっ、だからっ」


    　ガンッ


    　唐突に世界が揺れた。暗転しそうな意識を繋つなぎとめて衝撃が来た後ろを振り返る。


    「っつ……！」


    「邪じや魔ましてんじゃねぇよ」


    　そこには僕が殴り飛ばしたのとは別の男子生徒がバットを持って立っていた。あんなもので殴られたのか？　後頭部に手をやるとぬるりとした感触があった。視界が霞かすむ。


    「死んどけ」


    　もう一度バットが振り上げられる。やばい、頭が揺れて体が上う手まく動かせない。だがそのバットを横から出てきた白い手が掴つかんだ。


    「な、なんだっ、お前どっから出てきた？」


    「アリッサ？」


    　バットを握り締めたアリッサは僕に少し笑いかけると、簡単にバットを男子生徒から奪い取り川に放り投げる。そして軽く彼の腹を殴なぐった――と思ったのだが、その体は僕が殴ったやつよりも遠くまで吹っ飛んだ。なんだこいつ、メチャクチャ強いじゃないか。


    「きゃあっ！」


    　またもや女子生徒が悲鳴を上げて、そして逃げていった。どうやら男子はこの二人だけだったらしい。


    「はは……助かったよ。強かったんだな」


    「精神体だから制限がないだけよ。密度を部分的に集中させれば力だけは上がるから。それよりケースケ、その子から離れて！」


    　うわごとを続ける友とも月づきを指差して言うアリッサ。


    「どうしてだよ。ほっとけるわけないだろ？」


    「そういうんじゃないのっ。いいから早くっ！」


    　無理やりアリッサが僕の手を引っ張る。その時、友月が一ひと際きわ大きく叫んだ。


    「消してぇええええええっ！」


    　友月の姿が赤く輝いたと思った瞬間、全身をまるで車に撥はねられたかのような衝撃が貫つらぬく。


    「ぐっ！」


    　痛みと認識できないほどの痛みが駆け巡る。許容量を超えた激痛は意識を一瞬にして吹っ飛ばして、僕の世界はただ黒一色に覆おおわれ、あっけなく途切れた。
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    　目を開くと私の周りには二人の男子生徒が倒れていた。私を殴なぐったやつと蹴けりつけたやつ。他には誰の姿もない。私を仲間だと言ったあの男の子の声が少し聞こえた気がしたのだが、気のせいだったのだろう。そんなことあるわけない。世界はそんなに都合よくない。


    　でも願いは届いた。神さまは私を助けてくれた。


    　自分の周囲に広がる小さなクレーターを見て確信する。


    　やっぱり信じられるのはこれだけ。私に応えてくれるこの力だけ。


    　左頬が熱い。蹴りまわされた全身が痛い。口の中には苦い血の味。


    　報いは受けてもらう。


    　あいつにも。あいつにも。あいつにも。


    　だけどそれで終わるのだろうか？


    　やられてからやり返すなんて割りに合わない。やられないようにしなくちゃいけない。


    　もっと力があればいいのに……例えば心が読めればそいつが何かをする前にひどい目に遭あわせてやれるのに。やられる前に恨うらむことができるのに。


    　痛みに軋きしむ体を起き上がらせる。だが顔を上げたその前に影が立っていた。
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    「え……？」


    　見上げる。大きな影だった。長身に黒いコートを纏まとっている。外国人なのか目は青色で左目を黒い眼帯で覆おおっていた。


    「光栄に思え。てめぇは俺の糧かてから昇格だ」


    「……誰？」


    　私はその男を敵意を込めて睨にらみつける。だが男は怯ひるむどころかまっすぐに私の目を覗のぞきこんできた。


    「怒りと嘆き――《魔王》としっかり繋がってやがる。素質は十分だぜ嬢ちゃん。てめぇに本当の力をくれてやるよ。世界にたった三体取り残された、《偽り》の哀れなカミサマの力をな」


    「力？」


    　その響きは私を動かした。私にはまだ力が足りない。欲しい。誰にも私がここにいることを邪じや魔まさせない力が欲しい。やり返すだけでなく寄せ付けない力が欲しい。


    　黒い男はそんな私を見つめて、大きく笑みを広げていた。
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    第四章　喰らう右手、微笑む金色
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    　真っ暗で冷たい場所に僕はいた。沈んでいた。沈めば沈むほど暗闇は冷たくなって僕の体から温度を奪ってゆく。


    『ケースケっ、ケースケっ！』


    　誰かが僕の名前を呼んでいる。誰の声だろう。わからない。


    　だけどここがどこだかはわかる。海の底だ。底のない底。果てのない底。だから僕は底にいながら沈み続ける。


    　どうして沈んでいるんだろう？


    　ああそうだ、奪われたからだ。


    　船から投げ出され、それでも生きようともがいてやっと掴つかんだプラスチックの板。あの船の破片。


    　どうしようもない暴力で手に入れかけたその生きる術すべから引き離されたからだ。


    　だったら仕方ない。由ゆ衣いと同じ場所に落ちていくことが僕の運命なのだろう。当然の罰ばつなのだろう。


    　もう方法はない。力はない。


    　奇跡もない。


    　死ぬしか、ない。


    　でも……何かを忘れてる。あるはずのものがない。そんな感じ。


    　あれ、そういえば右手は？


    　僕が掴んだ金色の輝きは？


    　あの、温かさは？


    　それを思い出すと同時に、闇の中に温かい光が生まれた。金色のまばゆい光が。


    　光は僕の目の前までやってくると、微笑ほほえんだ。


    　その光は少女の姿をしていた。きれいな人だった。


    　初めて見る人のはずだった。だけどおかしい。僕は彼女の名前を知っていた。


    「――アリッサ？」


    　呼びかけると、光は淡く微笑み、そしてしっかりと僕の右手を両手で掴んだ。


    



    「ケースケっ、ケースケっ！」


    　僕は自分を呼ぶ声に、うっすらと目を開いた。ここ数日ですっかり見慣れてしまった顔が僕を見下ろしている。だが彼女の姿は今、金色の光に包まれていた。まるであの時僕を助けてくれた人のように。


    「あ……よかった、気がついた？　あ、駄だ目め。まだ動かないでね。治ち癒ゆにはもう少し時間がかかるから」


    　治癒？


    　自分の体に意識を向けた途端、激痛が走り、僕はうめく。


    「ぐっ……あぁ……」


    「ケースケ、お願い我慢して。すぐ良くなるから」


    　アリッサがそう言うとその体を包んでいた光が強くなる。すると自分の中に温かいものが流れ込んでくる感覚ともに痛みが遠くなった。よく見れば僕の体もアリッサと同じ金色の輝きを纏まとっている。


    「僕は……どうなったんだ？」


    「大おお怪け我がをしたの。今《癒しの光アベートライト》で治療してるところよ」


    「怪我って……なんで？　それにここは……」


    　事態が把は握あくできなかった。僕の周囲には見覚えのある原っぱが広がっている。


    「――前にケースケに連れてきてもらった丘よ。人目につかないところですぐに治療をする必要があったから転移してきたの。それでその怪我は――覚えてないの？　あの子にやられたのよ」


    「あの……子？」


    　そこでようやく途切れる前の記憶が再生される。


    「と、友とも月づきさんはどうなったんだっ？」


    　痛みを忘れて体を起こそうとするがアリッサに押さえつけられてしまう。


    「落ち着いて。悪いけどあの子は置いてきたわ。ケースケの治療が最優先だったし、また魔術で攻撃されるかもしれなかったから。ここまで転移したのは逃げる必要があったからなのよ」


    「な……魔術って、あの、赤い光のことか？」


    「そう、あれは間違いなく魔術だった。あの波長からすると、恐らく《嘆きし魔王》の力を借りた未み定てい義ぎ魔術。あやふやで確実性のない未定義魔術であそこまでの威力があるなんて信じられないけど」


    「それじゃやっぱり友月さんが使っていた魔法っていうのは、アリッサたちの魔術だったんだな。ってことはあのルゥトってやつで……」


    　だがネットで流れていた情報は誤っていた。ということはジン本人が友月に魔術を教えたとでも言うのだろうか？　だがそれを尋ねてみるとアリッサは首を横に振った。


    「それはないわ。あの子が魔術を使えるようになったのは、半年以上前なんでしょ？　あたしとジンはこの国の南の方からずっと追いかけっこを続けてきたから、この街に来たのは当然初めてで最近のことよ」


    「じゃあいったい……どうなってるんだよ？」


    「あたしにも、わからない。でもあの子が魔術を使っていると分かった以上、このままにはしておけない」


    　何か強い意志を込めた言葉に僕ははっとする。


    「まさか、殺すって言うのか？」


    「できればそんなことはしたくないわ。穏おん便びんな方法を取りたい。でも、世界に魔術を広めるわけにはいかないの」


    「待ってくれ……僕が説得する。だから……」


    　僕はアリッサに縋すがろうと手を伸ばす。だがその腕はアリッサの体をすり抜けてしまう。


    「お、お前……？」


    「あはは、ケースケを治すのに何度も治療魔術をかけないといけなかったからね。まだ治りきってないけど、そろそろ限界だわ。まあ多少痛みは残るけど、動けるようにはなるから安心しなさい」


    　アリッサはそこまで言うと大きく息をついて言葉を続ける。


    「あの子のことは最初からケースケに任せるつもりよ。でもやっぱりジンと関係があって、あくまでもあいつの側につこうとするなら、あたしはケースケが反対しても行動する。その時は、お別れかもしれないわね」


    　妥協を許さない瞳の光に、僕は頷くしかなかった。


    「でも、そんなことはさせない。僕がなんとかする。してみせる」


    「あたしも……ケースケならできる気がするわ」


    「え？」


    　僕に微笑ほほえんだアリッサの体から、金色の光が薄れ始める。それと共に消えていた痛みがじわりと戻ってきた。


    「それじゃ、あたしはまた少し休むわ。いい？　あたしが目を覚ますまで軽はずみな行動をとっちゃだめよ。あと、どうしても危なくなったら心の中であたしを呼びなさい。何度も呼んでれば、あたしもたぶん起きるから」


    「――たぶん？」


    「あたしは寝起きが悪いのよ」


    　アリッサは笑って言うと、わずかに残っていた金色の光を残して、姿を消した。


    　僕は体を起こしてみる。アリッサの言うとおり痛みはあったが、我慢できないほどじゃない。それにしてもあの光はまるであの――。


    　まさかこいつが……？


    　風が吹いてザァザァと草を揺らす。少し肌寒く感じ、自分の体に手をやってみて気づいた。


    　制服の前面がぼろぼろになっていた。特にひどいのが上半身で、まるで吹き飛んだかのように胸の辺りの肌が露ろ出しゆつしていた。紺こん色いろの制服とカッターシャツに染み込んだこの赤黒いものはもしかして血か？


    　アリッサは大おお怪け我がだと言っていたが、どうやらそれは比ひ喩ゆではなかったらしい。


    　改めて魔術というものの恐ろしさに身が震える。簡単に人を壊せる力。こんなものあっちゃいけない。自分の枠わくを超えた力は確かに願いを叶えてくれる。でもそれは叶えちゃいけない願いだ。そうじゃないと心がきっと消えてしまう。罪の意識は心を削けずる。それは僕がよく知っている。


    　だからこれは友とも月づきには必要なものなのかもしれないけど、友月が友月でいるためには必要ではない力。


    　この格好で道を歩くのは目立つので、暗くなるまで街を見下ろしながら考えることにした。


    今、自分にできることを。
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    　翌日、予備の制服をタンスから引っ張り出した僕は普段どおりに学校に向かった。


    　教室には授業が始まろうとしても空席が目立っていた。そのほとんどが昨日顔を見たやつらだ。友月の姿もない。僕は昨夜寮に帰ってから、もう一度あの橋の下まで行ってみたのだが、友月はもういなかった。変な目で見られることを承知で、外出を管理している女子寮の窓口に訊ねてみても、まだ戻っていないという。


    　もしかしたら今日学校に来ているかもしれないと期待していたのだが、当てが外れた。


    　いったいどこに行ったんだ？


    　僕には寮と学校以外に友月の行きそうな場所など想像することもできない。それほどに僕は友月のことを知らなかったのだと悔しくなる。


    　いてもたってもいられない気持ちを抑えながら、透明な壁の向こうで声を潜ひそめて会話しているクラスメイト達を見る。どのグループも度たび々たびこちらを窺うかがうようにして視線を向けていた。恐らく昨日のことがもう噂うわさになっているのだろう。よく見ればこちらに背を向けた冬ふゆ上がみの傍に、昨日見た中で唯一学校に来ている女子がいた。ずいぶんと顔を蒼白にしている。


    「あいつ……」


    　怒りがぶり返しそうになるが、本当にそれを向けるべき相手は違うのだと言い聞かせる。それにしても教室の空気が異様なまでに張り詰めている。噂話に加われない僕には分からないが、もしかしたら既に何かあったのかもしれない。友月になら、それができるのだから。


    「ん？」


    　気がつくと冬上が僕のほうを見ていた。目が合うとにこりと微笑ほほえみかけて、おびえた様子の女子の手を引いて近づいてくる。


    「おはよう、遠とお見みくん」


    　昨日のことなど全くなかったように、悪びれたそぶりも見せず冬ふゆ上がみは笑う。


    「何の、用だよ？」


    　ふとするとまた胸むな倉ぐらを掴つかみ上げてしまいそうな衝しよう動どうを抑えつつ、低い声で僕は応じた。連れてこられた昨日の実行犯の一人である女子はびくりと体を震わせる。


    「遠とお見みくん、そんな怖い顔してたらこの子怯おびえちゃうわ。せっかく相談に乗ってもらおうと思ったのに」


    「相談？」


    　顔をしかめて僕は問う。


    「そう。遠見くん、あの話は聞いたかしら？」


    「どの話だよ？」


    「その様子じゃ知らないみたいね。実は昨晩から今朝けさにかけてこのクラスの子が何人も事故にあったの」


    「――」


    　やはりもう復ふく讐しゆうは始まっていた。絶対に繰り返させたくなかったことが今起きている。


    「誰か……死んだりしたのか？」


    　もしそうだとしたら友とも月づきはもう引き返せないかもしれない。だが返ってきた答えは何とか希望を繋つなぐものだった。


    「ううん。重傷の子もいるけど命に別状はないみたい。でもね、遠見くん。昨日のことは知ってるわよね？」


    「ああ……」


    　白々しく問いかける冬上に僕は軋きしんだ声で答える。


    「そう、実はね。事故にあったのはみんな友月さんに暴力を振るった人達なんですって。すごいわね。あの噂うわさ、本当だったのよ。友月さん本当に魔女だったのね」


    　嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに冬上が告げた。狂気のごとき好奇心を、今こいつは満たしているのだろう。


    「昨日のことを知ってる人の中には、遠見くんが友月さんの仇かたきを討うつために彼らを襲ったって言ってる人もいるけど、見ていた人に話を聞くと事故以外ありえない状況だったそうよ」


    　そうか……学校に来たときから居心地の悪い視線を向けられるのはそのせいか。


    「そして怖いのはここから。何と事故にあった子の一人が赤い影に襲われたって呻うめいていたって言うの。もうこれは魔法以外ありえないと思わない？」


    　楽しそうに目を輝かせる冬上に吐き気を覚える。


    「それで、相談っていうのは何なんだよ。早くしてくれ」


    「もう、せっかちね。まあいいわ。実はこの子がね、友月さんに狙われてるって言うの」


    　冬上はそう言って自分の背中に隠れていた女子を押し出す。


    「知ってるよ……」


    　忌いま々いましげにその女子を見る。当たり前だ、こいつはあの場所で他のやつらと一緒に哂わらっていたのだから。


    「あらそうなの？　だったら話が早いわ。相談っていうのはね、この子を友とも月づきさんの不幸から守って欲しいってことなの。だって遠とお見みくん、友月さんが事故に遭あうって言ったのに怪け我がしなかったんでしょ？　前言ってたよね、何か方法があるんじゃない？」


    「――本気で言ってるのか？」


    　僕は冬ふゆ上がみが何を考えているのかわからずに問いかける。僕にこいつを助ける義理などあるわけがない。それに昨日は僕の言ったことなど信用せずに、自分で試したじゃないか。


    「本気よ。いいの？　これ以上友月さんのせいで誰かが怪我をしても――」


    　笑みを深くして冬上が言う。僕の心を見透かしたように。確かにその思いはあった。だが今は怒りのほうが勝っている。


    「自じ業ごう自じ得とくだろ……」


    「ふーん……かわいそう」


    　冬上は目を細めて、震えている女子の髪を撫なでる。


    「でも、遠見くん。もしかしたら、次は怪我じゃすまないかもしれない。死んじゃうこともあるかもってこと、わかってる？」


    　声の調子を変えて言う冬上。抜け落ちていた可能性に心が揺れる。


    「な……今まではそんなことなかっただろ」


    「今までは、ね。でもこの先もそうだとは限らないじゃない？　それなのに放っておいてもいいの？　さっき遠見くん、誰も死んでないって聞いたとき、すごくほっとした顔してたのに」


    　それはとどめの言葉だった。こいつは面白半分で、だが僕が断れないと計算した上で話を持ちかけてきていたのだ。


    「――何をしろっていうんだよ？」


    「実は今日ね、この子と私、委員会で遅くなるの。学校の中では私が事故に巻き込まれないように注意してるけど、外じゃそうもいかないでしょ？　だから帰り道、女子寮まで私たちを送ってくれないかしら」


    「――わかった」


    「ありがと。よかったわね、遠見くんが一緒ならきっと平気よ」


    　冬上は女子生徒にそう告げてから、僕に顔を近づけてこう付け足した。


    「楽しみだわ。もしかしたら魔法がすぐ近くで見られるかもしれないもの」


    　決して事態の中心にはおらず、ただ観察するだけの少女、冬上雪ゆき絵え。彼女はきっと僕が友月の不幸を止められるなんて思ってはいない。それどころかあの女子に不幸が降りかかる瞬間を心待ちにしている。


    　ただその方が面白そうだから、一番事故が起こりえるシチュエーションに僕を招いたのだろう。もしくは僕のことも試すつもりなのか。あれから一度も話題にはしないが、僕の手品に冬ふゆ上がみは強い興味を示していた。


    　こいつにだけは僕の右手を見せてはいけない。


    　だが、もし友とも月づきの魔術があの女子の命を奪いそうになったとき、それを防げるのはこの右手かアリッサの魔術しかないことも、僕は理解していた。
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    　赤。それは山の端はに沈み行く太陽の色。


    　よく血のような色の夕日などと言われることがあるが、この色はそんな濁にごったものではない。どんな絵の具よりも鮮やかで透明な輝く赤。こんなにも激しく強いのに憂うれいを秘めた色。この赤に抗する色は地上にはありえない。


    　なされるがまま赤く染め上げられた教室で僕は一人、窓からその夕日を眺めていた。座るのは一昨日僕が運んできた友月の席。いや、一人ではない、隣で僕以外には見えない少女が同じように夕日を見ている。


    　先ほど目覚めたアリッサには事情を説明してあった。勝手なことをと少し怒られたが、仕方なさそうに協力はしてくれると笑ってくれた。


    「おまたせ、遠とお見みくん」


    　開いたままの教室の入り口から、聞きたくもない声が耳に届く。僕は無言で立ち上がると、その声のほうに向かって歩き出した。


    



    　赤い川、赤い道、赤い空。


    　何もかもが赤い世界を僕と冬上、そして狙われているという女子が三人で歩く。冬上とその女子は二人並んで歩き、僕はその少し後ろからついていく。頭上にはふわふわとアリッサが浮いていた。


    　行くのは川沿いの道、だがいつもとは反対の方角。女子寮に続くまっすぐの一車線道路は、下校時間が過ぎているためか他に人の姿はない。


    「ねぇ、遠見くん。私、もし何かが起こるとしたら今だと思うの」


    　冬上は隣でおびえている女子など気にしないように僕に言った。


    「どうしてだよ？」


    　会話はしたくなかったが、気にはなったので聞き返す。それに今まで何も起こらなかったのが不思議でもあった。他のやつらは皆朝までに被害にあったという。それなのにこの女子だけがまだ無事なのは何な故ぜなんだろう。


    「朝言ったと思うけど、一人が赤い影に襲われたってうわごと言ってたらしいのね。それで私、もしかしたらって考えて学校にいる間、この子に影を作らせないようにしたの。そしたら効果があったのかどうかはわからないけど、結果として何も起こらなかったわ。でも……今は」


    　冬ふゆ上がみは自分の足元を指差す。そこには強い斜しや陽ようによってできた僕らの影が、前方に長く大きく揺れていた。


    「ひっ！」


    　例の女子は小さく悲鳴を上げて冬上にすがりつく。冬上はいたわるようにその背中を撫なでてやったが、その顔は笑っていた。


    「……だったら、夜まで待てばよかったじゃないか」


    「そうしたかったけど女子寮は門限が早いのよ。仕方ないじゃない？」


    「―――」


    　常に正当な理由を付けて自分の望むことを起こそうとする冬上には、僕の拙つたない言葉では反論することができない。だがこいつは最低で間違っている。それだけは確実だった。


    　ブロロロロロ


    　前方からエンジン音が聞こえて僕は反射的に身構える。それは荷物を積んでいるわけでもないただの軽自動車。普通に端はしに避よければ事故なんて起こりようがない。僕らはその通りにしようとしたが、ただ一人、道の真ん中から動かない者がいた。あの女子だ。


    「お、おい？」


    　僕は何をやっているだと声をかけるが、彼女は焦りと恐怖に歪ゆがんだ顔でこう叫んだ。


    「あ、足が、動かないのっ！」


    　錯さく乱らん状態になりかけている彼女に僕は駆け寄り、体を運ぼうとする。だが彼女の言葉通り、足が地面にぴたりと張り付いて動かない。


    「どうなって……」


    　そこで気づく。彼女の足元の影が、赤黒い色に、それこそ血のような色に染まっていた。さらによく見れば、彼女の足首までが赤黒く、影の色に侵しん食しよくされている。


    「ケースケっ、これは魔術よ。しかも未み定てい義ぎじゃない。《侵される紅影クリムゾンシヤドー》って定義魔術。その影を何とかしないと……」


    　透明なアリッサが横で慌あわてながら言う。


    「何とかって……どうやって？」


    　近づいてくる軽自動車は僕らを見つけていないのかスピードを落とす様子がない。何やってんだよ。早く止まれっ。こちらが避けるとタカを括くくっているのか？


    「あたしの魔術で影を消せば何とかなるわ。でも……」


    　僕以外の二人を見ながらアリッサが迷うようにつぶやく。僕はちらっと冬上を見やる。冬上はこちらを助けようとする意思など微み塵じんもないようで、慌あわてた風を装いながらもただ眺めている。


    　どうする？


    「――先に、僕が試すっ」


    　つかの間逡しゆん巡じゆんするが、アリッサが中空から突然現れるよりはマシだと考えて、僕は右手を影に押し当てた。大きさは五百円玉どころではない、影なんてものを飲み込んだこともない。だけど魔術は消せた。太い丸太でさえ喰らい尽くす勢いで否定した。


    　今なら――できるかもしれない。無理だったらアリッサが何とか最悪だけは避けてくれるだろう。


    　車はようやく前方の僕らが避よけるそぶりを見せないことに気づいたのか、急ブレーキをかけたが、慣かん性せいの法則には逆らえずにこちらに向かって突っ込んでくる。


    　もしかしたらこんなことをしなくてもいいのかもしれない。あの車は元々たいしたスピードを出していなかった。激突しても大した怪け我がは負わないかもしれない。でも……。


    　消えろっ！


    　心の中でそう叫びながらアスファルトに伸びる赤い影へと右手を押し当て――掴んだ。瞬間、手のひらが燃えるように熱くなる。今までにない反応。


    　……ドクン


    　何か――脈みやく動どうのようなものを感じた。熱で影と手がくっついてしまうような錯さつ覚かく。


    　ズァー！


    　右手が影の中に沈んでいく……いや、それは逆。影の赤こそが僕の手に沈んでいく。


    　そして一瞬にして影に混ざりこんでいた赤い色が僕の右手に吸い込まれるように消えた。その途端、自由を取り戻した女子がよろける。僕は彼女を抱えるようにして横に飛んだ。


    　それまで僕らがいた場所に、ちょうど重なるようにして車が停車する。


    　こちらに「何やってんだっ！」と罵ば倒とうする運転手に謝あやまって、なんとか行ってもらった後、僕は起き上がって溜ため息いきをついた。


    「遠とお見みくん、すごかったわ。まさか本当に助けてくれるなんてね」


    　冬ふゆ上がみが感心した調子で言ってくる。僕は何も答えないまま腰が抜けて動けない女子を見た。


    　これで終わったのだろうか？


    「ねぇ、遠見くん。さっき何したの？」


    「何のことだよ？」


    「だって突然その子動けるようになったじゃない。遠見くんが何かしてくれたんじゃないのかな？」


    　微笑ほほえみながら歩み寄ってくる冬上に僕がとぼけようとしたとき。突然、冬上の表情が凍りついた。


    「あれ？」


    　何が起こったのか分からない様子で冬ふゆ上がみは自分の足元を見下ろす。


    「な、なんで……何これ？」


    　初めて見る動どう揺ようした顔で、赤く染まった自分の影を見ている冬上。そして驚くべきことにその影から声が聞こえた。


    「遠とお見みくん……どうして、邪じや魔ましたの？」


    　一言一言、噛かみ締めて話す口調と静かな声こわ音ねは……知っている。友とも月づきの、声。


    「友月さん、なのか？」


    「うん……私。ねぇ遠見くん、やっぱり、裏切ったの？」


    「違うっ！　僕は友月さんに、もうこういうことをして欲しくないだけなんだよっ」


    「――どうして？　こうしないと、私は……生きていけないのに」


    「駄だ目めなんだよ、それじゃあ。言っただろ！　こんなやり方じゃあ、どんどん友月さんが死んでいくだけなんだよ。これじゃいけないんだっ！」


    「――――わかんない、よ」


    「友月さんっ！」


    　僕が何とか説得しようと言葉を続けかけたとき、影に囚とらわれた冬上がヒステリックな声を上げる。


    「ちょっとっ、離しなさいっ！　友月さんなんでしょ？　あたしは関係ないじゃない。復ふく讐しゆうするのはその子でしょ？」


    　その言葉に呆ぼう然ぜんと成り行きを見ていた女子が、腰を抜かしたまま這はいずって逃げようと後ずさった。


    「関係ない？　本気で、言ってるの？」


    「当たり前でしょ！　私は何もしてないじゃない！」


    「そうね。さっきまでは、そうだった。そう思ってた。だけどもう私、知ってるの」


    「し、知ってるって何をよ！」


    　冬上の顔に怯おびえが走る。


    「――この影の中に、全部あったわ。あなたが考えてたこと、してきたこと、望むこと。冬上さん、あなた、ひどい人ね」


    「ひっ！」


    「そう……わかってくれた？　私はあなたを一番憎にくんでるの。だってあなたが一番、私が生きることを邪じや魔ましてるって、分かったから」


    「う、嘘うそでしょ？　ちょ、ちょっと遠見くん、助けて。早く助けてよっ！」


    　僕はその言葉ではっとなり、一歩足を前に出す。


    「動かないでっ！」


    　だが友月のあまりに悲痛な響きの叫びに、足を止めてしまう。


    「お願いっ、お願いだから、私を邪じや魔ましないで。私を、裏切らないで……」


    「友とも月づき、さん？」


    　僕が躊躇ためらい、動きが鈍った瞬間、冬ふゆ上がみの赤く染まった影が輝いた。


    「え……なっ……!?」


    　冬上の足が影に沈んでいく。まるで影が底なし沼になってしまったかのように、ずぶずぶと沈んでいく。


    「や、やめてっ！」


    　悲鳴を上げる冬上。


    「駄だ目め。あなただけは、壊してあげる」


    「いやーっ!!」


    　手を伸ばしたが遅かった。沈ちん降こうは加速して、冬上はトプンと影に波は紋もんを残して飲み込まれる。赤い影だけが、本体もなくそこに残る。異様な光景に息を呑のんでいると、残った影が突然それ自体生き物のように動き出して、遠ざかり始めた。


    「ケースケっ！」


    　耳元で怒鳴るアリッサ。僕は我に返る。


    「早くっ、追いかけるわよっ！」


    　わかってる。だが足が動かなかった。友月の「裏切らないで」という言葉が体を縛しばる。


    「しっかりしなさいっ、あんたあの子をどうしたかったのよ！」


    　どうしたかった？


    　そうだ……僕はもう彼女にこの世界を憎ませたくなかった。恐れてもいい、だけど憎んで欲しくなかった。それじゃあ本当に一人になってしまうから。


    　誰一人心から信じることのできなくなった僕みたいには、なっちゃいけない。


    　足に力を込める。そして地面を蹴ける。


    　動く。迷わなければ、まだ動ける。まだ間に合う。


    「アリッサ、行くぞっ！」


    「そうよ。しゃきっとしてなさい！」


    　裏切るんじゃない。ここで何もしないことが裏切ること。友月もそして自分も。


    　だから最後まで……どうなったとしても最後まで。


    　僕は関わる。
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    　地面を這はう赤い影は全速力で走っても追いつけない速さで遠ざかる。


    「くそっ！」


    　見失わないようにするのが精一杯だった。だが突然それまで道に沿って動いていた影が直角に向きを変えて、川の土手を下り、水面の上を滑っていく。


    　そのまま追いかけることもできず、僕は次の橋まで走って向こう岸に渡るが、赤い影の姿は完全に見失ってしまう。


    「ケースケ、あっち」


    　しかしアリッサがしっかりと一方向を指差した。


    「わかるのか？」


    「あれは魔術そのものだから、波長を辿たどって痕こん跡せきを探すのは難しくないわ」


    「よしっ！」


    　そちらに進路を向けて走る。走りづらい駅前の人ごみを抜けて、住宅地に足を踏み入れる。


    「はぁっ、はぁっ！」


    　ジョギング程度の速さになってしまったが、走るのはやめない。


    「あ」


    　アリッサが何かに気づいたような声を上げる。


    「どうしたんだ？」


    「魔術の波長が途切れたわ」


    「見失ったのか？」


    「違う。たぶんそこが彼女の居場所よ。この先ね。ケースケ、ゆっくり近づくわよ」


    「何でだよ？　急がなくちゃいけないだろ」


    「そんなゼーハー息切らして、辿り着いた途端力尽きそうな状態でどうするのよ。それに……今のうちに言っておかなきゃいけないことがあるの」


    　真剣な表情のアリッサを見て、僕はスピードを緩ゆるめて歩くことにする。


    「――その右手のことよ」


    「右手？　そりゃ前は聞かせてくれって言ったけど、今はそんな場合じゃないだろ。後でいいよ」


    　僕はそう答えるが、アリッサはぶんぶんと首を横に振った。


    「駄だ目め、今聞きなさい。必要なことなの」


    「あ、ああ……わかったよ」


    　僕が剣幕に押されて頷くと、アリッサはこう言った。


    「これ以上、その右手で魔術を消さないで」


    「なんで、だよ？」


    　アリッサの真剣な瞳に怯ひるみながら問い返す。ここから先、この右手だけが頼りだというのに。


    「他のものなら構わない。だけど魔術は駄目。それは魔術を消す……ううん、飲み込むたびに――成長してるわ」


    「成長、だって？」


    　何か生々しい単語に、僕は顔をしかめて自分の右手を見る。


    「最初は何も感じなかった。でもジンの魔術を防いだ後から、何ていうか……気配みたいなものを右手から薄うっすらと感じるようになったの。それで三年前の話を聞いて、さっき影を飲み込むのを見て、認めるしかないって分かった。昔、お母様に聞かされた時は本気にしてなかったけど、それはきっと……魔狼なのよ」


    「マロウ……？　やっぱりこれも魔術ってことなのか？　僕も友とも月づきと同じで無意識に魔術を使っていたのか？」


    「違うわ。お母様の話が本当ならあたし達の魔術とは根本的に違う。とにかく聞いた通りなら、それは成長させたらいけないの。相手の魔術はあたしがなんとかするからケースケは説得に専せん念ねんして」


    「お、おい、ちゃんと説明しろよ。こいつで魔術をこれ以上飲み込んだらどうなるっていうんだ？」


    「――……もう、いっしょにはいられなくなる、かな？　そして全部説明したときも同じ結果になるかもしれない。きっと……ケースケは怒るから。だから今は言えない。あと少しの間は協力する関係でいたいから」


    　アリッサはそう言って寂しそうに微笑ほほえんだ。


    「わかった。でも……どうしても必要になったら、僕は使うよ。友とも月づきさんを助けるためならたとえどんな結果になるとしても躊ちゆう躇ちよはしないから。それで全部終わったらきちんと話してくれ」


    「わかったわ……でも一つだけ約束しなさい、絶対に突っ走ったら駄だ目めよ」


    　あきらめたようにため息をついて念を押すアリッサに「了りよう解かい」と頷く。


    　そして前に向き直ると、再び駆け足に戻って進み始める。


    　閑かん静せいな住宅街も終わりに近づき、次第に家がまばらになってきていた。その代わり一軒一軒の家が大きくなっているようだ。ずいぶんと高そうな家が並んでいる。塀へいがある家が多く、圧迫感がある。


    　そう言えば友月の家はかなりの金持ちって噂うわさだったな。


    　確か冬ふゆ上がみも言っていた。この町に実家があるのに、わざわざこの全寮制の学校に入学したのだと。


    　だんだんとこの先にある場所が想像できてきた。


    　広い住宅が立ち並ぶ一角、一ひと際きわ高く長い塀に囲まれた家の前で僕らは立ち止まる。


    「ここよ」


    　アリッサが短く告げた。とりあえず僕は玄関を探して塀沿いに歩く。そしてどこの貴族の館だよというような洋風の門を見つけた。


    「友とも月づき……」


    　その表札を見て、僕は自分の想像が正しかったことを知る。


    「なあアリッサ、中の様子とか分からないか？」


    「まあ、簡単にならね。ちょっと待って」


    　そう言ってアリッサは周囲を見回して誰もいないことを確認すると実体化して地面に降り立つ。


    「撫でるそよ風イーズブリーズ！」


    　しばしの集中の後、アリッサが呪文を唱えると、ふわっと優しい風がアリッサを中心として吹き過ぎていった。


    「何をしたんだ？」


    「風で中を探ったのよ。結構大きなお屋敷みたいね。たくさんの人がいるわ。でも、誰も動いて――ない」


    「動いてない？　まさか死んでるのか？」


    「ううん。生きている感触はあったわ。ただ動いていないだけよ」


    　やはりと言うか、普通の状況ではないらしい。だとしたらチャイムを鳴らして招いてもらう必要はないだろう。


    　アリッサに中まで飛んでもらおうかと思ったが、これ以上魔術を無駄遣いするのはまずいと思いとどまり、僕は馬鹿でかい門の脇にある小さな通用口に歩み寄った。右手で鍵かぎを消せば入れるかもしれない。魔術に使えないというならせめてこういう時に役に立てなければ。


    　だが予想に反して、扉は押すとあっけなく奥に向かって開いてしまった。鉄製の扉がキィィィと甲かん高だかい音を立てた。


    「あれ？」


    　アリッサと顔を見合わせるが、ここは入るしかない。僕らは不安を覚えつつも足を踏み入れる。


    　普通の家が三、四軒建てられそうな広い庭には、その先の屋敷まで舗ほ装そうされたまっすぐの道が続いていた。その脇には形を整えられた草木が植えられている。


    　僕ら二人は警戒しながらも住宅街以上に静かな敷地を歩いていく。アリッサはいつでも術が使えるように実体のままだ。目指すのは当然、目の前の四階建ての大きな屋敷。


    「ケースケ、さっき調べたときには入り口に二人、動かない人間がいたわ」


    　その言葉に僕は屋敷の正面玄関にある大きな扉を見る。一見誰の姿もないように見えたが、扉の脇に何か黒っぽいものがあるような気がして目を細める。それが倒れている人間だと気づいた僕は足を速めた。


    「気をつけて、何があるかわからないわよ」


    「わかってる」


    　早足で玄関の前まで来る。やはりそこにはうつ伏せになった黒服の男が二人倒れていた。この屋敷の使用人だろうか。助け起こそうかと一瞬迷うが、今は友とも月づきと冬ふゆ上がみのことが先決だと割り切って、扉に手をかけた。


    　ガッ


    　急に足が重くなる。僕の靴くつの踵かかとを倒れていた男の手が掴つかんでいた。


    「くっ」


    　ある程度予想はしていたので、冷静にその手を振り払うと、扉から離れて距離を取る。


    　男達が同時に顔を上げた。その男達には表情がなかった。いや、正確には表情がわからなかった。その顔を覆おおい隠している仮面のせいで。


    「こ、これって？」


    　僕はさすがに驚いてアリッサを見る。


    「違うわ。これは魔女狩りの面ウイツチハントじゃない。たぶん狂信者の面フアナテイツクよ」


    　言われてみれば確かに面の形が違う。以前のは目の部分に穴が開いただけの白い仮面だったのだが、男達がつけている仮面は複雑な模様が描かれている。


    「これも友月がやったのか……」


    　だが僕のそのつぶやきにアリッサは首を横に振る。


    「いいえ。たぶんこれはジンの仕し業わざね。あの子の属ぞく性せいは《嘆きし魔王》に同調する怒りと嘆き。《求めし愚ぐ者しや》の術を使うのには適していないわ」


    「な……」


    「さっきの定義魔術といい、この仮面といい、どうやらあの子、ジンと接触したのは間違いない。たぶんこの屋敷の中にはジンも……」


    「そうか、あいつが友月に……」


    　拳を握り締める。いよいよ急ぐ必要が出てきたが、僕らの行く手を二人の仮面男が阻んでいる。体格は僕よりもずいぶんしっかりしていて、まともに組み合っても勝てそうにはない。


    「アリッサ、なんか弱点とかないのか？」


    「《狂信者の面フアナテイツク》は個人対象の術で、相手を操り人形にして命令を実行させるの。力も体の限界を無視して使うからかなり強くて、これといって弱点はないんだけど――」


    　アリッサはそう言いながら僕の前に出る。その行動に反応したのか、二人の仮面男がアリッサに向けて襲い掛かった。


    「アリッサっ！」


    　僕は叫ぶが、アリッサは余よ裕ゆうの表情で腕を一いつ閃せんさせた。


    　それだけで二人の男がまとめて吹っ飛び、屋敷の扉をぶち破って、中に転がっていく。


    「相手はたった二人。精神力がほぼ満タンのあたしなら肉弾戦で負けることはないわよ。こんなことなら最初も精神体で挑むべきだったわ」


    　振り返って自慢げに言ったアリッサは、よほどあっけにとられた僕の顔が面白かったのだろう。ぷっと吹き出した。


    「お前……普通に戦ったほうが強いんじゃないか？」


    「それは相手次第ね。魔術ほどじゃないけど疲れることは疲れるし、数で来られたら対応できないから」


    　アリッサはそう言いながら扉がなくなった玄関に向かう。僕もそれに続く。この調子なら本当に右手の出番はないかもしれない。だがそれを心から信じられるほど僕は楽観的にはなれそうになかった。


    



    　玄関から入った先は大きな広間になっており、上階へと続く階段が正面にそびえていた。階段は途中で左右に分かれ、二階へと続いているようだ。


    　太陽はもう山の稜りよう線せんに消えかかり、外からの光は途切れようとしている。それなのに屋内の明かりは一つも点いていないので、広間にはあちこちに闇がわだかまり距離感が上う手まくつかめない。上方にある大きな窓と、ぶち破られた玄関からわずかに差し込む光が、かろうじてここに輪りん郭かくを与えている。あちこちに人が倒れているのが見えた。今はまだ襲ってくる様子はないが、油断はできない。


    「――どうして……来たの？　冬ふゆ上がみさんを、そんなに助けたい？」


    　どこからか友とも月づきの声が聞こえた。だが声は広い空間に反響してどこから聞こえたものか分からない。あちこち見回して姿を探すが見つけることはできなかった。


    「違う！　助けたいのはあいつなんかじゃない。友月さんだよ」


    　僕はどこにいるのかわからない友月に向かって叫ぶ。


    「私はもう、助けなんて求めてない。自分の力で、戦える」


    「――わかってる。去年のあの時、何もしなかった僕には……資格はないんだと思う。だけどこれ以上、友月さんが変わるのを、失うのを、見たくないんだ」


    「遠とお見みくん……わからないよ。そんなに私のしてること、悪いことなの？」


    　その言葉と共にカツンと足音がして、僕はそちらを向く。左右に分かれた大階段の右上の方から、下りてくる人影があった。僕はその影に向かって言葉を続ける。


    「僕はあいつらが、友月さんに苦しい思いをさせたあいつらが、どんな目にあってもそれは自じ業ごう自じ得とくだと思うし、同情もしない。ざまぁみろって思うよ。僕はそこまで善人じゃないしね」


    「じゃあ、何で？」


    　大きな窓から差し込む僅わずかな明かりが次第に人影の姿を顕あらわにしていく。


    「自分の手で誰かを傷つけたって思いは、間違いなく今の自分を殺していくって知ってるから。それがたとえそうするしかなかった事でも――」


    　薄明かりに照らされた友月は見慣れた制服を着てはいなかった。黒い、闇のようなドレスを身に纏まとっている。


    「友とも月づきさん、叶えちゃいけない。叶っちゃいけないんだ。死んでしまえ、消えてしまえなんていう願いは。冬ふゆ上がみがどんなに憎くても殺しちゃいけない。僕みたいに死を背負って欲しくない！」


    「――妹さんの、こと？」


    　友月の言葉に頷く。


    「ああ、僕は事故で妹を――由ゆ衣いを助けられなかった。仕方がなかったって思おうとしたこともあったけど、もしあの手を離してなかったら――っていう未来を想像してしまうとダメだった。その可能性を選択できなかった重みに潰つぶされそうになる。もう同じ思いをするのは嫌で、臆病になって、ビクビクしながら生きるようになっていた。そんな時、こいつと出会った」


    　僕はそう言って隣にいるアリッサを見る。


    「――あたし？」


    　いきなり自分の話が出てきて戸惑うアリッサ。


    「こいつは僕の忘れてた、自分の形を思い出させてくれて、滅め茶ちや苦く茶ちやな状況だったけどそれを取り戻すきっかけをくれた。いや、違うか……取り戻しちゃいない。変わったものは元には戻らないよな。ただ、今の思いに正直になっただけ。僕は友月さんに同じものを背負って欲しくない。罪悪感がなかったとしても、死っていう事実はすごく大きすぎるんだ。だから止めたい。絶対に――今度こそ、手は離したくないんだ！」
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    「わがまま、だよ」


    「そうかもしれない――でも……」


    「――無理、よ。だったら、どうしろっていうの？　諦あきらめて、ただ我慢して、苦しんでなくちゃいけないの？　それとも逃げ出せ、って？　全部、無理。これ以上耐えていたら、私が壊れる。逃げ出す場所なんて……もう、ない。だからたとえ、この先に待ってるのが遠とお見みくんの言うとおりのものだとしても。私は、止まれない」


    　僕はその言葉を否定しようと口を開く。だがその前にアリッサの怒鳴り声が広間に響いた。


    「何言ってるのよ！　他に方法はあるでしょ！　何で耐えるか壊すかしかないのよ！　こんなこと魔術を使って解決することじゃないじゃない！」


    　どうやら我慢しきれなかったらしい。説得は僕にまかせると言ったくせに。


    　友とも月づきが顔を動かしたのがわかった。アリッサに視線を移したようだ。


    「あなたが……遠見くんの言ってた、とんでもない人？」


    「と、とんでもない？　まあ、いいわ。たぶんそうよ。――いいからもう魔術を使うのはやめなさい。そんなものがなくても、なんとかなるわよ」


    　友月が気のせいか少し微笑ほほえんだように見えた。


    「――まっすぐで、強い人。遠見くんが、変わったのもわかる。あなたなら魔術がなくても、きっと大丈夫なんだと思う。でも……私は弱い。あのね、奇跡でも起こらない限り、何も変えることができない人間も、いるの。だから私はこんな力でも頼るしか――ないのよ」


    　その声と共に、暗かった広間に突然橙だいだい色いろの光が満ちた。電気がついたわけではない。燃えていた。あちこちから赤く熱い火柱が立ち上がっていた。


    「そんなっ、《起動言語トリガー》も唱えてないのにっ？」


    　アリッサが驚きの声を上げる。


    「友月さんっ、何をするつもりなんだ？」


    「全部、燃やすの。私を縛しばって追い出したこの家も、人も、彼女も、みんな。死にたくないなら出てって。私は、もう手遅れ。何も取り戻すことなんて、できないから」


    「くっ！」


    　彼女というのは冬ふゆ上がみのことだろう。この屋敷ごと燃やすつもりか。それにどんなことがあったのかわからないが、友月はこの家に対しても強い憎しみを抱いているようだった。


    　友月に何とか近づこうと試みるが、無差別に突然燃え上がる炎が行く手を阻む。


    「くはははっ、すげぇだろこの嬢じようちゃんは？」


    　そんな僕らを嘲あざける声が、あの男の声が、友月とは反対側の階段から降ってきた。現れたのは長身で青い瞳の男、ジン。サングラスはかけておらず、代わりに片目を眼帯で隠していた。


    「ジンっ！　やっぱりあんたがっ！」


    「そうだぜ、俺がこいつの欲しがってたものを与えてやったのさ。だが、まさか招待状を出す前に、てめぇらの方から現れるとはな。しかもこいつと敵対してやがる。適当に言い聞かせててめぇらを襲わせようと思ってたんだが、手間が省けたみてぇだ」


    「――もういい加減に……しなさいよ。どこまで……人を利用するのよ。どこまで、あたしの思い出を壊すのよっ！」


    　アリッサは体を震わせ叫ぶ。その声のあまりに悲痛な響きに僕は驚く。


    「なんだ？　まだ方ふ舟ねにいたときの幻まぼろしでも見てんのかよ。まぁ――あそこでのお嬢様との生活はそんなに悪かぁはなかったが、所しよ詮せん偽いつわりだ。全ては手に入れるため――この力をなぁっ！」


    　ジンは哂わらいながら腕を一振りする。すると倒れていた人々が入り口の男達と同じ仮面をつけて立ち上がる。アリッサはぐっと歯を噛かみ締め、思いを振り切るように身構えた。


    「少し早はえぇが、まあ準備はできている――この前みてぇにはいかねぇぜ。この嬢ちゃんにはもう《嘆きし魔王》の定義魔術を全部叩き込んでやった。そのうえ信じられねぇが、こいつはある程度未定義魔術を使いこなしてやがる。よっぽど相性がよかったみてぇだな。こんな逸いつ材ざいがこの街の糧かての中にいるなんて、思わなかったぜ」


    「未定義魔術を使いこなしてる？　そんなこと……」


    「あるんだよ。くはは、そんなに言うなら、おい、見せてやれ！」


    　ジンがそう友とも月づきに向かって命令する。だが友月は炎が映りこんだ赤い瞳でジンを睨にらんだ。


    「うるさい」


    　その瞬間、ジンの足元から火柱が上がる。ジンは驚いた様子で後ろに飛びのいた。


    「――てめぇ、何しやがる」


    「命令しないで。縛しばらないで。私はあなたのこと、彼女と同じぐらい、嫌い」


    「――教えたはずだよなぁ？　てめぇに力を与えてやってんのは俺ってこと。少し特別扱いしてやったからって調子に乗るんじゃねぇよ。てめぇはまだ俺の糧であることは変わんねぇんだぜ」


    「――……」


    「わかったか？　だったらこいつらを殺せ。この力、失なくしたくねぇだろ？」


    　友月はしばらくジンを睨みつけていたが、すっとこちらに顔を向ける。


    「ジン……いったいその子に何をしたのよ？　糧って何？　あんたの目的ってなんなのよ？　ネットっていうのに書いてあった間違った調整薬の作り方と関係あるの？」


    　満足そうに僕らに向かっていく友月を眺めるジンに、アリッサが問いかける。


    「ああ？　くはは、やっと例の薬のこと気づいたってのか？　まぁ、仕方ねぇか。方はこ舟ぶねの中はパソコンなんて単語もなかったしなぁ。その上ネットなんて、千年前の文化で止まってる方舟の人間には理解できねぇ概がい念ねんだろ？」


    「いいから答えなさいっ！」


    「んだよ、うっせぇな。まぁ、いいぜ。隠してたことでもねぇし、知ったところでどうにもできねぇことだしよ。てめぇの想像してる通り、あの情報を流したのは俺で、分量の間違った薬にも意味はあるさ。俺たちの魔術の基本原理は知ってるに決まってるよな？　パスを繋つないで、そいつの力を借りるってことだ」


    「……当たり前でしょ」


    「そんで力を貸すってことは当然利りがあるからだ。そいつらは俺らの精神や肉体を代だい償しように持っていきやがったり、自分たちの望みを代行させる。そして――力を増す。要するにだ、俺達はあいつらを利用しているようでいて、ただの糧かてに過ぎないってことなのさ」


    「そんなこと、知ってるわよ」


    　イライラとした様子でアリッサが先を促す。


    「だったらこうも考えられねぇか？　人間おれたちでも同じことができるんじゃねぇかってな」


    「な、何言ってるのよ……そんなことできるわけ……」


    「――くはははっ！　まあそうだよな。人間同士じゃそもそも取引が成り立たねぇ。だがよ、考え方を変えりゃあ、抜け道はあったのさ。一つ聞くぞ、てめぇには違和感はねぇのか？　自分が誰も知らない神の力を借りているってことによ」


    「それはお爺じい様さまが新たに見つけたからで――」


    「んなわけねぇだろうが！　形成界イエソドには俺たちの知らねぇ神なんていやしねぇ。何な故ぜならこの物質界マルクトの精神世界だからだ。仮に滅びた古代文明の神とやらだったとしても、それがこれ程の力を持っている訳がねぇ。信じる者のいない、糧を得られない神は曖あい昧まいになり、消えるだけだ。だいたい一つっきりの精神を同調させる魔術で、三つの系統が存在すること自体が異常だ。つまりからくりがあんだよ。俺が想像するに、少なくても本物は一つだけ。残りの二柱は創られたものと考えでもしない限り辻つじ褄つまが合わねぇ。てめえの祖父、ヒース＝ストーリングは何かをしやがったんだ」


    　ジンの言葉にアリッサの顔が強こわ張ばる。


    「そ、そんなこと……有り得ない。魔術の定義が壊れるわよ！」


    「魔術を消すための魔術だ。定義なんてクソ喰らえだろ？　俺は《方はこ舟ぶね》でお前らの魔術の概念を知ってこの結論に辿たどり着いた。だが問題はどうやって創ったかだ。その方法を考え続けて、一つの可能性に至ったのさ。高次存在ヴイナーと直接リンクする同化魔術だから可能な方法を。考えてもみろよ、同化している以上、俺は魔術師でもあり、高次存在ヴイナーの末端でもあるんだぜ？」


    「それが、どうだって――」


    「はっ！　まだ分かんねぇのか？　つまりあの薬は俺と波長を合わせる薬。俺とパスを繋ぎ、俺を経由して魔術を使わせるためのもんさ。それで俺も糧を得られる。こいつらが俺の餌えさ――糧って意味が分かっただろ。自分じゃロクに使えねぇが糧を増やすために《嘆きし魔王》とも《道パス》を繋いである。実験なんだよ、これは。俺の願いを叶えるためのな。そして俺の目もく論ろ見みは当たっていた。見ろよっ！」


    　ジンはそう叫んで黒いコートを脱ぎ捨てる。その下には黒とは対照的な白のシャツがあったのだが、その色がもう白というよりも赤に染まっていた。体のあちこちから染み出している血の色で。


    「この前の魔術の反動で、俺の体はもうボロボロだ。死んでてもおかしくねぇ。だが俺は生きてる。俺はもう人間を超えつつあるんだよ」


    「そんな……うそ……」


    　アリッサは信じられないという顔でジンを見ていた。


    「くはははっ、驚いたか？　だがあんまり余よ所そ見みしてるとあぶねぇぞぉ！」


    　そこで僕は前を見る。友とも月づきが炎の燃える中、階段を下りたところで立ち止まり、こちらを見ていた。


    「友月っ！」


    　僕は叫ぶが、友月は答えないまま僕に向かって片手を伸ばした。


    「奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王」


    　暗い瞳で僕らを見つめながら呪文を唱え始める友月。今度はちゃんとした魔術を使うのだろう。アリッサはそれを見て表情を険しくした。僕はアリッサに小声で話しかける。


    「アリッサ、お願いだ。友月さんを殺さないでくれ」


    「わかってるわよ。それに今の話じゃジンを倒せばあの子は魔術を失うわ。だから狙うのはジン。あの子の魔術は防がずに避よけるわよ。その後すぐに仕掛けるから。ケースケはただ避けることに専せん念ねんして」


    「了りよう解かい」


    　そうして僕らは呪文を唱える友月と、じわじわとこちらを取り囲もうとしている仮面の人々を見ながら時を待つ。友月の魔術に巻き込まれないためか、一定以上仮面は近づいてこないようだった。


    「自らを削けずる怒り。盲もう目もくの赤き願い。全てを包む痛みの炎、奪いしものに報むくいを与えよ」


    　友月は僕の目をまっすぐに見つめた、その中には敵意があった。だが僕はその敵意には応えない。それをしたら今まで言ってきたことが嘘うそになるから。伝わるとは思わなかったが僕は目でこう告げる。


    　僕は友月さんを、助けに来たんだ――


    　一瞬、友月の瞳が揺れたように見えた。だが彼女は叫ぶ、全てを振り切るように。


    「怒りの炎ヒユアリブレイズ！」


    　友月の手のひらに赤い輝きが生まれる。


    「今っ、ケースケ避けてっ！」


    　アリッサがそう叫び横に飛んだ。僕もアリッサとは逆の方向に飛ぼうとしたが、突然全身を縄なわで縛しばられたかのように動かなくなる。


    「え……？」


    　見ると体のあちこちに黒い布のようなものが巻きついていた。


    「黒の呪縛ブラツクバインドだ。まずは、何するかわかんねぇてめぇから死にな」


    　ジンが僕に向けてそう言った。友とも月づきの詠えい唱しようにまぎれて、自分も魔術を使っていたのだ。アリッサは僕の危機を見て、ジンに向けて攻撃しようとしていた魔術を急きゆう遽きよ友月に放とうとする。


    「薙ぐクラツプ――」


    「やめろっ！」


    　だが僕はそれを阻はばむように叫び声を上げた。驚いたアリッサは言葉を止める。


    　その一瞬が全てを別わかった。


    　赤い光が、燃える炎の塊かたまりが僕に向かって放たれた。近づく熱に肌が痛む。右手は縛られていて動かない。何も、間に合わない。


    　熱が地面をえぐり、溶かし、蒸発させた。もうもうと蒸気が上がる。


    　嫌な匂においがツンと鼻をつく。そこで気づく、まだ自分の感覚があることに。


    「どうして……？」


    　僕は生きていた。顔や腕などむき出しだった部分の肌がひりひりと火傷やけどを負って痛みを発していたが、それだけでひどい怪け我がを負っているわけではない。横を見ると膨ぼう大だいな熱量が通過した痕こん跡せきが深く床を溶かして刻まれている。


    「ケースケっ！」


    　僕の無事を確認したアリッサが駆け寄ってきて、力ずくで僕を縛る黒い布を引きちぎってくれた。自由になった僕は顔を上げ、致命の一撃を放ったはずの友月を見た。


    「ははは……はずしちゃった」


    　友月が泣いていた。笑いながら泣いていた。


    「さっき……撃つ瞬間、わかっちゃったの。失うって、意味。わかっちゃったら……無理だよ。どうすれば、いいの？」


    　顔を俯うつむけてしゃくりあげる友月にジンが苛いら立だった声を上げる。


    「何してんだよてめぇっ！　てめぇの望み、叶えてぇんだろっ！」


    「私の……望み？」


    　友月は呆ほうけた顔でその言葉を繰り返す。


    「私の望み……それは――」


    　友月は何かを思い出そうとするように目を閉じて、そして次に目を開いたとき、その瞳には強い決意が秘められていた。


    「ジンさん……呪文を唱える時間、稼いでください」


    「くははっ、そうだよ、それでいいんだ。任せときな」


    　僕は友とも月づきに向かって訴えようと口を開く。


    「友月っ……」


    　だが何を言えばいいのか分からずに言葉が途切れた。


    「遠とお見みくん、ごめんね。私……もうこれしか思いつかないの」


    　友月はそんな僕に微笑ほほえんで言う。その瞳にさっきまでの敵意はない。はじめてみる友月のちゃんとした笑顔に、僕は見み惚ほれるが同時にひどい不安を覚えた。


    「友月さん……何を？」


    　僕は友月が何をするつもりかわからずに問いかけるが、彼女は微笑みを返すだけで何も答えない。そして静かに呪文を唱え始める。


    「奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王――」


    「――ケースケには悪いけど、あたしもう全力でいくわ。躊ちゆう躇ちよしてたらケースケを守れない」


    　アリッサはそう告げると、僕の前に立つ。


    「アリッサ、待ってくれ！」


    「待たないっ。ルールを破ってまで助けたやつが、こんなところで死んだら、あたしが割りに合わないのよっ」


    　強い口調でアリッサが僕に叫ぶ。


    「――何の、こと……言ってるんだ？」


    「さーね。分かんないならいいわ。方はこ舟ぶねの中は外と時間の流れが違うから、あの時とそんなに変わってないと思ったんだけどね。ただ、世界にはすごい偶然があるって話よ。ううん、偶然じゃない、か……たぶんその右手のせいね」


    「アリッサ……お前まさか？」


    　脳のう裏りを、暗い海の中から僕の右手を掴つかんでくれた金色の輝く少女の姿がよぎる。


    　だがもうアリッサは何も答えずに、階段の上から見下ろすジンを見据えた。そうしている間にも友月の詠えい唱しようは続く。


    「震え、のたうち、彼かの日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者――」


    　アリッサは腕を、呪文を唱え続けている友月ではなく、ジンに向けて高く告げる。


    「貫く風ピアーズウインド！」


    　ゴウッ


    　風が収束し、不ふ可か視しの槍やりとなってジンに向かう。ジンはこちらに聞こえないように呪文唱えていたのか、余よ裕ゆうの笑みで迎げい撃げきの術を展開させる。


    「夜の帳ナイトカーテン！」


    　黒い半球体がジンを包み込み、放たれた風の槍を何の抵抗もなく中に吸い込んだ。


    「止やむことのない嘆き。涙は枯かれ、心を染めるのは、赤き怒り――」


    　祈るように呪文を紡つむぐ友とも月づき。アリッサはジンが防ぼう御ぎよ呪文を展開したのを見ると同時に友月に向かって駆け出していた。あの術はジンの動きを牽けん制せいするためのものだったのだ。


    　しかしその前に、仮面に操あやつられた人々が立ちふさがる。


    「どきなさいっ！」


    　力任せになぎ払うアリッサだが、玄関の時とは違い人数が多い。埒らちが明かないと思ったのか、アリッサは後ろに一歩下がって、呪文を唱えた。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　アリッサの体が風に包まれて浮き上がり、そのまま仮面の人々に向けて、その先の友月を目指して突進する。


    「嘆きが撒まきしは新たな嘆き。怒りが生みしは新たな怒り。王はただ剣を振り下ろす――」


    　呪文が終わりに近づいているのがわかる。アリッサは邪じや魔まする人々を弾き飛ばして友月に肉にく薄はくするが、その寸前で黒い弾丸ブラツクバウンドが風の壁ごとアリッサを弾き飛ばした。


    「くっ……」


    　壁に激突しながらも、なんとか起き上がったアリッサを仮面の人々が取り囲む。


    「くははははっ、惜しかったなぁ」


    　ジンが勝ち誇ったように叫ぶ。事実友月の詠えい唱しようは終わろうとしていた。


    「与えるは慰なぐさみの場。叫びを、死を持って、その心を癒いやせ」


    　だが、その最後の一節を聞いたジンの顔から笑みが消える。


    「お、おいてめぇ！　何のつもりだ！」


    「まさか……これって」


    　アリッサも驚きよう愕がくの表情で友月を見る。友月は動けないままの僕を、まだ微笑ほほえんで見つめていた。笑みを湛たたえた唇が最後の言葉を告げた。


    「嘆きし、魔王アル・ザナフ・トワイライト！」


    　友月の全身が赤い輝きを放つ。熱はない。それどころか凍りつくような冷たさだ。


    「――友月？」


    　僕は何が起ころうとしているのか理解できずに、ただその変化を見守る。


    　光が友月を包み込み、形を持つ。質量がそこに生まれ、大きな何かが形作られていく。


    　友月が何か、別のものに変わっていく。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　アリッサが呪文を唱え、仮面の人々を弾き飛ばしてこちらに飛んできた。呆ぼう然ぜんとした僕にアリッサが言った言葉は信じられないものだった。


    「ケースケ、逃げるわよっ」


    「なっ、どうしてっ!?」


    「あれは最高位五節の召霊サモン……自分を媒ばい介かいにして、高次存在ヴイナーそのものを具ぐ現げん化させる魔術。さっきのは《嘆きし魔王》の真の名シアーなのよ！」


    「そ、そりゃヤバイのは何となくわかるけど、まだ友とも月づきを助けてないんだ。逃げるわけにいかないだろっ」


    「だからそんな場合じゃないのよっ。あの子が呼んだのは《嘆きし魔王》そのものなの。目に映るもの全てを憎み、壊さずにはいられない狂気の王。ここにいたら殺されるわ。それに……もう手遅れよ」


    　言い合っている間に赤い輝きが次第に収まり、そこに現れようとしているのは友月の面影などどこにもない、巨大な化け物だった。竜りゆうの顔を持った赤い巨人――


    「手遅れって……どういうことだよ？」


    「言ったでしょ、自身を媒ばい介かいにした魔術だって。それは生いけ贄にえと同じ意味よ。召霊サモンは一度発動したら、媒介の精神を全部食い尽くすまで止まらないわ。一日もあればあいつは世界だって滅ぼせるかもしれない。そうならないことを祈るしかないわね。たぶん維持できるのはせいぜい数分だとは思うけど……」


    　生贄？　世界を滅ぼせる？


    　僕の頭がその言葉の理解を拒む。


    　友月、お前いったい、さっき何を決めたんだ？


    　これが望みだっていうのかよ。


    　世界を、少なくても自分を苦しめたこの街を壊し、自分も死ぬ。そんなことは望んでなかったはずだろ？


    　体中が熱せられた金属のように赤く輝いている巨人が顔を上げた。その先には呆ぼう然ぜんとしていたジンの姿。


    「くっ！」


    　カッ！


    　巨人が竜のごとき口を開き、赤い閃せん光こうを迸ほとばしらせた。ジンが立っていた場所が一瞬にして削けずり取られて、その姿が赤い光の中に消えた。光が収まった後にはもう何もない。天井からその先の雲まで貫つらぬいた円えん筒とう形けいの穴がそこに残るだけ。


    「あ……ジン？」


    　その光景を見てアリッサがひどく乾いた声を上げた。僕の方はあまりの出来事に声が出ない。操られていた人達が、術が解けたのかバタバタと倒れ伏す。


    「――……っ！　はやくっ、ケースケっ！　屋内じゃ《過ぎた輝きパストグロウ》も使えないのっ」


    　その音で我に返ったアリッサが、僕の腕を強引に引いていこうとする。だが僕はそれを振りほどいた。


    「やっぱり、駄だ目めだ。このままじゃ、駄目だっ！」


    「そんなこと言って何ができるのよっ。あいつが使うのは正しよう真しん正しよう銘めいの魔法。魔術なんかじゃ太た刀ち打うちできないのよっ」


    「――だとしても、駄だ目めなんだ。それに一つだけ思いついたことがある」


    　そう言って僕は右腕を見つめる。


    　赤い炎が燃える中、その巨大な姿を揺らめかせている魔王に向かって僕は足を踏み出した。


    「ちょ……やめなさいっ！　右手は使っちゃ駄だ目め！　魔法なんて飲み込んだら戻れなくなる！」


    　――戻れなくなる。その意味は、よくわからない。だけどさっき、もう一緒にいられなくなると言った言葉が蘇よみがえる。


    　でも、それでも可能性がある以上あきらめるわけにはいかなかった。ここで逃げれば友とも月づきは死んでしまうのだから。


    　死ぬ？


    　……もしかして友月はただ考えることを、理解することをやめてしまいたかったんじゃないだろうか。


    　友月はわかったと言った。失うことがどういうことなのか、わかってしまったと言った。


    　きっとそれは諦あきらめだ。生きるために全てを諦めてしまうことだ。


    　それが、できなかった。だけど止まることも選べない。


    　だったら全てを何かに委ゆだねるしかない。


    　友月がこれを選んだのはたぶんそれだけの理由。


    　僕を殺すことを、諦めることを、選ぶことができなかった彼女は、力を捨てることも選ぶことができず、ただゲームオーバーになるしかなかった。


    　そういうこと。だけどそんなことで……納得できるわけがないっ。


    「何も選べなくて、そんな化け物に運命を任せるのなら――代わりに僕が選んでやる」


    　友月はわかっていない。確かに友月は色んなものをなくした。でも、僕を殺さなかった。


    　だから……まだ友月は僕を失っていない。まだ手は繋つながっている。それをわからせる。絶望なんかするのは、それこそ、全部なくなってからでいいんだ。空っぽになってからでいいんだ！


    　ゆっくりと、ゆっくりと巨人が僕らのほうを向く。赤い、怒りと嘆きを湛たたえた瞳が僕を射る。ガバッと口が開き、その奥に赤い光が瞬またたいた。


    「ああああああああっ！」


    　僕は右腕を前に突き出し走る。


    「消えろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」


    「――ケースケっ！」


    　アリッサの叫びが遠ざかる。


    　巨人のあぎとに光が満ちて、放たれる。僕はそれを――掴む。


    　手の平に熱さと痛み。目を開けていられないほどの輝き。


    「あ、あぁぁああああ！」


    　右手ががくがくと震える。圧力に押されている。飲み込めきれていないのだ。体が押し戻されようとするのを目を閉じながら必死で踏ん張る。おそらく一度に飲み込める許容量を超えているのだろう。丸太のときのように。こんなとんでもないものを否定出来るほど成長していなかったということか。


    　飲み込むはずの右手が、逆に光に飲まれていく。


    「ダメ……なの、か？」


    　絶望的なまでに溢あふれかえる赤しやつ光こう。


    　頼むっ――！


    　願う、願う、願う。神様にではない。右手にでもない。アリッサが告げた魔狼などにでもない。


    　もう記憶の中にしかいない幼い少女の姿に――由ゆ衣いに願う。


    　頼む！　今度こそ離したくないんだ、仕方ないってあきらめたくないんだ！　ははっ、お前を助けられなくてこんなことを言うなんて虫が良すぎるだろ？　だから頼む、呪ってくれ！　もっと、もっと、僕を憎んでいいっ！　その代わり――。


    



    　こいつを、消してくれ！


    



    　ドクン


    　突然限界を迎えつつあった右手が震えた。急に右手の圧力が軽くなる。前に進める。


    「な、なんだ？」


    　ゴクン　ゴクン　ゴクン


    　飲み干すように、右手が光を飲み込んでいく。いや……本当に嚥えん下かするように脈みやく動どうしている。


    　ドクン


    　また震える。


    　そして変化は突然訪れた。


    「ぐぅああああっ！」


    　右腕にすさまじい痛みが走る。ぞわっと右腕に黒い体毛が湧き出す。それと同時に右腕が骨や筋肉など無視してバキベキと膨ふくらみだす。大きくなる。形を、変える。


    『ガァアアアアアアッ！』


    　咆ほう哮こうが轟とどろいた。僕の右手から。


    「なっ？」


    　見ているものが信じられなかった。右腕が口になっていた。巨人に劣らぬ凶暴な牙きばの並んだ口が、飢えた狼のようなあぎとが赤い輝きを飲み込んでいる。そのスピードは完全に巨人の光を凌りよう駕がしていて、僕はまったく抵抗のなくなった光に手を……口をかざしながら走る。


    　これが、成長という意味なのだろうか。それとも由ゆ衣いが僕の願いを聞いてくれたのか。だけど、今は、今だけは。右手がどうなろうとも前にさえ進めればよかった。


    　光を、抜ける。目の前には口を開いたままの巨人。その胸元めがけて僕は飛び上がり、口となった右手をたたきつけた。


    　バクン


    　口が閉じて、牙きばがかみ合わされた。そして、ただそれだけで、魔王と呼ばれた巨人の半身がえぐれたように消えうせた。


    　ウオォォォォォォォッ


    　魔王がそれこそ嘆くように吼ほえる。着地した僕は残った部分に向かって腕を振るう。


    『ガァアアアアアアア』


    　だが腕の咆ほう哮こうを聞いて、これでは駄だ目めだと気づく。このままでは友とも月づきごと、この腕は魔王を全て喰らってしまうことが理解できた。僕は腕を止めようとするが、止まらない。止められない。もはや僕が右手を動かしているのではなく、右手が僕を動かしているようだった。


    「くそぉおっ！」


    　それでも体をねじり、腕の軌き道どうを変えて口を下に向けた。


    　バクン


    　屋敷の床にクレーターのような穴が開く。やはり、この口は見み境さかいがない。


    　足元が崩くずれたため巨人がバランスを崩して横に倒れた。


    　僕は穴から這はい上がり、体を削けずられ惨みじめに倒れた魔王と向き合った。右手が早く喰らいつきたいというように暴れる。左手でそれを押さえつけながら、僕は魔王の赤い瞳を睨にらみつけた。


    「おい……魔王。喰われたくなかったら、友月さんから、離れろっ」


    　言葉なんて通じる必要はない。ただ精神存在だというこいつらには思いさえあれば届くはずだと、そう告げる。


    　ウォォォォッ


    　魔王が吼ほえる。あまりにも存在が違いすぎる、その威圧感にひるみそうになるが、引くわけにはいかない。


    　僕はよだれをたらし、牙を鳴らして、食事を待ち望む口を魔王の前に翳かざす。


    「もし離れないって言うなら、こいつで少しずつ、少しずつ、殺さないようにお前の体を抉えぐり取ってやる。喰って喰って喰って喰って、だんだん小さくしてやる。抵抗するならしてみろよ。お前の力なんて僕には通じない。この口には何だってご馳ち走そうになるだろうさ。だから……だから離れろっ！」


    　がたがたと震え、僕の体を勝手に動かそうとする右手に、脂あぶら汗あせを垂らしながら逆らい続ける。実際にそんな細かいことなどできそうにはない。ほんの少し気を緩ゆるめるだけでこの口は一口で魔王を平らげてしまうだろう。友とも月づきも一緒に。


    　ウォオオオオオオオォォォォッ


    　一ひと際きわ大きく魔王が吼ほえた。やはり無理だったかと唇を噛かむが、急激に魔王の姿が薄れ始めた。


    「あ……？」


    　赤い光に戻っていく魔王を僕は呆ぼう然ぜんと眺める。目の前から消えていく餌えさに右手がいっそう激しく暴れまわったが、僕は勝手を許さなかった。


    　赤い輝きが形を失い、空気に溶けていく。そしてその中心に、一人の少女の姿が見えた。


    　完全に光が消えてしまうと、右手が大人しくなる。何が起こったのか理解できない様子で立ち尽くす友月未み由ゆに僕は笑いかけた。


    「――おかえり」


    「遠とお見み、くん？」


    　ぽかんとした顔で僕を見る友月。だがすぐにふらっと僕のほうに倒れてきて、気を失ってしまう。僕は彼女を優しく床に横たえて、こちらを厳しい目で睨にらんでいるアリッサへと向き直った――。
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    「――使っちゃったね、右手」


    　離れたところからアリッサがそう呟いた。彼女を視界に入れたとたん、大人しくなったはずの右手が再び暴れだそうとし、唸うなり声を上げる。僕はそんな不気味な自分の右手を見下ろしてからアリッサに尋ねる。


    「なぁ、これは何なんだ？」


    　驚くべきときに驚かなかったせいか、心は驚くほど平静だった。


    「魔ま狼ろう、フェンリル……昔、お母様にね、絶対に方はこ舟ぶねの外に出たらいけない。外で魔術を使ってはいけないって言われたことがあったの。あたしはもしそれをしたらどうなるの、って訊ねた。そしたらお母様は怯えたように声を震わせて、お爺じい様さまの罰ばつが下るのよ――って教えてくれた。ルールを破った悪い子は魔狼フエンリルに食べられちゃうんだって……」


    「フェン、リル？」


    　聞き覚えのある名前だ。確か北ほく欧おうの――。


    「あはは、違うわよ。既き知ちの高次存在ヴイナーはもういないんだから。そういう意味を持つってこと。今なら分かる……それは魔術名。くるったように世界から魔術を消し去ろうとしたお爺様が、自分が死んだ後もその状態が保たれるよう、身内に残した枷かせだったんだわ。正直、信じてなかった。ジンとあたしが外に出たときも、何も起こらなかったから。やっぱりただの戒いましめだと思ってたの」


    「じゃあ、これは……」


    　やっぱり《呪い》などではないのか。ということは、さっきまるで由ゆ衣いが僕の声に応えてくれた気がしたのも……ただの偶然。


    「そう……魔術よ。それもさっきあの子が使った召霊サモンに近い。ケースケ自身を媒ばい体たいにしてる。そして恐らく魔術を反転させて成長していくの。お母様は魔ま狼ろうからは逃げ切れないって言ってた。いつか必ず追いつかれるって。たぶん正反対の磁じ力りよくが引き合うように、魔術を使う存在は自然とこの《反転魔術》に引き寄せられるって意味だと思う。だからケースケがあたしたちのいざこざに巻き込まれたのは偶然じゃないわ。その右手が引き寄せた必然なのよ」


    「な……じゃあ友とも月づきのこと、も？」


    「たぶん、ね。物質を消してしまう力は副産物にすぎなかったのよ。フェンリルにとって意味のある食物は魔術だけ。その糧かてを得て一定まで成長すれば宿しゆく主しゆを食い尽くして完全に具ぐ現げん化……そして魔術パスを持つ者を見み境さかいなく喰らう獣になるはずよ。今のケースケはそのギリギリのところにいる。見て、その右手あたしを食べたがっているでしょ？　きっとこの精神体も魔術で維持してるから、食欲をそそるんでしょうね」


    　僕は静かに語るアリッサを見つめる。


    「じゃあ、僕は……お前の、アリッサの敵になったってことなのか？」


    　一緒にいられなくなる――その言葉が蘇よみがえる。


    　だがその言葉に、アリッサは首を振る。


    「まさか……ケースケを敵だなんて思わないわよ。あたしは抵抗しないわ。だってケースケがそんな体になったのはあたしのせいだもの。それにケースケから大切なものを奪った責任も、あたしには……あると思うから」


    「え――」


    　心臓が跳ねる。


    　どういう、意味だ――。


    「三年前の事故――方はこ舟ぶねの中では時間の流れが違うけど、あたしはそれを知ってるの。この前、話を聞いてすぐ分かった。あれはね、方舟……実質は動く島を守る結界に客船が衝突した事故なのよ。普段は何かが近づいても自じ動どう回かい避ひしてるらしいんだけど、あの時は船のあまりに急激な方向転換に対応できなかったの。船が壊れて……たくさんたくさん、人が沈んでいった。お母様は仕方がないって言ったけど、あたしは我慢ができなくて魔術を使って結界の外に飛び出した」


    　僕は突然の話に呆ぼう然ぜんとする。しかし脳のう裏りに昨夜の情景が思い浮かぶ。僕の体を治療しているときにアリッサを包んだ金色の光。あれはとても似ていた――僕を助けてくれた女の人の輝きに。それにアリッサはさっき僕のことを『ルールを破って助けた』と言った。


    　アリッサは微笑ほほえむ。辛つらそうに。もしかしたら僕がこの話をしたときもこんな表情をしていたのかもしれない。それを隠すために、僕を抱きしめたのかも……。


    「そう――ケースケを助けたのはあたしよ。沈んでいく男の子を見つけて、手を握った。あたしはその時初めて外の人間に触れたわ。けど……きっとそのせいなのよ。呪いなんかじゃない、きっとケースケは私を介して魔術に触れたことでフェンリルに選ばれたの。だから本当に全部あたしのせい。外に出るときに開けた穴からジンが方はこ舟ぶねに流れ着いたのも、ジンが外に魔術を持ち出すきっかけを作ったのもあたし。これだけのことをしたんだから責任は取らなくちゃね。その手があたしを喰らおうとするならそれでもいいわ」


    　とんでもないことを言い出すアリッサに僕は慌あわてる。


    「ちょっ、ちょっと待てよ！　僕はそんなこと――」


    「ケースケが家族を失くして、そんなものを背負うことになったのは、あたしの責任。だからあたしを恨うらんでいいの。全部あたしに荷物を渡して楽になってもいいのよ」


    　正直、あまりの出来事に頭が付いていかない。だけどそれは――違う。


    「……お前たちは船に当たるつもりはなかったんだろ？　だったらやっぱりそれは事故だ。第一アリッサが助けてくれなかったら僕はただ死んでいただけだった。それなのに恨むなんてできるわけ……ないだろ」


    「あはは、頑がん固こね……。そう思っておけば楽になれるのに。だってもうケースケがどう考えようが、ソレはあたしを喰らうわ。そこまで具ぐ現げん化かしたフェンリルはもう抑えられない。今は魔王の半身を食べて少しは満足してるけどすぐにまた暴れだす」


    「――そんなの、抑えてみせる。だから早く逃げろよ。――まぁ色々あったけど楽しかった。今度はもっと素直なやつに取とり憑ついてくれ」


    　僕はそう言ってアリッサに微笑ほほえむ。


    　だけどアリッサは――動かない。


    「お、おい……さっさと行けって！　お前がこいつに喰われるなんて、僕は絶対に嫌なんだよ！」


    　それでもアリッサは首を振った。そして意を決したかのように僕の瞳を見据えると近づいてきた。その動きに反応してか、近づく獲物の匂においを感じ取ったのか、ビクンと右腕の狼が脈みやく動どうする。


    「ふ、ふざけんなよお前！　そんなの自己満足だろ！　ああもう、だから僕はお前が嫌いなんだっ！」


    「そう？　あたしは結構ケースケのこと好きになったんだけどなぁ。でも嫌いだったらいいじゃない、後あと腐くされがなくてさ」


    　いつもの笑みを見せてそんな軽口を叩くアリッサに僕は怒鳴る。


    「いい加減にしろっ！　本当に嫌いだったら、こんなこと言うわけないだろ！」


    　その言葉にアリッサは目を細めた。嬉うれしそうに。


    「――ありがと、でもこれ、無む駄だなことじゃないのよ？　あたしはただ喰われてやるんじゃないもの。何とかケースケだけはそれから解放してあげられる。まあ右腕はなくなっちゃうけど、死ぬよりはマシだと思いなさい」


    「は？　ちょっと、お前、な、何する気？」


    　こちらに向けてすっと手を掲げる彼女。それで僕はアリッサが何をしようとしていて、何を覚悟したのかを悟った。


    　アリッサは僕の右腕を切り飛ばすつもりだ。冗談ではないのだが確かにそれで僕はこのフェンリルとかいう狼に飲まれることはなくなる。


    　だが――切り離された腕は、抑えるもののなくなった右手は、まっしぐらにアリッサに喰らいつくだろう。


    「お、おい止めろ！」


    「動かないで。きちんとそいつを抑えておいて。狙いがズレると……死ぬわよ？」


    　完かん璧ぺきに本気のアリッサはもう止まらない。呪文を告げようと、口を開く。だが――。


    



    「――――黒い、弾丸ブラツクバウンド！」


    



    　突如として響いたかすれた声。そして声と共に生み出された黒い弾丸ブラツクバウンドが僕とアリッサの間の地面を撃うちぬいた。


    「なっ!?」


    　僕らは声した方向に同時に振り向く。削けずり取られた大階段の左側。辛かろうじて残った足場に消え去ったはずの男がうずくまり、こちらに右手を翳かざしていた。


    「ジン……!?」


    　信じられないといった表情で、目を見開くアリッサ。


    「――くそ……目がよく見えねぇな。だが、まあ、どうでもいい。おい……てめぇら勝手なことしてんじゃねぇよ。そのオジョウサマは俺が生け捕りにするんだぜ？」


    　ゆらり、と立ち上がるジン。その体からはポタポタと血が滴したたり、肌は余すところなく赤に染まっていた。完全に、死体だ。それが動いて言葉を発している。


    「そう……さっきのも分身だったわけね。でも二度も自分の影を壊されて生きていられるなんて、あんた、ホントに人間やめてたんだ。なんでそこまでして――」


    　嘲あざけるように言うアリッサだったが、その声には悲しみが篭こもっているようにも思えた。そしてそれ以上に余よ裕ゆうがない。尋じん常じようではないジンの雰ふん囲い気きに体を強こわ張ばらせている。それは僕も同じだ。あいつは何かとんでもないことをする――予感というよりも確信を抱いてジンを見つめる。右腕の脈みやく動どうは先ほどからドクンドクンドクンと速さを増している。


    「――あぁ？　決まってんだろ。何よりも、誰よりも上に行くためだ。それが俺の願いだ。だから何にでも力を求めた。魔術にも可能性を探した。だがどんなに強くなったところで、すげぇ力を手にして一番の強者になったところで、老いればいつか弱者に堕おちる。奪われる側に戻っちまう。そんなことは我慢ならねぇ！　俺は奪い続ける。そのための手段が目の前にあるんだ、躊躇ためらう理由なんてねぇよ。だが――確かにもう人間でいるのは限界みてぇだな。肉体こいつはもう役に立たねぇ」


    　ジンは血みどろの自分の体を見下ろし唇を歪ゆがめる。


    　どこか――似ている。自分に……そして友とも月づきに。こいつもかつては弾かれ、奪われる人間だったのかもしれない。


    「まったく……どうしようもないぐらい腹が立つぜ。こんな不完全な状態で移行しなきゃならねぇとはよ。全然足りてねぇよ。これじゃどうなるかわからねぇ。だがてめぇらだけは絶対にブチ殺してやるがなぁ！」


    　狂気の宿った青い瞳は濁にごり、開いた口からは止まらない哄こう笑しよう。


    「何をやっても無駄よ！　ここにはもうフェンリルがある。だからあんたもあたしもここで終わり。いい加減あきらめなさい、これは《嘆きし魔王》だって易やす々やすと喰らったのよ。あんたにどうこうできる代しろ物ものじゃない！」


    　笑い続けるジンにアリッサは告げる。するとジンは笑うのを止めて僕を見た。


    「ふん……フェンリル、か。そんなモンがあるってのは知らなかったぜ。だがさっきの話で理解した。枷かせ？　それはそんなにカワイイもんじゃねぇ。想像力が足りてねぇんだよ。俺がお前らの魔術の理論を知ったとき、ずっと欠けていたピースがあった。反転魔術だと？　じゃあ聞くがな、それは何に力を借りた魔術なんだぁ？」


    「……何、に？」


    　呆ほうけた顔でアリッサが呟く。


    「魔術を吸収して力にする。それが可能なのは魔術をエネルギーにして成り立っているモノだけだ。しかも三柱もの高次存在ヴイナーのな。そうとなりゃ、答えは一つしかねぇ――」


    　血まみれ、蒼白の顔に笑みが広がる。


    



    「壁、だ」


    



    「な――」


    　その言葉にアリッサはひどく衝撃を受けた様子だった。


    「壁――そいつは恐らく、三柱の高次存在ヴイナーの力で生み出された四柱目。世界から魔術を奪っているモノ。確かお前らは壁を生み出した魔術の事をこう呼んでたよな《天牢ウオルフ＝ライエ》ってよ。それが恐らく真の名シアーだ。妙だと思ってたんだ。単に形成界イエソドとの間に障壁を作ったんじゃ、困る事があるはずなのさ。形成界イエソドはあの世だ。その扉を閉ざせば、肉体を失った精神がこの世界に溢あふれることになる。だが今そうはなってねぇ。てっきり抜け道があるのかと思ってたが理由は簡単、壁が精神を、魂たましいを喰ってたのさ。そいつフエンリルの性質を見れば分かる。傑けつ作さくだ！　笑えねぇか？　この世界には神や悪魔どころか、天国も地獄もなかったってことなんだぜ！」


    　――天国も地獄もない、その言葉に心が震えた。じゃあ親父おやじやお袋……由ゆ衣いは――？


    「だ、だったらどうだっていうの！　理屈が分かったところで、何も変わりはしないわよ！」


    　動どう揺ようは隠せないものの、気き丈じようにアリッサは叫んだ。


    「くはは、確かに抗あらがう術すべはねぇよ。そいつは本当に出来のいい、この世界の番犬だ。たとえそいつを今ぶち殺せても、すぐに別の奴に発現するだろうさ。逃げようにも、同調した高次存在ヴイナーの力が壁に流れてる影響で、無意識に自分から番犬に近づいちまうだろうな。壁――天牢ウオルフ＝ライエを壊さねぇかぎりどうしようもねぇよ俺たちの使う魔術じゃな」


    「何が……言いたいの？」


    　アリッサは理解できないといった風でつぶやく。


    「そいつの絶対的な反転――いや吸収作用が働くのは、俺たちが使う三系統の魔術だけだ。喰らうという属性のせいで何でも食べちまうことはできるようだが、吸収作用が働かねぇものに対しちゃ絶対でもなんでもねぇ、ただのでっけぇ口ってだけなんだよっ！」


    　ジンは叫び、手を振り上げ――――自分の胸を、貫つらぬいた。


    



    「「え？」」


    



    　予想外の行動に僕らの動きは止まった。


    　自殺？


    　いや、そんなはずはない。あいつはそんなことはしない。僕たちを殺すと言った。ならばあいつはその通りのことをする。これからは始まるのは僕らの命を刈かり取るための攻撃。それだけは確実だった。


    



    　どさっ


    



    　倒れ伏す黒と赤に染まった魔術師。遠くにいてもその音ははっきりと聞こえた。ポタッポタッと体の下から染み出してきた血が階下に落ちてくる。赤い、水滴。その様子を何も出来ないまま見ている。というよりも何をしたらいいのかがわからなかった。


    



    　ぽたっ


    　気のせいか、今落ちていった血が赤黒く見えた。


    



    　ぽたっ


    



    　気のせいでは、ない。次に落ちた血液はもう赤ではなく、コールタールのようなどろっとした黒だった。


    　――変化は、急激だった。黒が赤に混ざりこんだ瞬間、零こぼれ落ちたジンの血が全て黒に染まる。そしてざぁっと重力を無視して空中の一点に収しゆう束そくし始めた。黒い血はジンの体からも勢いよく吹き出していて、その体があっという間に小さくなり、干ひからびていくのがここからでもわかった。


    「な、なんなのよ……これ？」


    　アリッサは呆ぼう然ぜんとその様子を見ながら、問いを発する。しかしアリッサに分からないものが僕にわかるはずがない。


    



    『く、くく……』


    



    　声が、響いた。知っている声、あの男の声。たった今、目の前で自らの胸を貫つらぬいたやつの声。


    　僕はあいつが倒れている場所を見つめる。しかしそこにあるのは、見る影もなく縮まり乾燥した、ヤツの抜ぬけ殻がらだった。


    



    『違うぜぇ、俺はもうそんなところにはいねぇ。俺が今いるのは、ここさ』


    



    　その声は黒い血が集まり、不定形な球を作っている空間から聞こえた。


    「あんた、まさか……」


    　アリッサの顔に理解の色が浮かぶ。


    　黒い球が歪ゆがみ、形を変える。そこに現れたのはジンという男のシルエットそのものだった。


    　黒く染まった体の中で、瞳の色だけが――青い。


    「――高次、存在」


    　搾しぼり出すようにその単語を口にするアリッサ。


    『く、はははははははははははっ！　な、なんだ簡単じゃねぇか。もう俺にはあんな殻から、必要なかったってことか……』


    　黒いジンはそこで言葉を切るとこちらを見たようだった。そして声もなく右手を軽く振るう。


    「ケースケっ！」


    　アリッサも声を上げることが精一杯、とてもじゃないが動くことはできなかった。ヒュンと黒い、刃やいばのようなものが僕の脇を通り過ぎ、床に鋭利な溝みぞを刻む。


    「あ……」


    　今のは、死んでいた。当たっていれば、どうしようもない一撃だった。それを悟り、どっと冷や汗が湧き出た。以前は勝手に魔術に反応した右手は何も反応せずに、相変わらずアリッサにばかり唸うなり声を上げていた。


    　わざと外したのか？　いや……ただ単にあいつは特に狙わずに適当に力を振るってみただけなのだ。それはあいつの表情から見て取れた。


    『すげぇ……これが、魔法、か。俺そのものの力……くはははははっ、俺はもう魔術師じゃねぇ！　人間じゃねぇ！　魔法使い……高次の、存在。とうとう、とうとう至った！　あとは方はこ舟ぶねに帰り、《天牢ウオルフ＝ライエ》を壊すだけ――そうすれば俺は次の世界で更なる力を手に入れられる！　連なる世界セフイトロを登りつめ、俺は本当の神になってやる！』


    　もうこちらなど見えていないように笑い続けるジン。それを見ながらアリッサが僕に声をかけてきた。


    「――ケースケ……お願い、逃げて。もちろんこの子も連れて、ね」


    　そう言って僕の足元に倒れている友とも月づきを指で示す。


    「アリッサ？」


    「もうあれは人間じゃない。さっきの魔王と同じくらいの化け物よ。その上、あいつ自身が言ってたみたいにフェンリルの優位性はないかもしれない。もしあったとしてもそれ以上それが成長したらケースケは完全に飲まれるわ。だからもうケースケにできることはない。ここはあたしが時間を稼ぐから、とにかく逃げて。腕を切り離すのは別にあたしじゃなくてもできるでしょ？」


    　平静な顔を装ってそんなことを言うアリッサ。だがそれは違う。完全に、逆だ。


    「違う、友月を連れて逃げるのはアリッサの方だ」


    「え？」


    「アリッサは絶対に、何をしようともあいつには勝てない。そうだろ？」


    「―――っ」


    　言葉に詰まるアリッサ。やはり、図星らしい。あいつはさっき呪文を唱えなかった。その時点で魔術師であるアリッサには勝ち目はない。


    「だから僕が行く。アリッサは逃げる。それでいいな？　それにどうもこの腕、お前がいるとさ、あっちに意識が向いてくれないんだよ」


    「ばっ、ばかなこと言わないで！　どうしようもないのはケースケも同じじゃない！」


    「同じじゃない、僕には少しぐらい可能性があるさ」


    「そんなものないわ！　いいから早く逃げてよ！　あたしには責任が……」


    



    「うるさいっ！」


    



    　我慢しきれなくなって僕は叫ぶ。


    「さっきも言おうと思ってたけど……いいか、アリッサには少なくても僕に対する責任なんてない。確かにこの右手は昔アリッサが触れたせいなのかもしれないけど、そのおかげで僕は助かったんだ。その時点で貸し借りなんてないだろ？　加えて言えば、あの事故にはお前に責任はない。だから僕のほうがまだ借りてるぐらいなんだよ！」


    「そ、そんなの……」


    「それにな、こんな危ない腕じゃ友とも月づきさんを抱えてなんてやれない。彼女も一応魔術師だ。これが大人しくしてる保証はない。だから、頼む」


    「――――」


    「大丈夫、アリッサたちがここを離れる時間ぐらいは稼げる。それに……僕は、もうあいつから逃げるわけにはいかないんだ」


    　そして僕はしっかりと大階段の中ほどに浮かんでいる黒い男を睨にらみつけ、一歩を踏み出した。さっきのアリッサの言葉で確信していた。あいつが誰なのか――。


    「――わかったわ」


    　背後から小さな声。僕は笑みを浮かべる。


    「言っとくけど、戻ってきたりするなよ？　これが暴走したりしてたらお前まで襲うんだからな。――じゃ、行くぞ！」


    　走り出す。


    　アリッサは友月を抱えて外へ、僕は真っ直ぐにあいつへと。たぶんこれがアリッサとの別れだ。きっともう彼女と会うことは二度とない。


    『ん？』


    　ジンは僕らの動きを見て、不機嫌そうな声を出す。


    「――ジンっ!!」


    　走りながら僕はあいつの名前を初めて呼んだ。


    『ああ？　なんだぁ特とつ攻こうか？　言っただろ、その腕じゃ俺を殺せねぇよ』


    　あいつはそう言って漆しつ黒こくの腕を振るう。やはり呪文はなく、濁だく流りゆうのように黒い衝撃波が襲い来る。だが今回は分かっている。その波に向かって狼の腕を突き出した。


    　バクンッ！


    　魔ま狼ろうのあぎとが黒を削けずり取る。だがそれは先ほどのように魔法そのものを飲み干すものではなく、ただ口に入ったものを食い千ち切ぎるといったものだった。魔術を飲み込んだときの脈みやく動どうもない。


    　黒い波に穴が開いたものの、魔法自体は消え去らず僕を飲み込もうとする。僕は必死に開いた穴に身を飛び込ませて何とかやりすごすが、バランスを崩くずして床に倒れる。


    「く、くそっ！」


    　急いで立ち上がりジンを見上げる。あいつは余よ裕ゆうの表情でこちらを見下ろしていた。


    『おいガキ。そういやてめぇ、あの船の生き残りなんだってなぁ？　話は聞こえていたが、必然だとしても少し驚いたぜ』


    「――ああ、そうさ。僕は、お前を……知ってる」


    　青い瞳を睨にらみつけながら答える。


    『ほう、俺は覚えちゃいねぇが……まあ同じ船だ。そんなこともあるだろうさ。なぁ、一ついいこと教えてやろうか？』


    　愉たのしそうに笑みを含んだ声でジンは僕に尋ねる。


    「……なにを、だよ？」


    『あの船を沈めたのは――俺だ。事故でもなんでもねぇ。いわゆるシージャックってやつさ。船員を人質にして進路を変えさせ、わざと方はこ舟ぶねにぶち当てたんだよ』


    「な――」


    　思考が止まる。こいつは今、何を言った？


    『ん？　反応が小ちっせぇぞ。ちゃんと聞こえてるか？　お前の全てを奪ったのは俺だって言ったんだぜ？』


    「そんな……なんで……」


    『はははっ――いいぜ、そのツラ！　理由なんて決まってんだろ、方舟をこじ開けるためさ。弱体化した外の魔術でも大規模な儀式を行えば、方舟の大まかな位置ぐらいは捕ほ捉そくできる。意外か？　まあ千年間にわたる魔術結社や宗教家の執しゆう念ねんだな。もっとも結界を破壊する術はなくて、あいつらは足踏みしてやがったが。世界大戦に紛まぎれて爆撃しても、通用しなかったんだとよ。まさに絶対防壁だ。俺は組織に潜もぐり込んでそれを知ったが、当然諦あきらめる気にはならなかった――』


    　そこでジンは青い瞳を見開いて狂気が覗のぞく表情を見せる。


    『だってよ、そこに力があるんだぜ。外の抜ぬけ殻がらみたいな魔術じゃなく、本当の力が！　試すしかねぇじゃねぇか！　死なんて怖くねぇ。それを手に入れないまま老いていくよりはずっとマシだ！』


    「――それでお前は……船の乗客を犠ぎ牲せいにしてあんなことをしたっていうのか？」


    　歯を食いしばりながら声を絞しぼり出す。


    『ああそうさ、計算上あれが個人で可能な最大質量の攻撃だった。航路を綿めん密みつに調べ上げ、実行に移した。それでも結界はびくともしなかったが、あの女が外に出てきたおかげで俺は結界の隙すき間まから方舟に侵入することができたのさ。あの時はマジでやばかったが、俺は賭かけに勝った。そして本当の力を手に入れた！』


    



    「ふざけんなぁぁっ！」


    



    　床を蹴けり――再び駆け出しながら叫ぶ。こんな奴のために皆――。


    　もう言葉は要らない。あのときのように、奪われないように、必死にこの両手と両足を動かして、あいつを否定する！


    『くははははははっ！　そうだ、悔くやしがれ！　奪われた奴はそうやって見苦しく遠とお吠ぼえするのが似合いだ。それでこそ俺は見下せるっ！』


    　今度は水平に腕を払うジン。すると何十もの黒い刃やいばが横よこ一いち文もん字じに僕をなぎ払おうと襲い掛かる。逃げ場所はない。


    　とっさに前方の床を右腕で抉えぐり取り、そこに転がり込む。間かん一いつ髪ぱつのところで頭上を刃が通り過ぎる。次撃が来る前にすぐにその場所から飛び出す。ようやく階段が足にかかる。


    　あいつの場所まではあと少し。


    『ははっ――お前を殺やったら次はオジョウサマだ。どんな力を用いても方はこ舟ぶねの結界は内側からじゃねぇと開かねぇ。だから中の奴らの人質に使うまで殺せねぇが、用が済んだらすぐに同じところに送ってやるよ。ああ――忘れてた。死んだ後に行く場所なんてねぇんだったな。ザンネンだなぁ、そのすぐ後には世界に天国と地獄が戻ってくるってのによ！』


    　ジンは楽しげな様子で今度は縦たてに刃を放つ。それを横っ飛びでかわして、さらに距離を詰める。


    　もうすぐ、手が届く。だから手を伸ばす。


    　でも僕はそこで見た。真っ黒なあいつの顔が凶悪に歪ゆがむのを。青い冷れい徹てつな瞳が告げた気がした。「奪うぞ」と。


    　あいつの両腕が動く。これで詰つみなのだと本能が訴える。だけど止まるわけにはいかなかった。


    　ズァッ！


    　目の前に現れたのは予想に反して先ほどと同じ一本だけの縦に裂さく刃。考えている暇はなく横に飛ぶ。だがそこにも、もう一本の黒い刃。


    　体は空中で避けようがない。他に方法が浮かばず、刃の中心を右手で抉り取る。


    　だがやはり完全に消し去ることはできず、残った欠片かけらが体を裂き、全身に鋭い痛みが走る。


    『――じゃあな、ガキ。まあワリとがんばったんじゃねぇか？　だが……』


    　あいつの声がした。それは死の宣告。左に現れる死の気配。黒い刃。右手は前に伸ばしていて間に合わない。同じような状況は前にもあった。けど今回は餌えさではない魔術に右腕が反応することはない。


    『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ、だ』


    　くそ――こいつにだけは、負けるわけにはいかないのにっ！　なのに結局今回も、奪われて、暗い底に沈むっていうのか……。


    　あいつは今の世界に天国も地獄もないって言った。魂たましいは壁に喰われると。だとしたら死んでも由ゆ衣いには謝れない。


    　ごめん――。


    　今しか謝る機会はないだろうと心の中で呟く――右手に向けて。さっきの話ではこの口は壁と同じものらしい。もしそうなら由衣はわずかにでもここにいるかもしれないから。


    　そんなことを間延びした時間の中考える。だがその時、視界の端で光が瞬またたいた。暗い海の底を遠ざける眩しい閃ひらめき。


    



    　そう、あの冷たい海から助けてくれたのは――金色の輝きだった。


    



    　パンッ！　と黒い刃に光弾が弾けた。しかしその程度では魔法で作られた刃やいばは揺るがない。


    　けど僕の右腕は別だった。信じられない速度で飢うえた右腕は光弾が炸さく裂れつした場所に自分の意思で喰らいつく。結果的に刃は砕かれて、僕の体を破片で裂さくものの致命傷には至らない。


    　そして目の前には虚きよを突かれた黒い魔法使い。


    　そうだ――まだ、早かった。僕はあいつの手も掴つかんだんだ。だったらこいつから守らなきゃいけない。手を離すわけにはいかない。


    　右腕を振りかぶる。


    　一撃で決めなければいけない。もうこの瞬間しかチャンスはなかった。


    　分かっていた。これがまた死を背負う行為だということは。でも――。


    　ああ、いいさ――好きなだけ苛さいなめばいい。僕が死ぬまで！　苦しむから、ずっと苦しむから、だから、だから由衣、もしもここにいるのならもう一度力を貸してくれ！


    「ああああああああぁぁっ！」


    　右腕に語りかけながら力を込める。抑え付けていた飢えた意思を受け入れる。
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    　ドクン


    　脈みやく動どうと共に二倍以上に膨ふくらむ腕。


    『グルァァァァッ！』


    　吼ほえる狼。顎あごが外れるぐらいに大きく開かれたあぎと。


    『なっ――!?』


    　驚いたあいつの声。そして――。


    



    　ガギィィィィィン


    



    　牙きばが噛かみ合わされた音が、高く、長く、広間に反響する。


    　あいつの声も青い瞳も今、僕の右手の中に閉じ込められた。


    　僕は、ゆっくりと振り向く。


    　屋敷の扉の前でバツが悪そうにアリッサが苦笑いをしていた。


    「――まったく、逃げろって言ったろ？」


    「逃げたわよ。ちゃんとあの子は安全な場所に置いてきたわ」


    　そういう問題じゃ……と言おうした瞬間、ビクンと右腕が震えた。


    「っ！」


    　うずくまる。やはり限界を越えてしまったのかもしれない。アリッサに早く逃げるよう言わなければ。


    「ぁがっ……」


    　またも腕が軋きしむ。声が出せない。痛い、とにかく痛い。右手の狼はまるで痙けい攣れんしているかように震えている。


    「ケースケっ！」


    　こちらに駆け寄ってこようとするアリッサ。


    『ガ、ガルルゥゥ……』


    　苦しげに呻うめくフェンリル。そして次の瞬間、右腕に何かが込み上げてくるのを感じた。


    「くっ!?」


    　何が起ころうとしているのかは分からなかったが、僕はとっさに腕を上に向ける。


    　そして次の瞬間、耐え切れなくなったかのように狼の口が開き、そこから光の奔ほん流りゆうが溢あふれ出て、屋敷の天井を吹き飛ばした――――。


    　白く、白く世界が染められていく。それが光のせいだけではなく、気を失いかけているせいだと気づいたときにはどうしようもなく、僕の意識は強引に漂白される。


    　抗あらがえない。


    　キャンバスに描いた絵が剥はぎ取られていくように、彩いろどりが消え――白に侵される。はじまりの色に飲み込まれていく。


    　だが一点。ほんの小さな黒い点だけが白に覆おおわれずに残る。


    　全てを消し去ってしまいそうな純白から逃れようと、僕は一滴の黒に意識を縋すがり付かせる。すると黒点がわずかに広がり――近づく。


    　引き合うように近づき、大きくなる。そして気づいた。


    　――それは点ではなく、球だった。内側に小さな無数の輝きを包む……大きい、とてつもなく大きい真球。


    　まるで世界だ。


    　白を圧するほどに広がった丸い宇宙に、僕は消えかけた心を預けた――。


    



    



    　わずかに蒼あおく、だが全てを飲み干すような黒。深く、どこまでも深く続いている果て無き海。そこに瞬く小さな色とりどりの光。


    　いつの間にか僕は星空の中心にいた。どこを見渡しても夜の天てん蓋がいが広がる。


    　真っ暗な世界の中には星しか見えない。


    　自分の姿さえも――見えない。自分が何者なのかも分からない。何も、思い出せない。


    　僕は静かに流れていた。


    　どこか、天の果てに向かって。


    　ふと周囲に自分と同じ方向へと流れる星があることに気が付いた。ゆらゆらと揺れながら、いくつもの輝きが運ばれていく。


    　ああ、きっと僕も流れる星の一つなんだろう。何となくそれを理解する。


    　次第に輝きは増え、一点に向かって流れていることが分かった。河のように、道のように星は流れる。


    　この先に何があるのだろうと意識を向けた。


    　あれ？


    　違和感を覚える。何な故ぜだろう、そこには他と同じ夜空があるだけなのに。暗い、暗い空が待っているだけだというのに。


    　あ――


    　僕の先を流れていた星がそこにたどり着き――消えた。輝きが、失われた。


    　……っ！


    　悪お寒かんが走る。


    　そう、そこには空を埋め尽くしているはずの星がないのだ。真っ黒な穴がぽっかりと開いたみたいに、星が喰らわれたみたいに何もない。そこには道があるはずなのに――続いているはずなのに。


    　どんどん、どんどんと僕と共に流れていた星たちが飲み込まれるように消えていく。


    　いやだ！


    　僕は流れに逆らおうとする。だが穴は遠ざからない。


    「――お兄ちゃん……」


    　すぐ傍で囁ささやかれた声に驚く。


    　そちらに心を向けると光があった。青く輝く星だ。あまりに近くで眩しく、僕は光に飲まれる。


    　その途端、世界の見え方が変わった。


    　星空は灰色の壁に覆おおわれ、黒い穴は壁に開いた大きな門へと姿を移す。牙きばのような装飾が施された禍まが々まがしい造りの門で、その内側は闇に満たされている。まるで肉食獣の口こう腔こうのようだ。


    　そして僕も気づけば自分の足で立ち、すぐ傍で輝いていた星は――小さな女の子の姿になっていた。


    　僕はその少女と何故か手を繋つないでいる。先ほど彼女に何か呼びかけられた気がしたが――誰だろう。どこかで見たような――知っている子のように思うのだが。


    「ねぇ、ここはどこかな？　きみはこんなところで何をしてるの？」


    　僕は怖がらせないように優しく訊ねてみた。


    「行き止まりだよ、ここは。壁、だから。あたしは……ただ待ってるだけ」


    　少女はポニーテールを揺らして顔を上げるとそう答えた。


    「何を？」


    「――手、はなしてくれるのを」


    　視線で僕らの繋つないでいる手を示す少女。


    「あ、ああゴメン」


    　僕は謝って手を解ほどこうとする。


    「ん？　あれ……どうして――」


    　困惑する。指が動かない。僕の意思を拒むように手が――右手が離れない。


    「だめだよ。手、離してくれないと……戻れないよ？」


    「そ、それがさ、どうしてか手が動かないんだ。ねぇ、とりあえず一緒にここから離れよう」


    　僕はそう言ってすぐ傍にそびえる門に目をやる。この近くにいたくない。早く遠くに行きたい。


    「むり。だって、ほら」


    　少女は首を振り、僕と手を繋つないでいない方の腕を見せた。


    「え……？」


    　その先が門の内側――闇の中に浸かっているのを見て驚く。僕が少し強引に彼女の手を引いてみても、闇に絡め取られたかのようにびくともしない。


    「わかった？　あたし、動けないんだ。だから手、はなして」


    「…………やっぱり、いいや」


    「え？」


    　ぽかんとした顔を見せる少女に笑いかける。


    「だって僕が手を離したら、きみ一人になっちゃうだろ？」


    「――もうっ、そんなこと気にしなくていいんだよっ！」


    　頬を膨ふくらませて怒る少女。初めて見せた歳とし相そう応おうのしぐさに微笑ほほえむ。


    「きみが動けるようになるまで、ここにいるから。それになんか外れそうにないしね」


    「――～～～～っ！」


    　うわぁぁぁぁぁん。


    　急に泣き出した少女に僕は慌あわてる。何かまずいこと言ったか？　おろおろしながら、慰なぐさめるように頭を撫なでてみた。


    「ばかぁ、ばかぁっ！」


    　少女は腕をぶんぶん振るが、僕の手は離れない。


    「……ここに、いることに、なるんだよっ？　またずっと――」


    　しゃくりあげながら体を震わせて、少女が呟く。


    「いいよ」


    　迷いなく言葉は出た。自分でも驚くほどにはっきりと響いた。


    「…………」


    　少女は顔を伏せて何も答えず、ただぐっと繋つないだ手に力を込めた。いや、今初めて彼女が僕の手を握り返したのだ。


    　そして僕は彼女に呼びかける。自然と、口が動くままに。


    「由ゆ衣い――」


    　少女は僕のお腹の辺りに顔を埋うずめて泣いている。


    　ああ、ようやく彼女が誰なのかを思い出した。


    　しかし取り戻せた記憶はまたすぐに霞かすみ始める。


    　いつまでも、いつまでも続く泣き声は、少しずつ、少しずつ遠くなる。


    　遠くなり、遠くなり――やがて……途絶えた。
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    終章


    



    　あれから――もう三日だ。


    　彼女達がいなくなってから……もう、三日。


    



    　　　　　　　・


    　　　　　　　・


    　　　　　　　・


    



    　まぶたを開くと、再び星空が待っていた。


    　何か、夢を見た気がしたが――その記憶はひどく遠くておぼろげだった。


    　仰あお向むけに倒れたまま辺りを見回せば、そこはアリッサが魔術で笛ふえの音ねを響かせたあの丘の上。そして僕の隣にはひざを抱えて友とも月づきが座っていた。他には……誰もいない。


    　二人きり、だ。


    「ねぇ……どうして？」


    　体を起こした僕を見て、友月は静かに尋ねてきた。


    　主語はなかったが、その言葉が何を問いかけているのかは……なんとなく分かった。


    「――僕は、ただ友月さんに誰かを殺して欲しくなかった……死んで欲しくなかった……それだけだよ。恨うらんでも、いい。でも、まだ全部を失くしたわけじゃないってこと……分かって欲しかった」


    　僕のその言葉に友月は視線を逸そらして俯うつむいた。


    「私、もう最低の、人間なんだよ。人を傷つけることも、平気。その気になったら、殺すことだって、できる。だからもう私は、そうやって生きていくことしか、できない。でも遠とお見みくんは、そんなことをしないで生きろって、言うんでしょ？　そんなの無理なのに……取り戻すことなんて、できないのに」


    「それは……今の場所でのことだろ？　その場所が変わればそういう風に生きなくても済むんじゃないか？」


    「場所なんて……世界なんて、そんな簡単に変わらない」


    「そうでもないと思うな……誰か一人と関わるだけで、ずいぶん変わるさ。僕はこの右手を見世物にしてまで、山やま崎ざきや宮みや島じまと仲良くなったけど、あいつらと友達でいた間は楽しかったよ。休み時間はあっという間に過ぎて、昼食も美味うまかった。それにさ……一緒にいるうちに、いつの間にか考え方を変えられちゃうようなヤツもいるしね」


    　金色の少女を思い出しながら言葉を続ける。


    「だから、僕が関わる。僕はもう手遅れの欠けつ陥かん人間だけどさ、少しは助けになると思うよ。しばらくそれで試してみないか？」


    「――……」


    　友とも月づきは無言のまま僕に背を向けて立ち上がった。


    「友月、さん？」


    「……最初、遠とお見みくんが机を運んできてくれたとき、あたしは怖かった。何かが欠けているみたいで不気味だった」


    「え？」


    　唐突な言葉に僕は戸惑う。


    「でも今、少しだけ、わかった。遠見くんは他の人からの見返りを求めてない。期待してもいない。他人も自分も、本当には何も信じてない。妹さんの死を、背負っている自分は、裏切られても、何をされても仕方ない、当然だって思ってる」


    「そう――なのかもな」


    　苦笑しながら友月の言葉を認める。


    「――帰る……」


    　短く告げて丘を下りだす友月。


    「また、会えるよな？」


    　不安な心持ちで足を止めずに遠ざかる友月に問いかけた。友月は何も答えない。


    　しかし夜の闇にその黒いドレス姿が飲み込まれる寸前で、少しだけ振り返り、こう告げた。


    「――次に会ったときは、友月、でいい。そのほうが、言いやすそうだし。私も、好きなように呼ぶから」


    「わかった、絶対にそう呼ぶ。約束する！」


    　離れたところにいる友月にしっかり聞こえるよう大声で答えると、彼女の横顔に笑みが浮かんだように見えた。


    「それじゃ――今度は私が……助けるから」


    　友月はこちらに聞こえるか聞こえないかの声でそう言うと、夜の中に消えていった。


    



    　　　　　　　・


    　　　　　　　・


    　　　　　　　・


    



    「はぁ……」


    　そこまで思い出して僕は溜ため息いきをついた。


    　三日前の約束はまだ果たしていない。友月はあれから学校を休んでいるからだ。かくいう僕も昨日ようやく学校に出てきたのだが……。


    　彼女の家で起きたことはガス爆発事故として噂うわさになっていた。新聞を買って確かめてみたが死者はいなかったらしい。ただその場にいた人間はほぼ全員気を失っており、現在も意識に混乱が見られるらしく入院している。


    　冬ふゆ上がみも……その一人。まだ席は空いたままだ。クラスメイトで冬上があの事故と関連しているのだと知っているものはおらず、心配する声がたまに聞こえた。


    　これからどうなるのだろう。


    　友とも月づきは……戻ってくるのだろうか。


    　何を助けるっていうんだろう？　いくら考えてみても分からずに再び溜ため息いきを吐つく。


    　学校は一人でいると、あまり過ごしやすい場所ではない。様々な事件があり、僕のことがどういう噂うわさになっているのか分からないが、話しかけてくるやつは一人もいない。


    　これからはこんな毎日が続くのだろうと覚悟していた。


    　それなのに――。


    



    「おい遠とお見み、そんなに落ち込むなって！」


    



    　机に頬ほお杖づえをついて、退屈な休み時間を過ごしていた僕に誰かが声をかけてきた。驚いて振り向くと、そこには今日退院したばかりの宮みや島じまと少しバツの悪そうな顔をした山やま崎ざきの姿があった。さっきの台詞せりふは宮島のもののようだ。


    「え……な、何だよ？」


    　クラスメイトと会話をするのが久しぶりだったために戸惑う僕に、山崎が目を逸そらしながら告げる。


    「――遠見、すまん。前は少し言いすぎちまった。お前がさ……そこまで友月のこと本気だったとは思わなくてな。そんでまあ気まずいのもあって……邪じや魔ましないように遠えん慮りよしてたんだけどさ……今日も友月来ないみたいだろ？　だったら久しぶりにさ……その……帰り、付き合えよ」


    「そうだぜ、山崎から話はだいたい聞いた。恋に生きるのもいいけどよ。友情も大事だぜ？」


    　僕を囲む山崎と宮島に僕は今の事態が理解できずに問いかける。


    「は？　お前らいったい――」


    　山崎はそっぽを向いたまま答えない。宮島の方は僕の反応を見て訝いぶかしげな顔をした。


    「どうしたんだよ、そんなポカンとした顔して？　呆ほうけすぎだぞ遠見。んーなんか元気なさすぎるな……さてはお前、振られたな？」


    「へ？」


    「いやいや、隠さなくていい。俺には分かるぞ！　そうか、そういうことか！　よしじゃあ今日は俺たちが一ひと肌はだ脱いでやるよ。駅前のカラオケでパーッと騒ごうぜ！　んで嫌なことなんて忘れちまえよ！」


    　僕の首に腕を廻まわして笑う宮島に、僕は混乱するしかない。宮島はともかく、山崎は僕を見限っていたと思っていたのに。


    　これじゃまるで、友とも月づきのことに掛かりきりだった僕に、山やま崎ざきが遠えん慮りよしてただけみたいじゃないか。山崎じゃなく、僕が見限っていたせいで宮みや島じまが帰ってくるまで仲直りをするタイミングを掴つかめなかっただけみたいじゃないか――。


    　信じられない。信じられないが、こいつらの顔が嘘うそを言っているようにも思えない。


    「ははっ……ははははは……」


    　何だか笑いが込み上げてきた。閉じていたのは、弾いていたのは僕のほうだったのか。


    「お、おい遠とお見み、どうしたんだよ？」


    　突然笑い出した僕を見て、山崎たちが戸惑う。


    「はははっ……なんでも、ないよ」


    「？」


    　理解できない様子でポカンと僕を見ている山崎たち。


    　僕はそれを眺めながら、世界はただひどいだけの場所ではないことを、初めて信じられるような気がしていた。


    



    　　　　　　　　・


    　　　　　　　　・


    　　　　　　　　・


    　　　　　　　　・


    　　　　　　　　・


    



    「ねぇ、ケースケ」


    



    　昼休み、学校の屋上。何となく一人になりたくてここにきた。基本的には立入禁止なので他に生徒の姿はない。


    　そこで、彼女の声が――聞こえた。


    　僕は、驚かなかった。まだ傍にいるような気がしていたから。いつの間にか隣にいた少女は金髪を風に靡なびかせていた。


    「――なんだよ？」


    　僕はいつも通りに愛想のない声で応じる。


    「よかったね」


    「……ああ」


    　素直に頷く。何のことかは問わない。きっとこいつは教室でのやりとりを見ていたのだろう。


    「――それにしてもお前、寝すぎだぞ。三日はないだろ、三日は」


    「もうっ、仕方ないじゃないっ、すっごく疲れてたんだから！」


    　まあそれは知っていた。一昨日は半端ではないぐらい体がだるかったのだから。きっと二人を転移させて傷も治療したことで精せい根こん尽き果ててしまったのだと思う。しかしこの疲れがあったからこそ、アリッサの存在を感じることができたのだが。


    「なぁ、これ、どうなったんだと思う？　お前が治してくれたわけじゃ、ないんだろ？」


    　僕は右腕を――元通りになった人間の腕をアリッサに見せる。目が覚めたとき、既に右手は元通りになっていた。だが一度口になって裂さけた後こう遺い症しようなのか、手のひらには一本横に傷きず痕あとが走っている。試してみたが、掴めない呪いはまだあった。けれど手の中にしっかり覆おおい隠さないと消えることはなく、どうやら最初の状態まで力は弱まっているようだ。


    「ああーそれねー……」


    　するとアリッサは言いにくそうに視線を逸そらす。


    「なんだ？　理由知ってるんなら教えてくれよ」


    「うーん……なんていうかね、いわゆる……食あたり？」


    「は？」


    　その単語に目が点になる。


    「えっとね、フェンリルはやっぱりジンの言うとおり私たちの魔術にしか効果はなかったと思うの。もちろん反転しなくても何でもバクバク飲み込める機能はあるんだけど、それは魔術以外に対してだったはずなのよ。だから始めから想定されていなかった物を食べて……その……」


    「は、腹を下したのか？」


    　確かにあいつは消化が悪そうだったが……。


    「ま、まあそういうこと。それで今まで取り込んだ魔力もまとめて全部吐き出しちゃったわけ。だから右手も初期段階に戻ったのよ。っていうかそれぐらいしか説明がつかないわ」


    　そう言って自信なさそうに笑うアリッサ。だがそこで一つのことが引っかかる。


    「おい、ちょっと待て……吐き出した、だって？　じゃあもしかしてあいつは……」


    　それを尋ねるとアリッサは顔を強こわ張ばらせた。


    「い、いや、さすがに生きてないでしょー。一度喰われてるんだからバラバラよ……でも、まあ、もしかしたらはあるかもねー」


    「お、おい、それ冗談じゃないぞ！」


    「大丈夫よ、たぶん」


    「うわ、投げやりだし。それでいいのか？」


    　呆あきれながらそう尋ねると「いいのよ。そのときはそのときだし」とアリッサは笑った――どこか痛みを堪こらえるような顔で。


    「あいつ――ジンはね。不器用なヤツだったのよ。方はこ舟ぶねであたしの世話を買って出たのに料理はできないし、掃そう除じさせたら必ず何か壊しちゃうし――信じられないでしょ？」


    　僕は無言で頷く。言葉をかけたらアリッサが堪こらえている何かを壊してしまいそうだった。


    「たとえあれが嘘うそでも……最後まで吐つき通して欲しかった――ってあはは、変なこと言っちゃったわね！　あ、そんなことよりケースケ。今日はあたしに付き合ってもらうから！」


    　気を取り直すように話題を変え、唐突にそんなことを宣言するアリッサ。


    「え？　ちょっと、聞いてたんだろ？　僕は今日あいつらとカラオケに……」


    「そんなのはキャンセル！　言っとくけどケースケはまだあたしとの約束果たしてないんだから。ちゃんとあたしの体、見つけなさいよっ！」


    「あ」


    「あ、ってなによ。あ、って……まさか忘れてたんじゃないでしょうね！」


    「い、いや、忘れてない。忘れてないって！」


    　完全に忘ぼう却きやくの彼方かなたにあったことをごまかしながら僕は首を振る。


    「そう、じゃあ文句はないわね。ジンのやつがいなくなっちゃったから手がかりないし、虱しらみ潰つぶしでいかないと……この街にあるのは確実なんだから」


    　そう言って今日の予定を細こま々ごまと決めていくアリッサを見ながら、こいつとの付き合いもまだしばらく続きそうだと溜ため息いきを吐く。


    　きっとその日々は忙しくて、面倒くさくて、疲れるものだろうが、少なくても退屈ではないだろう。


    　由ゆ衣い――呪いこれがある限り、僕は絶対にお前を忘れない。苦しさは、消えない。


    　だけどそれでいいと思う。右手おまえと一緒に、そんな毎日を乗り越えていきたい。


    　アリッサの声を聞き流しながらフェンスの向こう側に広がる学園を見下ろしてみた。するとこんな時間に校門を潜くぐる生徒が目にとまる。


    　あれは――


    「――ああ、ちゃんと約束は果たさないとな」


    　僕はアリッサと、大遅刻をしてきた僕の友達に向けて小さく呟いた。


    「そうよ――ってどこ行くのよ！」


    　突然身を翻ひるがえして走り出した僕をアリッサが追いかけてくる。


    　どこに行くのかって？　そんなの決まっている。


    　階段を駆け下り、廊ろう下かを走り、なんとか下げ駄た箱ばこの前で彼女を出迎える。

  


  [image: ]



  
    「お、おはよう、友とも月づき」


    　息を切らしながら――約束通り呼びかけた僕に、彼女は微笑ほほえんでこう言った。


    「もう――こんにちは、だよ。啓けい介すけくん」

  



  
    あとがき


    



    　はじめまして、ツカサです。


    　このたび期待賞という形でガガガ編集部の方々に掬すくい（救い？）上げていただき、皆様の御前にお目見えする運びとなりました。奇跡です、感謝です！


    　実はページ数の関係であとがきは書かなくてもいいかもと言われていて、残念なような、ほっとしたような微妙な気持ちでいたのですが、急きゆう遽きよ２ページ分のあとがきをと電話があり小躍りしています（←やっぱり書いてみたかったようです）。


    　……しかしいざとなると何を書けばいいのやら。この行間に約二時間の懊おう悩のうが隠れていたりします。ですがあまり無駄なことを書き連ねるスペースもないようなので、とりあえずオーソドックスに本書について――。


    　普段僕はタイトルを最初に考えるのですが、この作品については完成までしっくり来るものがなく、応募するときになって語ご呂ろがいいからと思いつきで決めてしまいました。


    　しかし改めて眺めると「らいとらいと？　なんだこりゃ？」と内容がさっぱり想像できない不親切な題名（一応意味はありますが）……編集さんとも当初タイトルは変えようという話になったのですが、いつの間にか馴な染じんでしまい、サブタイトルで補強することになりました。


    　おぉ～、そうすると不思議なものです。雰囲気が変わったように感じます。


    　これでこの本に興味を持っていただける方が少しでも増えることを祈りつつ、手を振って門出を見送ります。


    　がんばれっ！


    　こんなことを書いているうちにいつの間にか半分を切ってしまいました。という訳で行数がなくなる前に感謝の言葉を送りたいと思います。


    　担当編集のＭさん、本当に何度も細かいアドバイスをしていただきありがとうございました。今の形にまで辿たどり着けたのはＭさんのおかげです。


    　イラストを引き受けてくださった近衛このえ乙おと嗣つぐさん、登場人物に素晴らしい「形」を与えてくれてありがとうございます。ジン、カッコよすぎです！


    　小学館ライトノベル大賞の選考委員の先生方、編集部の皆様。このような作品を受賞作の一つとしていただきありがとうございました。


    　そして我が弟と大学の友人、サークルの仲間に感謝。彼らと知り合わなければ夢を追うことを諦めていたかもしれません。また、この本に携わっていただいた全ての方々にお礼を申し上げます。ありがとうございました。


    　では最後になりましたが、この本を手にとってくださったあなたに心からの感謝を。


    　んー……なんか型通りな感じがしますね。じゃあやっぱり自分の言葉で――


    　ほんっま、ありがとうっ！

  



  
    ツカサ


    Tsukasa
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